
大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

令和２年度

新 日 本 設 計 株 式 会 社

釜 石 市 建 設 部 下 水 道 課

設計図



図面番号 図 　 面　  名　  称 縮尺 図面番号 図 　 面　  名　  称 縮尺

A- 01 　　配置図・案内図 1/400 A- 31 　　脱水機室詳細図(1) 1/50

A- 02 　　改修特記仕様書(1) － A- 32 　　脱水機室詳細図(2) 1/50

A- 03 　　改修特記仕様書(2) － A- 33 　　脱水機室詳細図(3) 1/50

A- 04 　　改修特記仕様書(3) － A- 34 　　脱水機室詳細図(4) 1/50

A- 05 　　改修特記仕様書(4) － A- 35 　　脱水機室詳細図(5) 1/50

A- 06 　　解体特記仕様書 － A- 36 　　脱水機室詳細図(6) 1/50

A- 07 　　仕上表(1) － A- 37 　　防水対策図 1/200,50,20

A- 08 　　仕上表(2) － A- 38 　　仮設計画図 1/150

A- 09 　　改修前1階平面図 1/100 S- 01 　　改修特記仕様書(6) －

A- 10 　　改修後1階平面図 1/100 S- 02 　　改修特記仕様書(7) －

A- 11 　　改修前2階平面図 1/100 S- 03 　　構造細目共通図（複合構造物）(1) －

A- 12 　　改修後2階平面図 1/100 S- 04 　　構造細目共通図（複合構造物）(2) －

A- 13 　　 詳細図(1) 1/50 S- 05 　　構造細目共通図（複合構造物）(3) －

A- 14 　　 詳細図(2) 1/50 S- 06 　　構造細目共通図（複合構造物）(4) －

A- 15 　　 詳細図(3) 1/50 S- 07 　　構造細目共通図（複合構造物）(5) －

A- 16 　　 詳細図(4) 1/50 S- 08 　　構造細目共通図（複合構造物）(6) －

A- 17 　　 詳細図(5) 1/50 S- 09 　　構造細目共通図（複合構造物）(7) －

A- 18 　　 詳細図(6) 1/50 S- 10 　　構造細目共通図（複合構造物）(8) －

A- 19 　　 詳細図(7) 1/50 S- 11 　　構造細目共通図（複合構造物）(9) －

A- 20 　　 詳細図(8) 1/50 S- 12 　　構造細目共通図（複合構造物）(10) －

A- 21 　　 詳細図(9) 1/50 S- 13 　　構造細目共通図（複合構造物）(11) －

A- 22 　　 詳細図(10) 1/50 S- 14 　　構造細目共通図（複合構造物）(12) －

A- 23 　　 詳細図(11) 1/50 S- 15 　　補強伏図(1) 1/100

A- 24 　　 詳細図(12) 1/50 S- 16 　　補強伏図(2) 1/100

A- 25 　　 詳細図(13) 1/50 S- 17 　　補強伏図(3) 1/100

A- 26 　　 詳細図(14) 1/50 S- 18 　　補強軸組図(1) 1/100

A- 27 　　 詳細図(15) 1/50 S- 19 　　補強軸組図(2) 1/100

A- 28 　　 詳細図(16) 1/50 S- 20 　　補強軸組図(3) 1/100

A- 29 　　脱水機室平面詳細図(1) 1/50,20 S- 21 　　補強軸組図(4) 1/100

A- 30 　　脱水機室平面詳細図(2) 1/50,20 S- 22 　　補強軸組図(5) 1/100

図  面  目  録



図面番号 図 　 面　  名　  称 縮尺 図面番号 図 　 面　  名　  称 縮尺

S- 23 　　補強詳細図(1) 1/30

S- 24 　　補強詳細図(2) 1/30

S- 25 　　補強詳細図(3) 1/30

S- 26 　　補強詳細図(4) 1/30

S- 27 　　補強詳細図(5) 1/30

S- 28 　　脱水機室床補強伏図 1/50

S- 29 　　脱水機室床補強部材リスト(1) 1/10、1/20

S- 30 　　脱水機室床補強部材リスト(2) 1/20

S- 31 　　構造関係共通図(鉄骨標準図1) －

S- 32 　　構造関係共通図(鉄骨標準図2) －

M-01 　　汚泥処理フローシート（撤去・再設置） －

M-02 　　汚泥棟2F平面図（撤去・再設置） 1/50

M-03 　　汚泥棟2F断面図（撤去・再設置） 1/50

E-01 　　汚泥処理棟2階電気配線図（移設後） 1/60

E-02 　　汚泥処理棟地下1階電気配線図（移設後） 1/60

E-03 　　汚泥処理棟2階電気配線図（撤去） 1/60

E-04 　　汚泥処理棟地下1階電気配線図（撤去） 1/60

E-05 　　ケーブル配線表 －

図  面  目  録
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配置図・案内図



Ⅰ ． 工 事 概 要

章 項 目

１ ． 共 通 仕 様

２ ． 特 記 仕 様

特 記 事 項

１ ． 工 事 場 所

○ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

（ ２ ） 特 記 仕 様 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

・ 適 用 す る

（ 工 事 カ ル テ ）

1-2

の 登 録

処 理 等

（ 用 途 地 域 防 火 地 域 ）

工事名

２ ． 敷 地 面 積

３ ． 工 事 種 別

４ ． 工 事 規 模

５ ． 工 事 内 容

別 途 工 事

１

Ⅱ ． 改 修 工 事 仕 様

[ 1 . 1 . 4 ]

と い の 材 種

清 掃 口

ル ー フ ド レ ン の 種 別

種 別

・ 横 型 ）

施 工 箇 所

部 材 の 種 類

表 面 処 理

製 笠 木

３

［ 3 . 8 . 2 ] [ 表 3 . 8 . 1 ］

［ 3 . 8 . 2 ] [ 表 3 . 8 . 1 ］

［ 3 . 8 . 2 ] [ 表 3 . 8 . 1 ］

3-2

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

）

改修工事 特記仕様書 ７ ． 塗 膜 防 水

９ ． と い

1 0 ． ア ル ミ ニウ ム

耐 酸 被 覆 鋼 板

（ ３ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の ［ ］ 内 表 示 番 号 は 、 改 修 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。
（ ） 内 表 示 番 号 は 、 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

１ ． 適 用 基 準

２ ． 工 事 実 績 情 報

３ ． 発 生 材 の

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共

た だ し 、 改 修 標 仕 に 規 定 さ れ て い る 項 目 以 外 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕

）

）

鉄 筋 工 事

コ ン ク リ ー ト 工 事

鉄 骨 工 事

防 水 工 事

石 工 事

タ イ ル 工 事

木 工 事

屋 根 ・ と い 工 事

金 属 工 事

左 官 工 事

建 具 工 事

（ ・ 鉄 筋 施工 ）

（ ・ と び）

（ ・ 防 水 施 工 ）

（ ・ 石 材 施 工 ）

（ ・ タ イ ル 張 り ）

（ ・ 建 築 大 工 ）

（ ・ 内 装 仕 上 げ 施 工 （ 鋼 製 下 地 ） ）

（ ・ 左 官）

・ 全て

・ 全 て

・ 全 て

・ 全て

・ 全 て

・ 全 て

・ 全て

・ 全 て

・ 全 て

・ 全 て

・ 全 て

・ 全て

技 術 検 定 の 職 種 作 業 の 種 別

（ ・ 左官 ・ 型 枠施工 ）

ブ ロ ッ ク ・ Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 工 事 ・ Ｐ Ｃ カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事

（ ・ 建 築 板 金 ・ ス レ ート 施 工 ）

（ ・ サ ッ シ 施 工 ・ ガ ラス 施 工 ）

[ 1 . 6 . 2 ]

（ ・ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 建 築 ・ A L C ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ 施 工 ・ ｶ ｰ ﾃ ﾝ ｳ ｫ ｰ ﾙ 施 工 ）

６ ． 技 能 士

（ ・ 造 園）

（ ・ 内 装 仕 上 げ 施 工 （ 床 、 天 井 仕 上 げ 等 ） ・ 表 装 ）

（ ・ 塗 装 ・ 樹 脂 接 着 材 注 入 施 工 ）

・ 全て

・ 全て

・ 全て

塗 装 工 事

内 装 工 事

植 栽 工 事

７ ． 施 工 条 件 [ 1 . 3 . 5 ]

下 記 の も の を 監 督 員 に 提 出 す る 。

分 類 規 格 撮 影 箇 所 数 部 数 備 考

着 工 前

工 事 施 工 状 況

完 成 時

※ サ ー ビ ス 版

・ キ ャ ビ ネ 版

監 督 員 の 指 示

に よ る 。

（ 撮 影 計 画 を

提 出 す る ）

部

部

部

※ カ ラ ー ※ サ ー ビ ス 版

・ サ ー ビ ス 版

取 合 い

施 工 範 囲

・ 図 示 し た 貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

・ 図 示 し た 壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

・ 自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・ 駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

施 工 図

設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

施 工 計 画 書

区 分

調 査 範 囲

調 査 方 法

既 存 部 分 の 破 壊 を 行 っ た 場 合 の 補 修 方 法

・ 図 示

施 工 数 量 調 査

・ 図示

・ 図示

[ 1 . 5 . 2 ]

[ 1 . 5 . 2 ]

[ 1 . 5 . 3 ]

1 1 ．施 工 図及 び

請 負 契 約 に 定 め ら れ て い る 書 類

（ 契 約 後 ）

（ 工 事 中 ）

（ 完 成 後 ）

・ 工 事 工 程 表

・ 火 災 保 険 加 入 契 約 書 （ 写 ）

・ 出 来 高 検 査 願

・ 工 事 完 成 届 ・ 工 事 完 成 引 渡 書 （ 引 渡 図 書 目 録 添 付 ）

・ 製 造 所 等 承 諾 願 ・ 工 事 総 合 施 工 計 画 書 ・ 現 場 技 術 員 届

・ 各 種 工 事 施 工 計 画 書 ・ 各 種 工 事 施 工 図 ・ 工 事 作 業 日 報

・ 主 要 資 材 規 格 又 は 品 質 証 明 書 ・ 各 種 試 験 成 績 書 又 は 報 告 書

・ 主 要 資 材 搬 入 検 査 簿 ・ 技 能 士 合 格 証 明 書

・ 完 成 図 （ 修 正 設 計 図 ） ・ 責 任 施 工 保 証 書

・ 官 公 署 許 認 可 及 び 検 査 済 書

（ 契 約 後 ）

（ 工 事 中 ）

（ 完 成 後 ）

・ 現 場 代 理 人 、 主 任 技 術 者 等 届

・ 各 種 届 出 書 等

1 0 ． 提 出 書 類

改 修 標 仕 、 特 記 仕 様 書 等 に 定 め ら れ て い る 書 類

・ 維 持 管 理 取 扱 書 ( 設 備 機 器 説 明 含 む )

施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 提 出 に つ い て

※ カ ラ ー

※ カ ラ ー

工 事 施 工 図 の 描 き 方 （ 平 成 元 年 ） 」 に 準 ず る も の と す る 。

図 等 で 原 図 と し て 提 出 が 出 来 な い も の は 、 原 図 に 代 わ る も の と し て よ い 。

に 限 り 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

1 2 ． 完 成 図 ※ 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

完 成 写 真

1 3 ． 工 事

構 内 既 存 の 施 設

・ 利 用 で き る （ ・ 有 償 ・ 無 償 ） ・ 利 用 で き な い

構 内 既 存 の 施 設

・ 利 用 で きる （ ・ 有 償 ・ 無 償 ）

内 部 足 場 [ 2 . 2 . 1 ]

定 置 す る 足 場 、 桟 橋 の 類 は 、 別 契 約 の 関 係 請 負 者 に 無 償 で 使 用 さ せ る 。 [ 2 . 2 . 1 ]

３ ． 工 事 用 水

４ ． 工 事 用 電 力

５ ． 足 場 等

・ 利 用 で き な い

・ 既 存 建 物 内 の 一 部 を 使 用 す る

・ 構 内 に 新 設 す る

位 置

・ 設 け る

備 品 の 種 類 机 、 椅 子

ゴ ム 長 靴

衣 類 ロ ッ カ ー

雨 が っ ぱ

冷 暖 房 機 器

懐 中 電 灯

組

個

台

足 着

個 台

台

台

個

個

個

個

個

人 用

備 品 の 種 類

備 品 の 種 類

の 備 品 等

掃 除 具

書 棚 黒 板 製 図 板

保 護 帽

掛 時 計

湯 沸 器消 火 器

数 量

数 量

数 量

[ 2 . 4 . 1 ]

１ ． 監 督 員 事 務 所

２ ． 監 督 員 事 務 所

[ 2 . 4 . 1 ]

規 模 （ ） ㎡

・ 設 け な い

最高最低温度計

２

台数 量 台

備 品 の 種 類 テ レ ビ
加 入 電 話 の 付 属 電 話 機

（ Ｆ Ａ Ｘ 付 ） ( メ ー ル 付 )

・ 下 請 調 書

・ 請 負 代 金 内 訳 書

( a ) 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 は 、 各 工 種 に お い て 作 成 し 提 出 す る 。

( b ) 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備

( C ) 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用

( d ) 提 出 部 数 は 、 施 工 図 の 原 図 及 び そ の 陽 画 複 写 図 （ １ 部 ） と す る 。 た だ し 、 製 作

1 4 ． 設 備工 事 と の

[ 1 . 3 . 1 2 ]引 渡 し を 要 す る も の

※ な し

・ あ り （

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

※ な し

・ あ り （

※ 上 記 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て 再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る

も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。

現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の （ ）

※ 現 場 に お け る 分 別 － 保 存 材 は 、 分 別 す る 。

・ 本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で

適 正 に 処 理 す る こ と 。

台 台

コ ピ ー 機
パ ソ コ ン

1 5 ． 施工 調査

[ 1 . 8 . 2 ]

・ 監 理 技 術 者 又 は 主 任 技 術 者

適 正 な 技 術 員 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る こ と 。

建 設 業 法 第 2 6 条 に よ る 有 資 格 者 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る

こ と 。

現 場 に は 下 記 の 現 場 技 術 員 等 を 置 く 。

・ 現 場 技 術 員

；

；

[ 1 . 3 . 2 ]

・ 適 用 す る
技 術 者 [ 1 . 3 . 3 ]

５ ． 電 気 保 安

４ ． 現 場 技 術 員 等

・ 配 管 用 鋼 管

・ 設 け る

・ ろ く 屋 根 用

・ バ ル コ ニ ー 用

・ バ ル コ ニ ー 中 継 用

（ ・ 縦 型

板 厚 ( ㎜ ) ※ 2 . 0

・ 建 築 工 事 標 準 詳 細 図

・ 板 材 折 り 曲 げ 形 （ 本 体 幅 ( ㎜ )

建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 平 成 ３ １ 年 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 平 成 ３ １ 年 版 ） 」 （ 以 下 「 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 （ 平 成 ２ ８ 年 版 ）

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修

・ 建 築 工 事 に お け る 建 設 副 産 物 管 理 マ ニ ュ ア ル ・ 同 解 説

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修・ 建 築 改 修 工 事 監 理 指 針

（ 平 成 １ ８ 年 版 ）

（ 令 和 元 年 版 ）

建 設 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修

・ 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 平 成 ３ １ 年 版 ）

８ ． 建 築 材 料 等 ( a ) 原 則 と し て 、 全 て の 材 料 に つ い て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

( b ) 環 境 へ の 配 慮

※ 改 修 標 仕 1 . 4 . 1 に よ る

工 法

９ ． 特 別 な 材 料 の 改 修 標 仕 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 は 、 材 料 製 造 所 の 指 定 す る 工 法 と す る 。

[ 1 . 4 . 1 ]

[ 1 . 4 . 2 ]

施 工 順 序 に 制 約 が あ る 場 合

そ の 他 の 施 工 条 件

・

・

[ 1 . 3 . 5 ]

※ 脚 立 、 足 場 板 等

外 部 足 場 [ 2 . 2 . 1 ]

防 護 ・ 防 音 シ ー ト に よ る 養 生 ・ 行 う

材 料 、 撤 去 材 等 の 運 搬 方 法

・ Ａ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ 種 ・ Ｅ種・ Ｂ 種

[ 2 . 2 . 1 ]

[ 2 . 2 . 1 ] [ 表 2 . 2 . 1 ]

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ
[ 2 . 2 . 1 ]

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

[ 2 . 3 . 1 ]

養 生

６ ． 既 存 部 分 の

・ 既存部分

・ 既存家具等

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等 ・ ）
養生の方法（・ ビニルシート等 ・ ）

養生の方法（※ ビニルシート等 ・ ）

保管場所 （・ 図示 ・ ）

養生の方法等

・ 備品、机、ロッカー等の移動 （・ 図示 ・ ）

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

［2.3.2］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所 ・ 図示 ・

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別

・ せっこうボード（9.5㎜）

防炎シート

下地

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種 単管

・ 合板（9㎜）

・ 無し

［表2.3.1］

グラスウール 厚さ ㎜

－

－ －

・ 木

・ 軽量鉄骨

仕上材 （厚さ ㎜） 塗装 充填

・ 片面

材質

・

※ 木製

・

・

・

・無し

・片面

塗装

※合板張り程度

仕上げ

シ ー リ ン グ 改 修 工 法 の 種 類 [ 3 . 1 . 4 ] [ 表 3 . 1 . 2 ]８ ． シ ー リ ン グ

・ シ ー リ ン グ 充 填 工 法

・ シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・ 拡 幅 シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・ ブ リ ッ ジ 工 法

接 着 性 試 験 ※ 簡 易 接 着 性 試 験 ・ 引 張 接 着 性 試 験 ( 部 位 [ 3 . 7 . 8 ])

工 法 の 種 類 防 水 層 の 種 別 施 工 箇 所 備 考

脱 気 装 置 ・ 設 け る ・ 設 け な い

・ Ｐ Ｙ 1

・ Ｐ Ｙ 2

・ Ｌ ４ Ｘ

・ ＰＯ Ｘ ※ Ｘ － １

※ Ｘ － ２

・ Ｘ － ２

・ Ｘ － １

※ Ｙ － ２

改 修 用 ド レ イ ン

脱 気 装 置

・ 設 け る ・ 設 け な い

・ 設 け る ・ 設 け な い

保 護 層 ・ 設 け る ・ 設 け な い

［ 3 . 6 . 3 ] [ 表 3 . 6 . 1 ] [ 表 3 . 6 . 2 ］

仕 上 げ の 塗 料 ・ カ ラ ー ・ シ ル バ ー

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 、 施 工 箇 所

種 類 （ 記 号 ） 施 工 箇 所

シ ー リ ン グ 材 の 目 地 寸 法

[ 3 . 1 . 4 ] [ 4 . 2 . 2 ] [ 表 3 . 7 . 1 ]

[ 3 . 7 . 3 ]

※ 被 着 体 に応 じ た も の と し、 改 修 標 仕 表 3 . 7 . 1 を 標準 と す る

・ 下 記 に よ る

※ 改 修 標 準 仕 様 書 3 . 7 . 3 ( a ) ( 1 ） ～ ( 3 ) に よ る 。

エ ッ ジ ン グ 材 張 り

ボ ン ド ブ レ ー カ ー 張 り ・ 適 用 す る

・ 適 用 す る

[ 3 . 7 . 7 ]

・ 硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 ・

鋼 管 製 と い の 防 露

縦 ど い 受 け 金 物 の 取 付 け

ル ー フ ド レ ン の 取 付 け

※ 水 は け よ く 、 床 面 よ り 下 げ 、 周 囲 の 隙 間 に モ ル タ ル 充 填

（ モ ル タ ル の 調 合 は 、 容 積 比 で セ メ ン ト １ ： 砂 ３ ）

[ 3 . 8 . 3 ]

[ 3 . 8 . 3 ]

）

・ 足 鉄 を 割 り つ め 折 り と し 、 深 さ 6 0 ㎜ 程 度 埋 め 込 み

・ 溶 接 又 は 小 ボ ル ト ど め

※ 行う （ 施 工 箇 所 ※ 改 修 標 仕 表 3 . 8 . 4 よ る

製 造 所 ：

既 存 と い そ の 他 の 撤 去 及 び 降 雨 等 に 対 す る 養 生 方 法

※ 図 示 ・

[ 3 . 8 . 3 ]

［ 3 . 8 . 3 ] [ 表 3 . 8 . 5 ］

・ 押 出 し 2 5 0 形

・ 押 出 し 3 0 0 形

・ 押 出 し 3 5 0 形

・ オ ー プ ン 形 式

［ 3 . 9 . 2 ] [ 表 3 . 9 . 1 ］

［ 3 . 9 . 2 ]

着 色 （ ・ ア ン バ ー ・ ブ ロ ン ズ ・ ブ ラ ッ ク 系 ・ ス テ ン カ ラ ー ）

種 別 （ ） 種 被 膜 等 の 種 類 （ ※ 標 準 仕 様 書 表 1 4 . 2 . 1 に よ る ・ ）

既 存 笠 木 等 の 撤 去 ・ 行 う （ 範 囲 ・ 図 示 ・ ）

・ 行 わ な い

［ 3 . 9 . 3 ]

下 地 補 修 の 工 法 ※ 図 示 ・

［ 3 . 9 . 3 ]

［ 3 . 9 . 3 ]

※ 図 示 ・

1 1 ． 防水 施工

保 証 書

・ 提 出 し な い

※適 用 する （ 建築 基 準法 に 基 づき 定 まる 風 圧力 の （・ 1 . 0 1 . 1 5 ・ 1 . 3 ） 倍の

風 圧 力 及 び 積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法 ）

・ 適 用 し な い

・ 提 出 す る

笠 木 の 取 付 方 法 （ 板 材 折 り 曲 げ 形 の 場 合 ）

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 及 び 積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法

シ ー ト 防 水

ル ー フ ィ ン グ

６ ． 合 成 高 分 子 系

防 水 改 修 工 法 防 水 層 の 種 別

・ Ｐ ０ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｐ ０ Ｓ 工 法

・ Ｓ ４ Ｓ 工 法

・ Ｓ ４ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｓ ３ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｓ ３ Ｓ 工 法

・ Ｍ ４ Ｓ 工 法

・ Ｍ ４ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｓ - Ｍ ３

・Ｓ - Ｍ ２ ・ Ｓ Ｉ -Ｍ ２

・Ｓ - Ｍ １ ・ Ｓ Ｉ - Ｍ １

・Ｓ - Ｆ ２ ・ Ｓ Ｉ -Ｆ ２

・ Ｓ - Ｆ １ ・ Ｓ Ｉ - Ｆ １

・ Ｓ - Ｆ １ ・Ｓ Ｉ - Ｆ１

・ Ｓ - Ｆ ２ ・Ｓ Ｉ - Ｆ２

・ Ｓ - Ｍ １ ・ Ｓ Ｉ - Ｍ １

・ Ｓ - Ｍ２ ・ ＳＩ - Ｍ ２

・ Ｓ - Ｍ ３

[ 3 . 5 . 3 ] [ 表 3 . 5 . 1 ] [ 表 3 . 5 . 2 ]

仕 上 げ 塗 装 ・ カ ラ ー ・ シ ル バ ー

・ 設 け る ・設 け な い

脱 気 装 置

改 修 用ド レ イ ン

・ 設 ける ・ 設 け な い

備 考施 工 箇 所

絶 縁 用 シ ー ト の 材 質 ※ 発 泡 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト ・ [ 3 . 5 . 2 ]

改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 種 類 、 厚 さ

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 3 . 4 . 1 か ら 表 3 . 4 . 3 に よ る 。 ・

押 え 金 物

※ 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト 製 造 所 の 仕 様 に よ る 。

１ ． 施 工 数 量 調 査 [ 1 . 5 . 2 ～ 3 ]

既存部分の破壊を行った場合の補修方法 ・ 図示 ・

調査範囲 ・ 図示 ・

調査報告書 提出部数：2部

[ 3 . 2 . 5 ]・ 設 け る （ Ｐ ０ Ａ Ｓ 、 Ｐ ０ Ａ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｄ 、 Ｐ ０ Ｄ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｓ 、
Ｐ Ｏ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｘ 工 法 の 場 合 ）

２ ． 二 重 ド レ ン

３ . 既 存 防 水 の 処 理 既存保護層の撤去 ・ 行う（範囲 ・ 図示 ・ ） [ 3 . 2 . 3 ]

既 存 防 水 層 の 下 地 補 修

・ 行わない
・ 行う （・ Ｍ４ＡＳ ・ Ｍ４ＡＳＩ ・ Ｍ４Ｃ ・ Ｍ４ＤＩ ・ Ｌ４Ｘ）

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 [ 3 . 2 . 6 ]

・ 行わない

・ 行う（範囲 ・ 図示 ・ ）既存防水層の撤去 [ 3 . 2 . 4 ]

・ 行わない

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等 ・ 図示 ・

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

※ 改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による ・

上り部等の補修及び処置

防 水 改 修 工 法 の 種 類

屋 根

保 護

防 水

・ Ｔ １ Ｂ Ｉ 工 法

屋 根

露 出

防 水

屋 内

防 水

施 工 箇 所 新 規 防 水 層 の 種 類

※ Ｂ ― ２

※ Ｂ Ｉ ― ２

※ Ａ Ｉ ― ２

※ Ａ ― ２

※ Ｃ ― ２

※ Ｄ ― ２

※ Ｅ ― ２

４ ． ア ス フ ァ ル ト

防 水

[ 表 3 . 1 . 1 ] [ 3 . 3 . 3 ] [ 表 3 . 3 . 3 ～ 表 3 . 3 . 1 0 ]

屋 根

露 出
防 水

断 熱

・ Ｐ １ Ｂ 工 法

・ Ｐ １ Ｂ Ｉ 工 法

・ Ｐ ２ Ａ Ｉ 工 法

・ Ｐ ２ Ａ 工 法

・ Ｍ ４ Ｃ 工 法

・ Ｍ ３ Ｄ 工 法

・ Ｂ ― １

・ Ｂ Ｉ ― １

・ Ａ Ｉ ― １

・ Ａ ― １

・ Ｃ ― １

・ Ｄ ― １・ Ｐ ０ Ｄ 工 法

・ Ｐ Ｏ Ｄ Ｉ 工 法

・ Ｍ ３ Ｄ Ｉ 工 法

・ Ｍ ４ Ｄ Ｉ 工 法

・ Ｄ Ｉ ― １ ※ Ｄ Ｉ ― ２

・ Ｅ ― １・ Ｐ １ Ｅ 工 法 ・ Ｐ ２ Ｅ 工 法

絶 縁 用 シ ー ト に 使 用 す る 材 料

保 護 コ ン ク リ ー ト

粗 骨 材 の 最 大 寸 法 （ ㎜ ） ※ ２ ５

ス ラ ン プ （ ㎝ ）

※ ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム 厚 さ 0 . 1 5 ㎜ 以 上 ( 屋 根 保 護 防 水 工 法 の 場 合 )

[ 3 . 3 . 2 ]

[ 3 . 3 . 2 ]

※ １ ８

※ １ ５ 又 は １ ８

設 計 基 準 強 度 （ Ｎ ／ ㎜ 2 ）

フ ラ ッ ト ヤ ー ン ク ロ ス ( 7 0 ｇ ／ ㎡ 程 度 ) ( 屋 根 保 護 防 水 断 熱 工 法 の 場 合 )

厚 さ （ ㎜ ）

ア ル フ ァ ル ト の 種 類

押 さ え 金 物 の 材 質 、 形 状 寸 法

断 熱 材 （ 屋 根 保 護 防 水 断 熱 工 法 ）

材 質

[ 3 . 3 . 2 ]

[ 3 . 3 . 2 ]

※ ３ 種 ・ ４ 種

※ ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 3 0 × 1 5 × 2 . 0 m m 程 度

改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ

※ Ｒ 種

[ 3 . 3 . 2 ]

[ 3 . 2 . 2 ] [ 3 . 3 . 2 ]

※ 改 修 標 仕 3 . 3 . 2 に よ る 。 ・

立 上 が り 部 の 保 護 の 方 法

)

製 造 所 ：

こ て 仕 上 げ 床 面 仕 上 が り の 平 た ん さ [ 3 . 3 . 5 ]

[ 3 . 3 . 2 ] [ 3 . 3 . 3 ] [ 3 . 3 . 5 ] [ 表 3 . 3 . 3 ～ 表 3 . 3 . 1 0 ]

・ モ ル タ ル 押 さ え ( 屋 内 等 )

・ コ ン ク リ ー ト 押 さ え

・ 乾 式 保 護 材

※ 標 準 値 ３ ｍ に つ き ７ ㎜ 以 下

・ れ ん が 押 さ え ( れ ん が の 種 類 ※ J I S Ｒ 1 2 5 0

屋 根 保 護 防 水 工 法 の 防 水 層 立 上 が り 部 の 端 部 の 処 理 方 法

Ｐ １ Ｅ 工 法 、 Ｐ ２ Ｅ 工 法 の 保 護 層 [ 3 . 3 . 3 ]

[ 3 . 3 . 4 ]

・ 設 け る

・ 押 さ え 金 物 で 押 さ え る

・ 改 修 標 仕 3 . 3 . 4 ( d ) ( 3 ) ( ⅱ ) に よ る

［ 表 3 . 1 . 1 ] [ 3 . 4 . 3 ] [ 表 3 . 4 . 1 ] [ 表 3 . 4 . 2 ]

・ Ｍ ４ Ａ Ｓ

工 法 の 種 類 防 水 層 の 種 別

・ A S - T 1

・ A S - T 2

・ A S - J 3

・ Ｍ ３ Ａ Ｓ

・ Ｐ Ｏ Ａ Ｓ

・ A S - T 3

・ A S - T 4

・ A S - J 2

・ A S - J 4

施 工 箇 所 備 考

・ A S I - T 1

改 修 用 ド レ イ ン

脱 気 装 置

・ 設 け る ・ 設 け な い

・ 設 け る ・ 設 け な い

・ A S I - J 1

脱 気 装 置

改 修用 ド レ イ ン

防 湿 層

・ 設 け る ・設 け な い

・ 設 け る ・ 設 け な い

・ 設 け る ・ 設 け な い

・ Ｍ Ｓ Ａ Ｓ 1

・ Ｍ ４ Ａ Ｓ 1

・ Ｐ Ｏ Ａ Ｓ 1

５ ． 改 質 ア ス フ ァ

ル ト シ ー ト

防 水

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

ー

審
査

設
計

製
図

A-02

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修特記仕様書(1)

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

岩手県釜石市大平町4-2-20

19,998.05 ㎡

改修

汚泥処理棟 RC造 B1+2F(PH) 建築面積：572.41 ㎡ 延べ面積：1,740.33 ㎡

建築工事（耐震補強・改修）一式

廃石綿（大平板、サッシ廻りコーキング）、コールタール（槽内タールエポキシ）

指定部分工期：脱水機室床補強改修工事(No.3,4側) 令和2年 10月 末日

施設機能を維持しながらの施工

工業専用地域 法第22条地域

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

仮
設
工
事

防
水
改
修
工
事

防
水
改
修
工
事

令和 年 月

・



化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

芯材：

化粧薄板の厚さ(mm)

２ ． 見 本 の 製 作 等

５ 壁 開 口 の 開 け 方

建 具 周 囲 の 補 修 方 法

補 修 範 囲

建 具 見 本 の 製 作

特 殊 な 建 具 の 仮 組

外 部 に 面 す る ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具 の 性 能 等 級

性 能 等 級

耐 風 圧 性

気 密 性

水 密 性

枠 の 見 込 み 寸 法 ( ㎜ )

表 面 処 理

施 工 箇 所

外 部 に 面 す る 建 具

屋 内 の 建 具

種 別 着 色

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

5-2
６

新 規 仕 上 げ 塗 材

種 類 、 仕 上 げ の 形 状 、 工 法4-5
外 壁 等

３ ． ア ル ミ ニ ウ ム

製 建 具

開 閉 装 置

・ か ぶ せ 工 法 ・ 撤 去 工 法

・ 新 規 に 金 属 製 建 具 を 設 置 す る

※ 図 示

・ 行 う

・ 行 う

※ Ａ 種 ・ Ｂ 種 ・ Ｃ種

※ Ｓ － ４

※ ７ ０ ・ １ ０ ０

※ Ｓ － ５ ※ Ｓ － ６

※ Ａ － ４

※ Ｗ － ５

※ １ ０ ０

１ ． 改 修 範 囲

（

（

）

）

９ ． 自 動 ド ア[ 5 . 1 . 3 ]

[ 5 . 1 . 3 ]

[ 5 . 1 . 5 ]

[ 5 . 1 . 5 ]

[ 5 . 2 . 2 ] [ 5 . 2 . 4 ] [ 表 5 . 2 . 1 ]

[ 5 . 2 . 4 ] [ 表 5 . 2 . 2 ]

[ 5 . 2 . 2 ]

[ 6 . 1 . 3 ]４ ． 塗 り 仕 上 げ

種 類 呼 び 名 仕 上 げ の 形 状 工 法

上 塗 材

・ 適 用 す る

こ て 塗 り

・ ひ き 起 し

・ 凹 凸 状

・ 平 た ん 状

・ 凸 部 処 理

・ 吹 放 し

こ て 塗 り

・ か き 落 し
・ ひ き 起 し
・ 凹 凸 状
・ 平 た ん 状

・ 外 装 厚 塗 材 Ｓ i

・ 外 装 厚 塗 材 Ｅ

・ 厚 付 け 仕 上 塗 材

・ 薄 付 け 仕 上 塗 材

・ 外 装 薄 塗 材 Ｓ i

・ 可 と う 形 外 装

・ 可 と う 形 外 装

薄 塗 材 Ｅ

薄 塗 材 Ｓ i

薄 塗 材 Ｅ

・ 外 装 薄 塗 材 Ｓ

・ 外 装 厚 塗 材 Ｃ

・ 防 水 形 外 装

防 火 材 料 の 指 定

既 存 塗 膜 劣 化 部 の 除 去 、 下 地 処 理 の 工 法

工 法 処 理 範 囲 下 地 の ひ び 割 れ 部 等 の 補 修

下 地 調 整

既 存 仕 上 面 全 体

※ サ ン ダ ー 工 法

・ 高 圧 水 洗 工 法

・ 塗 膜 は く 離 剤 工 法

・ 水 洗 い 工 法

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 下 地 調 整 塗 材 を 使 用

・ ホ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル を 使 用

・ 防 水 形 仕 上 げ 塗 材 主 材 を 使 用

（ ）

・ 図 示

・ 図示

・ 図 示

[ 4 . 6 . 3 ]

[ 4 . 6 . 3 ]

・ 屋 内 の 壁 、 天 井 の 仕 上 げ 材 は 、 建 築 基 準 法 に 基 づ き 指 定 又 は 認 定 を 受 け た も の

と す る 。

・ 次 の 箇 所 を 除 き 、 建 築 基 準 法 に 基 づ き 指 定 又 は 認 定 を 受 け た も の と す る 。

・ 外 装 薄 塗 材 Ｅ

マ ス チ ッ ク 塗 材

種 別 ・ Ａ 種

( 注 ) 厚 付 け 仕 上 塗 材 の 外 装 厚 塗 材 Ｃ は 、 セ メ ン ト ス タ ッ コ 塗 材 の 場 合 と す る 。

吹 付 け

吹 付 け

こ て 塗 り

吹 付 け

こ て 塗 り

こ て 塗 り

吹 付 け

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

塗 り

塗 り

塗 り

塗 り

塗 り
ロ ー ラ ー

吹 付 け

ロ ー ラ ー

吹 付 け

ロ ー ラ ー

吹 付 け

吹 付 け

吹 付 け

ロ ー ラ ー

・ ゆ ず 肌 状

・ さ ざ 波 状

・ ゆ ず 肌 状

・ 砂 壁 状

・ ゆ ず 肌 状

・ 砂 壁状

・ ゆ ず 肌 状

・ さ ざ 波 状

・ 砂 壁状

・ 平 た ん 状
・ 凹 凸状

・ ゆ ず 肌 状

・ さ ざ 波 状

・ 着 色 骨 材

・ 砂 壁 状
・ ゆ ず 肌 状

・ 平 た ん 状
・ 凹 凸状

・ ゆ ず 肌 状

・ さ ざ 波 状

・ ゆ ず 肌 状
・ さ ざ 波 状

・ 凹 凸状

・ 砂 壁 状

・ 吹 放 し

・ 凸 部 処 理

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 上 記 処 理 範 囲 以 外 の

１ ． 改 修 工 法

増 付 材

・ 適 用 す る

吹 付 け

・ ゆ ず 肌 状

・ 凸 部 処 理
・ 凹 凸 模 様

・ ゆ ず 肌 状

・ 凹 凸 模 様

・ 凸 部 処 理

・ 複 層 塗 材 Ｒ Ｓ

・ ゆ ず 肌 状

・ 凸 部 処 理

・ 凹 凸 模 様

・ ゆ ず 肌 状

・ 可 と う 形 改 修

塗 材 Ｅ

・ 可 と う 形 改 修

・ 可 と う 形 改 修

塗 材 Ｒ Ｅ

塗 材 Ｃ Ｅ

・ 平 た ん 状

仕 上 塗 材

・ 可 と う 形 改 修 用

吹 付 け

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

吹 付 け

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

吹 付 け

・ 防 水 形 複 層 塗 材 R E

・ 防 水 形 複 層 塗 材 C E
・ 防 水 形 複 層 塗 材 E
・ 防 水 形 複 層 塗 材 R S

・ さ ざ 波

・ ゆ ず 肌 状

・ 複 層 塗 材 Ｅ

・ 複 層 塗 材 Ｒ Ｅ

・ 複 層 塗 材 Ｓ ｉ

・ 可 と う 系 複 層 塗

材 Ｃ Ｅ

・ 複 層 塗 材 Ｃ Ｅ ・ 凸 部 処 理
吹 付 け

・ 凹 凸 模 様

耐 候 性

※ 耐 候 形 ３ 種

上 塗 材 種 類

※ 水 系 ア ク
リ ル の
つ や あ り

・ 複 層 仕 上 塗 材

備 考

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 2 . 2 ] [ 表 4 . 2 . 4 ]

・ Ｂ 種

仕 上 材 塗 り ※ つ や 有 合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン ペ イ ン ト

・

・ ゆ ず 肌 状

防 火 材 料

・

防 火 材 料

・

防 火 材 料

・

防 火 材 料

・

砂壁 状

[ 4 . 6 . 6 ] [ 表 4 . 6 . 7 ］

[ 4 . 2 . 2 ]

・ 図 示

・ ひ び 割 れ 部 改 修 工 法

・ 浮 き 部 改 修 工 法

・ 欠 損 部 改 修 工 法

（ 建 具 番 号 ： ）

（ 建 具 番 号 ： ）

※ Ａ －３

※ Ｗ － ４

・ Ｂ － １ 種

・ Ｃ － １ 種

・ Ｃ － ２ 種

・ Ｂ － ２ 種

・ ア ン バ ー ・ ブ ロ ン ズ ・ ブ ラ ッ ク 系

・ ス テ ン カ ラ ー

・ ア ン バ ー ・ ブ ロ ン ズ ・ ブ ラ ッ ク 系

・ ス テ ン カ ラ ー

・ 適 用 す る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・ 適 用 す る断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ [ 5 . 2 . 2 ]断 熱 性 に よ る 等 級 （ ）

遮 音 性 の 等 級 （ ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

耐 震 ド ア セ ッ ト [ 5 . 2 . 2 ]・ 適 用 す る 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

網 戸 等
[ 5 . 2 . 3 ]

種類

・ 防虫網 ※ 合成樹脂製

線径 網目

※ 0.25㎜ 以上

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス（SUS316）製
・

※ 16～18 メッシュ

・

材種

・ 防鳥網 1.5㎜ 網目寸法 15㎜ステンレス（SUS304）線材

６ ． 鋼 製 軽 量 建 具

外部に面する建具

防音ドアセット・防音サッシ

断熱ドアセット・断熱サッシ Ｇ

・ A種（建具符号：・ 建具表による ・ ）

・ B種（建具符号：・ 建具表による ・ ）

・ C種（建具符号：・ 建具表による ・ ）

・ 適用する 遮音性の等級（・ Ｔ－１ ・ Ｔ－２）

（建具符号：・ 建具表による ・ ）

・ 適用しない

・ 適用する 断熱性の等級（・ Ｈ－４ ・ Ｈ－５ ・ ）

（建具符号：・ 建具表による ・ ）
・ 適用しない

枠の見込み寸法 ・ 建具表による ・

表面色 ※ 標準色 ・ 特注色

水切り板、ぜん板 ※ 図示 ・

ガラス ※ 複層ガラス ・

[ 5 . 3 . 2 ] [ 表 5 . 3 . 1 ～ 3 ]性能等級４ ． 樹 脂 製 建 具

[ 5 . 3 . 4 ]

[ 5 . 3 . 5 ]

[ 5 . 3 . 4 ]

性 能 等 級 [ 5 . 4 . 2 ] [ 表 5 . 4 . 1 ]

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト

・ 適用 す る 水 密 性の 等 級（ ・ W - 1 ）

・ 適 用 する 気 密性 の 等級 （ ・ A - 3 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ ・ 適 用 す る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・ 適 用 す る断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ 断 熱 性 に よ る 等 級 （ ）

遮 音 性 の 等 級 （ ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・ 適 用 す る 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

５ ． 鋼 製 建 具

※ Z 1 2 又 は F 1 2

・ J I S G 3 3 1 7 （ 溶 融 亜 鉛 - 5 ％ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 め っ き 鋼 板 ） ※ Y 0 8

・ J I S G 3 3 0 2 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ） [ 5 . 4 . 3 ]

性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト ・ 適 用 する 気密 性 の等 級 （ ・ A - 3 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ ・ 適 用 す る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・ 適 用 す る断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ

遮 音 性 の 等 級 （ ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・ 適 用 す る 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

耐 震 ド ア セ ッ ト

耐 震 ド ア セ ッ ト

亜 鉛 め っ き 付 着 量

[ 5 . 5 . 2 ]

[ 5 . 5 . 3 ]

[ 5 . 5 . 3 ]鋼 板 ※ 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 ・ カ ラ ー 鋼 板

召 合 せ 、 縦 小 口 包 み 板 の 材 質

※ 鋼 板 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材

７ ． ス テ ン レ ス [ 5 . 6 . 3 ]

[ 5 . 6 . 4 ]

[ 5 . 6 . 5 ]

・

８ ． 建 具 用 金 物

曲 げ 加 工

表 面 仕 上 げ

※ Ｈ Ｌ 仕 上 げ

※ 普 通 曲 げ ・ 角 出 し 曲 げ

※ S U S 3 0 4 ・ S U S 4 3 0 J 1 L ・ S U S 4 3 0 ( 屋 内 の み ）

製 建 具

鋼 板

※ 改 修 標 仕 表 5 . 7 . 1 に よ る金 物 の 種 類 、 見 え 掛 り 部 の 材 質

樹 脂 製 建 具 に 使 用 す る 丁 番 ※ 改 修 標 仕 表 5 . 7 . 3 に よ る [ 5 . 7 . 2 ] [ 表 5 . 7 . 3 ]

[ 5 . 7 . 2 ] [ 表 5 . 7 . 1 ]

握 り 玉 、 レ バ ー ハ ン ド ル 、 押 板 類 、 ク レ セ ン ト 等 の 取 付 け 位 置 ※ 図示 [ 5 . 7 . 3 ]

マ ス タ ー キ ー の 製 作 ・ 製 作 す る ・ 製 作 し な い

そ の 他 の 鍵 ※ 各 室 3 本 1 組 ・

[ 5 . 7 . 4 ]

ス ラ イ デ ィ ン グ ド ア 用 及 び ス イ ン グ ド ア 用 自 動 ド ア 開 閉 装 置 の 性 能 値

ス ラ イ デ ィ ン グ ド ア 用

ス イ ン グ ド ア 用

※ 改 修 標 仕 表 5 . 8 . 1 に よ る

※ 改 修 標 仕 表 5 . 8 . 2 に よ る

セ ン サ ー の 種 類

[ 5 . 8 . 2 ]

・ マットスイッチ ・光線（反射)スイッチ ・ 熱線スイッチ [ 5 . 8 . 3 ]

・ 音波スイッチ ・ 光電スイッチ ・ 電波スイッチ

・ タッチスイッチ ・押しボタンスイッチ ・ ペダルスイッチ

・多機能トイレスイッチ

寒 冷 地 に お け る 凍 結 防 止 措 置 ・ 行 う
[ 5 . 8 . 3 ]

自 閉 式 上 吊 り 引 戸 装 置 の 性 能 値

引 戸 装 置

1 0 ． 自閉 式 上 吊 り [ 5 . 9 . 3 ]

※ 改 修 標 仕 表 5 . 9 . 1 に よ る

1 1 ． 重 量 シ ャ ッ タ ー シ ャ ッ タ ー の 種 類 ・ 一 般 重 量 シ ャ ッ タ ー ・ 外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・ 防 煙 シ ャ ッ タ ー ・ 屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

[ 5 . 1 0 . 2 ]

耐 風 圧 強 度 一 般 重 量 シ ャ ッ タ ー （ ） N / ㎡

開 閉 機 能 に よ る 種 類 ※ 上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ） ・ 上 部 手 動 式

外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー （ ） N / ㎡

[ 5 . 1 0 . 2 ]

一 般 重 量 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス ・ 設 け る ・ 設 け な い

[ 5 . 1 0 . 2 ]

1 2 ． 軽 量 シ ャ ッ タ ー

[ 5 . 1 0 . 2 ]

開 閉 形 式 ※ 手 動 式 ・ 上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ） [ 5 . 1 1 . 2 ]

スラットの形状 ・ インターロッキング形 ・ オーバーラッピング形 [ 5 . 1 1 . 4 ]

・ ス タ ン ダ ー ド 形

ガ イ ド レ ー ル の 材 質
ド ア セ ク シ ョ ン 材 料

に よ る 区 分 に よ る 区 分 に よ る 区 分
開 閉 方 式 収 納 形 式

※ ス チ ー ル タ イ プ

・ ア ル ミ ニ ウ ム タ イ プ

・ フ ァ イ バ ー グ ラ ス タ イ プ

・ ロ ー ヘ ッ ド 形

・ ハ イ リ フ ト 形

・ バ ー チ カ ル 形

・ ス テ ン レ ス 鋼 板

1 3 ． オ ー バ ー ヘ ッ ド

※ バ ラ ン ス 式

・ チ ェ ー ン 式

・ 電 動 式

※ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板

耐 風 圧 区 分 （ ・ 1 2 5 ・ 1 0 0 ・ 7 5 ・ 5 0 ）P a [ 5 . 1 2 . 2 ]

[ 5 . 1 2 . 2 ] [ 5 . 1 2 . 3 ]

めっきの付着量（※ AZ90 ・ ）

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

めっきの付着量（※ Z06又はF06 ・ ）

・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)スラットの材質

耐 風 圧 強 度 （ ） N / ㎡

[ 5 . 1 1 . 3 ]

［ 5 . 1 1 . 2 ］

1 4 ．ガ ラ ス

・ フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス ※ 厚 さ 、 種 類 は 図 示 に よ る [ 5 . 1 3 . 2 ]

・ 網 入 板 ガ ラ ス 及 び 線 入 板 ガ ラ ス

品 種

[ 5 . 1 3 . 2 ]

・ ひ し 網 入 型 板 ガ ラ ス

・ 角 網 入 型 板 ガ ラ ス

・ ひ し 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス

・ 角 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス

・ 線 入 型 板 ガ ラ ス

・ 線 入 磨 き 板 ガ ラ ス

厚 さ ※ 図 示 に よ る

・ 型 板 ガ ラ ス ※ 品 種 、 厚 さ 、 種 類 は 図 示 に よ る

・ フ ロ ー ト 合 わ せ ガ ラ ス

・ 網 入 磨 き 合 わ せ ガ ラ ス

・ 熱 線 吸 収 、 フ ロ ー ト 板 合 わ せ ガ ラ ス

・ Ⅱ - 1 類

・ Ⅰ 類

・ Ⅱ - 2 類 ・ Ⅲ 類

性 能構 成 種 類品 種

・ フ ロ ー ト 板 合 わ せ ガ ラ ス

・ 網 入 磨 き 、 フ ロ ー ト 板 合 わ せ ガ ラ ス
・ 網 入 磨 き 、 熱 線 吸 収 板 合 わ せ ガ ラ ス

・ 合 わ せ ガ ラ ス [ 5 . 1 3 . 2 ]※ 厚 さ は 図 示 に よ る

種 類材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 性 能

・ フ ロ ー ト ガ ラ ス ・ フ ロ ー ト 強 化 ガ ラ ス

・ 熱 線 吸 収 強 化 ガ ラ ス

・ 型 板 強 化 ガ ラ ス

※ 厚 さ は 図 示 に よ る・ 強 化 ガ ラ ス [ 5 . 1 3 . 2 ]

・ Ⅰ 類

・ Ⅲ 類

・ 型 板 ガ ラ ス

・ 熱 線 吸 収 板 ガ ラ ス [ 5 . 1 3 . 2 ]

・ 熱 線 吸 収 フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス ・ ブ ル ー ・ グ レ ー ・ ブ ロ ン ズ

色 調性 能材 料 板 ガ ラ ス の 種 類

・ 1 種

・ 2 種・ 熱 線 吸 収 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス

・ 日 射 熱 遮 へ い 複 層 ガ ラ ス

・ 複 層 ガ ラ ス

・ 断 熱 複 層 ガ ラ ス

[ 5 . 1 3 . 2 ]※ 厚 さ は 図 示 に よ る

品 種 断 熱 性 日 射 熱 遮 へ い 性

・ 1 種

・ 2 種

・ 3 種

・ 4 種

・ 5 種

U 1

U 2

・ U - 3 - 1 ・ U - 3 - 2

E - 4

E - 5

・ 熱 線 反 射 板 ガ ラ ス

・ 熱 線 反 射 ガ ラ ス

・ 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス

色 調

・ ブ ル ー

・ グレ ー

・ シ ル バ ー

・ ブ ロ ン ズ

日 射 熱
遮 へ い 性

耐 久 性

・ 1 種

・ 3 種

・ 2 種

A 種

・ A 種 ・ B 種

B 種

品 種

※ 厚 さ は 図 示 に よ る

反 射 皮 膜 面

・ 外面

・ 内 面

映 像 調 整 ・ 行う ・ 行 わ な い

色 調

・ 倍 強 度 ガ ラ ス

[ 5 . 1 3 . 2 ] [ 5 . 1 3 . 4 ]

[ 5 . 1 3 . 2 ]

・ ブ ロ ン ズ

材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 の 名 称

・ フ ロ ー ト 倍 強 度 ガ ラ ス

・ 熱 線 吸 収 倍 強 度 ガ ラ ス ・ グ レ ー ・ ブ ル ー

建 具 の 種 類

1 5 ． ガ ラス 留 め 材

・ シ ー リ ン グ 材

ア ル ミ ニ ウ ム 製

・

・ シ ー リ ン グ 材

・ ガ ス ケ ッ ト

・ グ レ イ ジ ン グ チ ャ ン ネ ル 形

・

ス テ ン レ ス 製 ・ シ ー リ ン グ 材

・

ガ ラ ス 留 め 材 ガ ラ ス 溝 の 大 き さ

・ 改 修 標 仕 表 5 . 1 3 . 1 に よ る

・ 改 修 標 仕 表 5 . 1 3 . 1 に よ る

・ 図 示

・ 図 示

・ 改 修 標 仕 表 5 . 1 3 . 1 に よ る

・ 図 示

鋼 製 及 び
鋼 製 軽 量

[ 5 . 1 3 . 2 ]

1 6 . ガ ラ ス ブ ロ ッ ク ・ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク の 形 状 、 寸 法 、 厚 さ 、 色 調 ※ 図 示 に よ る

目 地 幅 （ ｍ ｍ ） 平 積 み ※ 8 ～ 1 5 ・ 1 5 ～ 2 5 ・

曲 面 積 み ・外 側 ※ 1 5 以 下

内 側 ※ 6 以 下 ・

※ 6 ｍ以 下ごと に 1 0 ～ 2 0 ・図示伸 縮 調 整 目 地 （ ｍ ｍ ）

防 火 性 能 ※ 無 し ・ あ り

壁 用 金 属 枠 及 び 補 強 材 ・ 設 け る （ 形 状 ※ 図 示 ・ ）

・ 設 け な い

力 骨 材 質 ※ス テン レス 鋼（ S U S 3 0 4 ) ・

寸 法 ※ 径 5 . 5 ｍ ｍ ・

・

[ 5 . 1 3 . 5 ]

形 状 ※ は し ご 形 状 腹 筋 及 び 単 筋

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 ・ （ ）

化 粧 目 地 モ ル タ ル の 色 ・ （ ）

金 属 製 化 粧 カ バ ー 材 質 ・ ス テ ン レ ス 製 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 製

寸 法 ・ 図 示 ・

形 状 ・ 図 示 ・

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

・ 適 用 し な い

風 圧 力 に 対 応 し た 工 法 ）
※適 用 する （建 築 基 準法 に 基づ き定 ま る風 圧 力の （ ・ 1 ・ 1 . 1 5 ・ 1 . 3 ） 倍の

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・ 図示

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

※ 既存のまま ・ 図示

２ . 既 存 床 の 撤 去 、 ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [ 6 . 2 . 2 ]

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲 ・ 撤去範囲全て）

改修後の床の清掃範囲 ※ 図示 ・

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

モルタルは、4章外壁改修工事による。

３ . 既 存 壁の 撤 去、

及 び 下 地 補 修 ※ 改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強 ・ 行う ・ 行わない）
・ 図示

４ ． 木 下 地 等 表 面 の 仕 上 げ [ 6 . 5 . 1 ] [ 表 6 . 5 . 1 ]

・ Ａ種

仕上げの種別

※ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

適用箇所 含水率

※A種

５ ． 製 材 [ 6 . 5 . 2 ]

含水率

・

※2級

施工箇所 樹種 等級 形状

※2級

※2級

・

・

寸法（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

[ 6 . 5 . 2 ]

含水率施工箇所 樹種 等級 形状 寸法（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

[ 6 . 5 . 2 ]

含水率

・

施工箇所 樹種 等級 形状

・

・

寸法（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

※1級

※1級

※1級

・B種

・

※A種

・B種

※A種

・B種

※A種

・B種

・B種

※A種

※A種

・B種

※A種
・B種

※A種

・B種

※A種
・B種

※A種

・B種

[ 6 . 5 . 2 ]

含水率

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

※A種

・B種

※A種
・B種

寸法（ｍｍ）樹種施工箇所 材面の品質 防虫処理 難燃処理

・適用する

・適用しない

（ ）

（※A種・B種）
造作材の場合

（ ）
造作材の場合

（※A種・B種）

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・適用しない

・

・

※A種
・B種

（ ）
造作材の場合

（※A種・B種）

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・適用しない
・

・代用樹種を使用できない箇所（ ）

間伐材等の適用 ・適用する ・適用しない

６.造作用集成材

・

施工箇所 樹種

・

・

寸法（ｍｍ）

ホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・ [ 6 . 5 . 2 ]

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※1等

※1等

※1等

見付材面の品質 間伐材の適用

・

・

・

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

[ 6 . 5 . 2 ]

[ 6 . 5 . 2 ]

寸法（ｍｍ） 間伐材の適用

・

・

・

※1等

※1等

※1等

見付材面の品質

化粧薄板：
芯材：

施工箇所 樹種

化粧薄板：
芯材：

化粧薄板：
芯材：

[ 6 . 5 . 2 ]

施工箇所 寸法（ｍｍ）

化粧薄板の厚さ(mm)

間伐材の適用

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成材

・

・

・

・

・

樹種

[ 6 . 5 . 2 ]

間伐材の適用

・

・

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

見付材面の品質寸法（ｍｍ）樹種施工箇所 含水率

・

※A種 ・B種 ・

・

・

[ 6 . 5 . 2 ]・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

芯材：

樹種
寸法

（ｍｍ） 間伐材の適用含水率

※A種 ・B種

※A種

・B種

化粧薄板の
厚さ（ｍｍ）

見付け材面
の品質

・

※A種

・B種
・

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

下 地 補 修

合成樹脂塗床材の除去工法 ・ 機械的除去工法 ・ 目荒し工法

[ 6 . 3 . 2 ]

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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審
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設
計

製
図

A-03

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修特記仕様書(2)
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・ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る



寸法

（㎜）
含水率施工箇所

・

の適用

間伐材等

・

・

見付け材

面の品質

化粧薄板の

厚さ(㎜)

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

・

・ Ｂ種

※ Ａ種

・

・ Ｂ種

※ Ａ種

・

・ Ｂ種

※ Ａ種

6-2 6-3
・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱 ［6.5.2］

Ｇ ［6.5.2］ホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外 ・

・

の適用

間伐材等
施工箇所 表面の化粧加工 防虫処理

・

・ 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・ 有

・ 無（等級： ）

・ 有

・ 無（等級： ）

・ 適用する

・ 適用しない

（加工：・ 天然木化粧加工

・ 塗装加工）

（加工：・ 天然木化粧加工

・ 塗装加工）

・ 適用する

・ 適用しない

厚さ

(㎜)

・

の適用

間伐材等
施工箇所 表面の化粧加工

厚さ

(㎜)
防虫処理

・

含水率

・

・ 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・ 有

・ 有

・ 無（ ）

・ 無（ ）

・ 塗装加工）

（加工：・ 天然木化粧加工

（加工：・ 天然木化粧加工

・ 塗装加工）

・

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

８. 床張り用合板等

７. 造作用単板積層材

［6.5.2］
※ 規制対象外 ・ホルムアルデヒド放散量

・構造用合板

表板の 板面の

針葉樹

広葉樹

樹種名

断面施工

有効

等級

板面の品質
樹種名

接着の厚さ 表板の
施工箇所

程度

・

の適用

間伐材等

・

の適用

間伐材等

防炎

(㎜) 処理

難燃

処理

防虫

処理

・

・

Ｇ

箇所 品質 係数

比

防虫

処理

強度

等級

厚さ

(㎜)

※１類

・特類

接着

程度

の

・
・１類

・特類

・
・１類

・特類

施工箇所
難燃性に 厚さ

(㎜)よる区分

接着剤に

よる区分

曲げ強さ

よる区分

表裏面の状態

よる区分

等級施工箇所 厚さ（㎜）

・ 普通合板 Ｇ

・

・

・

・

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用する

・ 適用する

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用しない

・ 適用しない

（ ）

（ ）

（ ）

・

・

・

・ １級

※ ２級

・ ２級

・ １級

・ ２級

・ １級

以上 以上

・ パーティクルボード Ｇ

・

・

・

※ Ｐ又はＭ

・

・

・ 構造用パネル

・ １級 ・ ２級 ・ ３級 ・ ４級

・ １級 ・ ２級 ・ ３級 ・ ４級

［6.5.2］

［6.5.2］

※ C- D

以上

以上

・

・

・

※ 15※ 13タイプ

９.接合具等 接着剤 ［6.5.3］接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外 ・

１０. 防腐、防蟻処理 ・ 防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

適用部位：（ ）

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

保存処理性能区分適用部位

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

6-4

処理の方法適用部位

・

・ 薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

※ 改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ア～エによる ・

・

・ ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理

適用部位：（ ）

［6.5.5］

１１. 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 屋外 ・ 19型 ※ 25型 屋内 ※ 19型 ・ 25型

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍の

風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

・ 適用しない

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔 ・ 図示 ・

周辺部の端からの間隔 ・ 図示 ・

野縁の間隔 ・ 図示 ・

既存の埋込みインサート ・ 使用する ・ 使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験 ・ 行う（屋外の場合の方法： ）

・ 行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法 ※ 図示 ・

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

補強方法 ※ 図示 ・

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所 ・ 図示 ・

補強方法 ※ 図示 ・

１２. 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類

※ 改修標準仕様書6.7.3によるスタッド高さによる区分に応じた種類

・

スタッドの高さが5.0mを超える場合 ※ 図示 ・

［6.6.2～4］

[6.7.3][表6.7.1]

１３. ビニル床シート Ｇ

・

JIS記号 施工箇所 特殊機能 厚さ(mm)色 柄種 類

発泡層のないもの

発泡層のあるもの

備 考

・ ・

・ 帯電防止

・ 耐動荷重性

・ 防滑性

・ 耐薬品性

・ 無地

・ ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・ 無地

・ 柄物

工法 ※ 熱溶接工法 ・ 突付け（施工箇所： ）

特殊機能

帯電防止

[6.8.2～3]

１４. ビニル床タイル Ｇ

施工箇所 寸法 (㎜)

・

JIS記号 色 柄 厚さ(mm) 備 考特殊機能

・ FS

・ KT

・ FO A

・ 無地

・ 柄物

・ 無地

・ 柄物

・ 柄物

・ 無地

・ 帯電防止

・ 防滑性

・ 帯電防止

・ 防滑性

・ 帯電防止

・ 防滑性

特殊機能

帯電防止

[6.8.2]

［6.5.2］

材質 ・ 軟質 ・ 硬質

高さ (㎜) ※ 60 ・ 70 ・ 100

厚さ (㎜) ※ 1.5以上 ・

[6.8.2]ビニル幅木

１５. ゴム床タイル 色柄 （ ）

寸法(㎜) （ ）

[6.8.2]

１６. カーペット敷き Ｇ

備 考色柄等織り方パイル形状種別 帯電性

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

3kv 以下

・ ）

・ 適用しない

・ 無地

・ 柄物

（標準品）・

・ カットパイル

・ ループパイル

・ A種

・ B種

・ C種 カット、ループ併用

・

・

・

カーペット

アキスミンスター

カーペット

ダブルフェース

カーペット

ウィルトン

下敷き材 ※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号 呼び厚さ 8㎜ ・

※

※

※

・

備 考工 法パイル形状 帯電性

・ タフテッドカーペット

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

・ ）

・ 適用しない

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・

・

・

・ カットパイル

ループパイル

レベルループパイル

カット、ループ併用

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・ ニードルパンチカーペット

厚さ (㎜) （ ）

帯電性

・ 適用しない

備 考 （ ）

パイル長さ (㎜)

[6.9.3～4][表6.9.1～2]
・ 織じゅうたん

・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ タイルカーペット

※ ループパイル

・ カットパイル

・ カット、ループ併用

・ 第二種

※ 第一種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

※ 500×500

・

※ 500×500

※ 500×500

総厚さ (㎜)寸法 (㎜) 備 考施工箇所種 別パイル形状

※ 市松敷き ・ 模様流し ・タイルカーペットの敷き方 平場

階段部分 ※ 模様流し ・ 市松敷き ・

・ 適用する（材質、形状等 ※ 図示 ・ ）見切り、押え金物

・ 適用しない

１７. 合成樹脂塗床
6-5

工 程

施工箇所 工法種別

・ 厚膜型塗床材

弾性ウレタン樹脂系塗床

・ 厚膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床

・ 薄膜型塗床材

・ アクリル樹脂塗床

※ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ つや消し仕上げ

・ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ 薄膜流し展べ工法

・ 厚膜流し展べ工法

・ 樹脂モルタル工法

・ 平滑 ・ 防滑

表面仕上げ

塗布量 (kg/㎡)

・

溶剤

仕上色

・ 水性系 ・ 溶剤系

・ 無溶剤系

・ 標準色 ・

仕上げの種類

[6.10.2～3]

塗料のホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外 ・

１８. フローリング張り

板幅 75

・

・ ・ ・

間伐材等

の適用

・

・

・
・

・

板幅 75

・
・

・

板幅 75

・ ・ ・
・

・
・

単層フローリング Ｇ

種類 工法 樹種 大きさ (㎜) 仕上塗装厚さ(㎜)

・ フローリング

ボード

・ フローリング

ブロック

・ モザイク

パーケット

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

接着工法

・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・ 接着工法

・ 接着工法

・ モルタル

埋込み工法

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

天然木化粧複合フローリング Ｇ

防湿

板厚

厚さ・大
種別

処理
工 法

・

樹 種
きさ（㎜）

仕上塗装
間伐材等

の適用

・

板幅

板幅

・

・

種類

・ 複合1種

・ 複合2種

・ 複合3種

フローリング

フローリング

フローリング

（根太張り）

（直張り）

・ 釘留め工法

・ 釘留め工法

・ 接着工法

※ なら

※ なら

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 適用しない

・ 適用する

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外 ・

接着工法の場合の緩衝材 ※ 合成樹脂発泡シート ・

現場塗装仕上 ・ 行う（施工箇所 ）

・ 行わない

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り

[6.11.2～7]

種別 ・ A種 ・ B種 ・ C種 ・ D種 （畳床：・ KT-Ⅰ ・ KT-Ⅱ ・ KT-Ⅲ ・ KT-K ・ KT-N）

下地の種類 ・ 標準仕様書 表12.6.1による床組

・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン ）Ｇ

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

めて少ない材料を使用したものとする。

１９. 畳敷き [6.12.2]

・A種

・B種

※C種

※ 2.0※ FS

15

※ 15 ※ 303×303

15

・12以上

・12以上

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

※ 14％以下

※ 14％以下

※ C-D以上

※ 2等以上

・ 1等

※ 1類

・ 2類

※ 5.5

・ 1類

・ 2類

・ 1類

・ 2類

※ C-D ※ 12

※ C-D

5～7

4～6

4 3kv 以下

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号 呼び厚さ 8㎜ ・

・ 適用する（性能：※ 人体帯電圧 3kv 以下 ・ ）

厚さ(㎜) ・ 3.0 ・ 4.5 ・ 6.0 ・ 9.0

・ 300×300

・ 450×450

・ 300×300

・ 450×450

・ 500×500

※ 2.0

・ 2.5

・ 3.0

・ 2.0

・ 3.0

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

補強方法 ※ 改修標準仕様書6.4.4(h)(1)(2)による ・

（JIS K 5970）

板長さ500以上

板長さ300以上

板長さ300以上

303×303

・ 8以上

・ 75以上

900以上

２０. せっこうボードその他

ボード及び合板張り 厚さ (㎜)、規格等種 類 JISの記号

・ 2 5

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木毛セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

・

・ グラスウール吸音ボード 32Ｋ

ロックウール吸音ボード1号

・ せっこうボード

・ 普通木片セメント板

タイプ２（無石綿） ・ 6 ・ 8

・ フラットタイプ

・ 凹凸タイプ

[6.13.2～3]

・ 15 ・ 20 ・ 25 ・

・ 15 ・ 20 ・ 25 ・

・ 15 ・ 20 ・ 25 ・

・ 12 ・ 15 ・ 18 ・ 21

・ 30 ・

（・ 9（不燃）・ 12 ・ ）

（・ 12（不燃）・ 15 ・ ）

・ 25（ガラスクロス包） ・

・ 12.5（不燃） ・ 15（不燃） ・

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ 化粧せっこうボード

（トラバーチン模様）

化粧無（下地張り用）

化粧有（トラバーチン模様）

9.5（不燃）

12.5（不燃）

・ 12.5（不燃） ・ 15（不燃）

12.5（不燃） 幅 440㎜ 程度

模様（・ 柾目 ・ 板目）専用下地材有り

9.5（準不燃）

HW

MW

NW

HF

NF

0.8 FK

1.0 FK

DR

RW-B

GW-B

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

GB-D

9.5

IB

HB

MDFＧ

表面性能（ ）タイプ

厚さ（㎜）（ ）

表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ ラワン程度 ・ ）

不透明塗料塗り

（※ しな程度 ・ ）

板面の品質（ ）

厚さ（㎜）（ ）

接着の程度（ ）

・ 防虫処理 ・ 難燃処理 ・ 防炎処理

樹種名（ ）

接着の程度（・ １類 ・ ２類）

厚さ（㎜）（ ）

・ 防虫処理 ・ 難燃処理 ・ 防炎処理

特殊加工の方法

（・ オーバーレイ ・ プリント ・ 塗装）

接着の程度（・ １類 ・ ２類）

・ 防虫処理 ・ 難燃処理 ・ 防炎処理

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・

・ 単板張りパーティクルボード

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・ インシュレーションボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ 天然木化粧合板 Ｇ

・ 普通合板 Ｇ

・ 3 ・ 7 ・ 9 ・ 12 ・

・ 未研磨板 ・ 研磨板

・ 10 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・

・ ・ 塗装

・ 10（難燃） ・ 12（難燃） ・

・ 無研磨板

・ 研磨板 （・ スタンダード ・ テンパード）

（・ スタンダード ・ テンパード）

・ 内装用 ・ 外装用

・ 2.5 ・ 3.5 ・ 5 ・ 7

A級（・ 天井仕上 ・ 内装仕上 ・ ）

・ 9 ・ 12 ・ 15 ・ 18

JIS K 6903 による 厚さ（※ 1.2 ・ ）

ミディアムデンシティファイバーボード

・ 単板オーバーレイ プラスチックオーバーレイ

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材 ・ 適用する（・ シーリング材 ・ ジョイントコンパウンド）

・ 適用しない

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外 ・

合板類の張付け ※ Ｂ種 ・ Ａ種

せっこうボードの目地工法 ・ 仕上げ表による

２１. 壁紙張り ホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外 ・

備 考

・

施工箇所
壁紙の種類

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

紙 繊維 プラスチック 無機質 その他
防火種別

※ 不燃 ・ 準不燃

※ 不燃 ・ 準不燃

モルタル・プラスター面の下地調整 ※ ＲＢ種 ・

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整 ※ ＲＢ種 ・

せっこうボード面の下地調整 ※ ＲＢ種 ・

[6.14.2～3]

２２. モルタル塗り
吸水調整材は、改修標準仕様書表4.2.2による。

既製目地材 ・ 設ける 施工箇所（ ） 形状（※ 図示 ・ ）

・ 設けない

床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地 ・ ） ・ 設けない

・ 防水剤

（品質・性能）

品質・性能項目

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤防水剤の種別

混合割合

曲げ及び圧縮強度比

吸水比

透水比

セメント重量の5％以下

（凝結）

JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の8の規定によって行う。

凝結時間 始発：1時間以上 終結：10時間以内

（安定性）

JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の9の規定によって行い、

収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

凝結及び安定性

70％以上

95％以下

80％以下

[6.15.3～6]

２３. タイル張り [6.16.2～4]伸縮調整目地の位置

床タイル以外（・ 図示 ・ ）

床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと ・ 図示 ・ ）

・ セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

タイルの形状、寸法等

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

備考

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

滑り

抵抗

性

・

・

施工箇所
主な用途に

よる区分

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

施
ゆ

う

無
ゆ

う

標
準

特
注

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り ・ 行う ・ 行わない

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色

備考

(㎜)

形状

Ⅰ

耐凍

Ⅱ Ⅲ

類 類 類

寸法
害性

・ ・

有

・

無

・

有

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・

施工箇所
よる区分

主な用途に
再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり
役物

施
ゆ

う

無
ゆ

う

標
準

特
注

タイルの形状、寸法等

・接着剤による陶磁器質タイル張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り ・ 行う ・ 行わない

見本焼き ・ 行う ・ 行わない

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

見本焼き ・ 行う ・ 行わない

※ 規制対象外 ・

２４. セルフレベリング材

塗り

種類 ・ せっこう系 ・ セメント系

塗厚（㎜） ・

[6.17.2～3]
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装
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改
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釜石市公共下水道事業
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A-04

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修特記仕様書(3)

脱水機室

ホール

9.5(不燃)

令和 年 月

監督員と協議による



錆止め塗料塗りの種別

工程

鉄鋼面 ＥＰ－Ｇ以外 Ａ種

塗料塗装面

※ Ｃ 種

※ Ａ 種

※ Ｂ 種

新規見え掛り

ＥＰ－Ｇ 塗替え ※ Ｃ 種

新規見え隠れ

※ Ａ 種

※ Ｂ 種

Ｂ種

新規（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面 塗替え ※ Ａ 種 ※Ｃ種

塗替え ※ Ｃ 種

※Ａ種

Ｃ種

Ｃ種 ※ Ａ 種

Ａ種

Ａ種

※ Ａ 種

ひび割れ

・行う

部の補修

・行う

・行う

新 規

※ Ｒ Ｂ 種

・

塗替え

木部

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面

モルタル面、プラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

下地面の種類

せっこうボード面、

コンクリート面（ＤＰ）、

下地調整の種別

ＲＣ種

ＲＡ種

ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

RA種

－

－

－

－

－

・行わない

ＡＬＣパネル面 ・行わない

押出成形セメント板面 ・行わない

その他ボード面

※ Ｒ Ｂ 種

※ Ｒ Ｂ 種

※ Ｒ Ｂ 種

※ Ｒ Ｂ 種

※ Ｒ Ｂ 種

※ Ｒ Ｂ 種

Ｂ種

Ｂ種

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

ＥＰ－Ｇ以外

ＥＰ－Ｇ

※Ｂ種 ・Ａ種

※ Ｂ 種

※ Ｂ 種

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外・合成樹脂調合ペイント

※ Ｂ 種

※ Ｂ 種

※ Ｂ 種

※ Ａ 種

工 程

塗 替 え
塗装面塗装の種類

新 規

※ Ａ 種

木部屋内 ※ Ｂ 種 ※ Ｂ 種塗り（ＳＯＰ）

新規（鋼製建具）

塗料の種別

※１種 ・２種

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ※Ｂ種 ・Ａ種※Ｂ種 ・Ａ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） －－

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ） ※Ｂ種 ・Ａ種

・耐候性塗料塗り

（ＤＰ）

鉄鋼面 上塗り等級（ ）級

亜鉛めっき面 上塗り等級（ ）級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

※Ｂ種 ・Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ ・

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部エマルションペ

イント塗り

（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

※Ｂ種 ・Ａ種※ Ｂ 種

・ Ａ 種※ Ｂ 種

※Ｂ種 ・Ａ種※ Ｂ 種

※Ｂ種 ・Ａ種※ Ｂ 種

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※ Ｂ 種※ Ｂ 種

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ） ※Ｂ種 ・Ａ種※ Ｂ 種

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ※Ｂ種 ・Ａ種※Ｂ種 ・Ａ種

・ラッカーエナメル塗り（ＬＥ） ※Ｂ種 ・Ａ種※Ｂ種 ・Ａ種

・オイルステイン塗り（ＯＳ） －－

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ※Ｂ種 ・Ａ種※Ｂ種 ・Ａ種

新規（鋼製建具以外）

新規（鋼製建具以外）

※ Ｃ 種

Ｃ種

※ Ｃ 種

※ Ｃ 種

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・ 次の箇所を除き防火材料とする （箇所 ）

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

※ 塗替え面積の 30％ ・ 図示 ・

下地調整

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっ

こうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

塗付け量

２種

種類

塗料塗り

工程
塗料その他

規格番号

耐候性屋根用塗料

規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による

※ 改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする ・

・ 髙日射反射塗料塗り Ｇ

１. 材 料 [7.1.3]

[7.2.2～7]

３. 錆止め塗料塗り [7.3.2～3]

４. 塗装 [7.4.2～7.15.2]

JIS K 5675

（㎏/㎡）

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2） ・ ＲＡ種 ・ ＲＢ種 ・ ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

７

※ 規制対象外 ・

２. 下地調整

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によってアスベストを含有している吹

き付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

調査範囲（・ ・図示 ）

貸与資料（ ）

アスベスト粉じん濃度測定

定 量 分 析定 性 分 析

・箇所数（ ）

材 料 名

分析方法

・ JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

測定時期、場所及び測定点

処理作業中

測定8

測定7

測定6

測定5 処理作業室外（敷地境界）

処理作業後（ｼｰﾄ養生中）

処理作業後シート

撤去後1週間以降 調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

測 定 点

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

測定時期

測定1

測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

・

・

適用 測定名称

測定4

・ 計 点

測定方法

メンブレンフィルタ直径 (㎜)

試料の吸引流量 (l/min)

試料の吸引時間 (min)

測定3 測定1,2, 4,6 ,7, 8 測定5

・

・

・

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

トレモライト

・箇所数（ ）

・箇所数（ ） ・箇所数（ ）

・箇所数（ ） ・箇所数（ ）

備考

・

種 類 防火性能

施工調査

※ アスベスト含有建材の事前調査

・ 分析によるアスベスト含有建材の調査

採取箇所 ・ 図示 ・

サンプル数 １箇所あたり３サンプル

負圧・除じん装置の排出吹出し口
出口吹出し風速1m/ s e c以下の位置

・ 計 点

・ 1 ・

・ 5 ・

・ 5 ・

・ 120 ・ ・ 240 ・

※ 密封処理 ※ 湿潤化 ・ セメント固化

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止

・ アスベスト含有吹付け材の除去

アスベスト含有建材の処理

・ 埋立処分（管理型最終処分場） ・ 中間処理（溶融施設）

除去対象範囲 ・ 図示

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

・ アスベスト含有保温材の除去

除去対象範囲 ・ 図示

除去したアスベスト含有保温材の処分

・ 埋立処分（管理型最終処分場） ・ 中間処理（溶融施設）

・ アスベスト含有成形板の除去

除去対象範囲 ・ 図示

除去したアスベスト含有成形板の処分

・ アスベスト含有せっこうボード

・ アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

※ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 埋立処分（管理型最終処分場） ・ 中間処理（溶融施設）

改修特記仕様書第３章による

断熱材

厚さ (㎜)

・

種 類

（スキンなし）

（３種２号を除く）

・ 保温板（2種ｂ）

・ 保温板（3種ｂ）

・ 押出法ポリスチレンフォーム保温材

ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材

・ フェノールフォーム保温材

・ ロックウール

・ グラスウール

施工箇所 ・ 図示 ・

ホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外 ・

外壁材

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去 ・ あり ・ なし

下地面の清掃 ・ 行う ・ 行わない

欠損部の改修工法 ・ 改修標準仕様書4.1.4による ・

１. アスベスト含有建材

の処理工事
9-1

[9.1.1]

25 25 47

・ 10 ・

防水改修工事

２. 断熱アスファルト [9.2.1～3]

Ｇ３. 外断熱改修工事 [9.3.2～4]

品 種 断熱性

Ｕ１

Ｕ２

日射熱遮へい性 厚さ

・

・

厚さ (㎜)

・

種 類

・

工法

通気層の有無 ・ あり（ ㎜） ・ なし

断熱材の施工 ※ 断熱材製造所の仕様による ・

外装材の施工 ・ 外装材製造所の仕様による ・

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍の

風圧力及び建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

・ 適用しない

複層ガラス

・ １種

・ ２種

・ ３種

・ 断熱複層ガラス

・ Ｕ－３－１ ・ Ｕ－３－２

・ 図示

断熱材のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外

・ 断熱材打込み工法

ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

※ 押出法ポリスチレンフォーム保温材

（スキンなし）

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材

・ フェノールフォーム保温材

（３種２号を除く）

・ 保温板（2種ｂ）

・ 保温板（3種ｂ）

施工箇所 ・ 図示 ・

・ 断熱材現場発泡工法

断熱材の種類 ※ Ａ種１ ・ Ｂ種１

面加熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

下記のいずれかによっていること

発熱性

項目

難燃性

品質・性能

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法にしようしている発熱性試験（コー

ンカロリー試験）に適合していること。

（１）～（３）に適合していること。

（１）総発熱量が8MJ/㎡以下であること。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200KW/㎡を超えないこと。

（試験方法）

（１）原液試験（原液粘度試験）

（２）発泡品試験

による。

３）試験片の状態調節及び試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

（３）圧縮強さの試験

（４）熱伝導率試験

部：保護熱板法（GHP法）」又はJIS A 1412-2「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第

２部：熱流計法（HFM法）」によって、平均温度（23±2）℃、高温板と低温板の温度差（25±5）

℃で熱伝導を測定する。

（５）接着強さ試験

（６）透質率試験

（７）難燃性の表面加熱試験

（８）発熱性試験

建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している試験

方法に準じる。

・ 現場発泡断熱材

（品質・性能）

9-2

４. ガラス改修工事 [9.4.2]

[9.5.2～3]

Ｇ

５. 断熱・防露改修工事

・ 25 ・

・ 25 ・

厚さ（㎜） ・ 25 ・ 30 ・

施工箇所 ・ 図示 ・

JIS K 7117-1「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-液状、乳濁状又は分散状の樹脂-ﾌﾞﾙｯｸﾌｨｰﾙﾄﾞ形回転粘度計による見

掛け粘度の測定方法」による。

２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作成はJIS A 9526の6.2.3

１）試料の作成は、JIS A9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1による。

JIS A 9526の6.2.5により、測定はJIS K 7220「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-圧縮特性の求め方」による。

JIS A 9526の6.2.6により、JIS A 1412-1「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第１

JIS A 9526の6.2.7による。

JIS A 9526の6.2.8により、測定はJIS A 1324「建築材料の透湿性測定方法」又はJIS K 7225

「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－水蒸気透過性の求め方」による。

JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

項目 性能

排水層
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み

土壌を支え、流出しない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能 240L/㎡/ｈ以上

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな

いこと。（保水層を有する場合は保水層共）

耐荷重性能

排水層の許容圧縮強度

透水、排水層等構成材の主要材質
合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

（保水層を有する場合は、保水層共）

透水層
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、

植え込み用土を流出させない構造であること。

耐根層

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い

植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

こと。但し、耐根層がこれと同等の性能を有するものと

認められる場合は省略することができるものとする。

（品質・性能）

4

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム ・ 適用する ・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等 ※ 図示 ・

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等 ※ 図示 ・

Ｇ

６. 屋上緑化改修工事

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍の

風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

・ 適用しない

かん水装置 ・ 設置する（種類 ・ ）

既存保護層の撤去 ・ 行う ・ 行わない

-1

舗装改修工事 Ｇ 既存舗装の撤去及び再利用 ※ 図示 ・

路床

路床の材料

・

・

・

・

種別 材料 厚さ（㎜）

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・Ｄ種

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 盛土

・ 遮断層

・ 凍上抑制層

・ フィルター層

・ 川砂、海砂又は良質な山砂（75μｍふるい通過量10％以下）

・

・ 再生クラッシャラン Ｇ ・ クラッシャラン

・切込み砂利

・ 川砂、海砂又は良質な山砂（75μｍふるい通過量10％以下）

・ 川砂、海砂又は良質な山砂（75μｍふるい通過量6％以下）

・

路床安定処理

・ 添加材料による安定処理

種類 ・ 普通ポルトランドセメント ・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

・ 生石灰（ ） ・ 消石灰（ ）

・ ジオテキスタイル

試験

砂の粒度試験 ・ 行う ・ 行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験 ・ 行う ・ 行わない

路床締固め度試験 ・ 行う ・ 行わない

路盤

路盤の厚さ ・ 図示 ・

路盤材料 ・ 砕石 ・ 再生クラッシャラン ・ クラッシャラン鉄鋼スラグＧ Ｇ

試験

路盤締固め度の試験 ※ 行う ・ 行わない

試験

厚さ（㎜）

ストレートアスファルト

材料

・ 図示 ・

透水性アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない

舗装の平たん性 ※ 著しい不陸がないもの ・

舗装

添加量 kg（目標CBR ・ 5 以上 ・ ）

単位面積質量 ・ 60g/㎡ 以上 ・

厚さ (㎜) ・ 0.5～1.0 ・

引張強さ ・ 98N/5㎝ (10kgf/5㎝) 以上 ・

透水係数 ・ 1.5×10 ㎝/sec 以上 ・

７. 透水性アスファルト [9.7.2～9]

除去工法 ※ 9.1.3(b)(1)による

[9.1.1,3～5]

[9.6.1～3]
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A-05

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修特記仕様書(4)

本工事解体部分

・石綿障害予防規則 第3条第2項に基づく事前調査における石綿分析結果報告書
（証明書）他別添データ 日鉄環境(株) 2020.3.2

・コールタール分析調査報告書 日鉄環境(株) 2020.3.2

・平成17年度 大平処理場内装補修工事 工事報告書 平成18年6月

・平成17年度 国庫 工事打合記録 大平処理場内装補修工事 報告書

株式会社 及川工務店

令和 年 月

1



3

・建設副産物適正処理推進要綱(以下｢推進要綱｣という。)

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

・建築物解体工事共通仕様書・同解説

平成10年12月1日建設省経建発第333号

１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

２．特記仕様

（１）項目は、番号に 印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、解体共仕の当該項目を示す。

章

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修1.適用基準等

(1.3.3)

(1.3.5)

※適用する ・適用しない2.電気保安技術者

3.施工条件明示項目

・建設工事公衆災害防止対策要綱 建築工事編 平成5年1月12日建設省経建発第1号

・工事写真の撮り方（改訂第三版）建築編

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成24年版）

騒音・粉塵等の対策2 騒音・粉塵等の対策

工事用水

工事用電力

4

5

<2.3.1>

<2.2.1>

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

監督員事務所

※防音パネル ・防音シート

設置範囲及び高さ

※（図示 / 図による）

・ 既存建物内の一部を使用する ・ 構内に設置する ・設けない

足場を設ける場合、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省1 足場その他

平成２１年４月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の

組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、すべての作業床について手すり、中さ

ん及び幅木の機能を有するものを設置しなければならない。

なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

２の（2）手すり据置方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

樹木の伐採伐根及び移植

・行う ・行わない

樹木等

杭の解体1

2

<3.8.2>

<3.9.1>

・引抜き工法 ・破砕による解体

杭の解体工法

・行う（ / 図による）

地下埋設物及び埋設配管の解体3 <3.10.1>

・行う（ / 図による）

設備機器等4 解体事前処理（油類タンク）

・解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油がないことを確認する。必要に応じ

て残油を抜き取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。

・燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。

解体事前処理（冷媒）

・冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器は下記による。

図面番号 記 号

・冷媒を回収した後撤去を行う機器は下記による。

図面番号 記 号

電柱の撤去 ・行う（ / 図による） ・行わない屋外設備等5

外灯の撤去 ・行う（ / 図による） ・行わない

解体後の整地6 解体後の埋戻し及び盛土

・行う

整地高さ

・現状ＧＬ ・行う（ / 図による）

埋戻し及び盛土の材料

・山砂の類 ・他現場の建設発生土の中の良質土 ・再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め固めること。

・行わない

<3.11.1>

一般事項1

総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムに

データ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用

本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

促進計画書を工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する

ものとする。

再資源化等2 <4.4.1>

現場利用する再資源化3 <4.4.1>

された建設廃棄物
名 称 仕 様 数量 備 考

産業廃棄物広域認定4 <4.4.2>

制度の活用

最終処分する5 <4.4.4>

建設廃棄物
名 称 仕 様 数量 備 考

※最終処分施設の名称、所在地は現場説明書による

処理に注意を要する6 <4.5.1>

建設廃棄物
名 称 仕 様 数量 備 考

※最終処分施設の名称、所在地は現場説明書による

※所在地は現場説明書による

種 類 備 考

・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄からなる建設

ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品）

資材（PC板、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板、

・コンクリート

建設廃棄物の種類 備 考

・木材

・木材（縮減）

・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

・金属類

・小形二次電池

・蛍光ランプ、HIDランプ

・硬質塩化ビニル管、継手

※中間処理施設又は再資源化施設等の名称、所在地は現場説明書による

PCB 含有シーリング分析調査

施工調査1

<5.4.4>

<5.1.3>

分別調査を行う特別

・図示

・ 箇所

採取する数量 備 考

管理産業廃棄物等の種類

採取する部位

又は箇所等

・図示

・ 箇所

・図示

・ 箇所

・図示

・ 箇所

・第一次判定

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

・第二次判定

専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

・絶縁油のPCB含有量の分析は、「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の

検討方法（平成4年7月3日厚生省告示第192号）」又は「絶縁油中のポリ塩化ビフェニルの

分析方法規定（電気技術規定JEAC1201-1991）」により行う。

・焼却炉のダイオキシン類汚染物質の調査は、「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン

類暴露防止対策要綱（平成13年4月25日付基発第401号）」により行う。

特別管理産業廃棄物2 <4.4.1>

の処理
特別管理産業廃棄物 仕 様 数量 備 考

※処理施設の名称、所在地は現場説明書による

の種類

PCBを含む機器類3 <5.4.3>引渡しを要する機器類

・

PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材4 撤去方法

・「標準施工要領書（日本ｼｰﾘﾝｸﾞ工事業協同組合連合会／日本ｼｰﾘﾝｸﾞ材工業会）」による。

・

撤去範囲

※（図示 / 図による）

特殊な建設副産物の5 <5.5.1>

改修及び処分

※回収業者又は処分場の名称、保管場所・処分場の名称は現場説明書による

回収及び処分を行う特殊な 対象機器名称 備 考

建設副産物の種類

1

アスベスト粉じん濃度測定ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん濃度2 <6.1.4>

測定 ・行う（測定名称及び測定点は下表による）

アスベスト粉じん濃度測定方法

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

計数機器 位相差顕微鏡

アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

総アスベスト繊維数200本又は視野数50視野

直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3:1以上

50 f/l

25mm

試料の透明化

試料の吸引時間

計数アスベスト

測定3

1 l/min

5min

測定5

試料の吸引流量

計数条件

0.5 f/l

5 l/min

120min

0.3 f/l

10 l/min

240min

47mm

アスベスト含有分析

測定箇所 ※図示

アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学

顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

調査

<6.1.3>

・ 測定 2

・ 測定 1 処理作業室内

測定名称 測定点（各施工

各 点

負圧・除じん装置

の排出口

処理作業室内

処理作業前

処理作業中

処理作業後

施工区画周辺又は

・ 測定 4

・ 測定 3

・ 測定 5

・ 測定 10

・ 測定 9

(ｼｰﾄ養生中)

処理作業後ｼｰﾄ

撤去後1週間以降

測定時期 測定場所

敷地境界

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部

の付近

箇所ごと）

備 考

計 点

各 点

各 点

各 点

各 点

各 点

計 点

－

－

空気の流れを確認

－

－

－

除じん装置の

－

・ 測定 7

・ 測定 6 計 点 －

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

(処理作業室外の場合)

施工区画周辺又は

敷地境界

・ 測定 8 計 点 －施工区画周辺又は

敷地境界

性能確認

材 料 名

・ 行う（下表による）

調査方法（１材料あたりの試料数：3サンプル）

※ 定性分析 ・定量分析

分析方法

※ JIS A 1481 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

分析結果については、監督職員に提出すること。

※ アスベスト ６ 種類（アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

アンソフィライト、トレモライト）

分析対象

分析によるアスベスト含有建材の調査

採取箇所 ※ 図示

※ 定性分析 ・定量分析

※ 定性分析 ・定量分析

※ 定性分析 ・定量分析

報告書の作成（記録する項目）

ウ、測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）

エ、サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

オ、マウンティング方法

カ、顕微鏡視野面積、計数視野数

キ、測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

アスベスト含有吹付け材の除去 <6.3.2>

・行う 除去方法は6.3.2による他、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の仕様

とする。

除去物及び汚染物質等

処理方法

※密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、粉じん機

フィルタについても密封処理を行う。

・セメント固化

ア、測定結果

イ、測定時間

アスベスト含有保温材の除去ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等4 <6.4.2>

の除去（レベル2） ・行う

作業上の隔離

・行う

・行わない

アスベスト含有成形板の除去ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板5 <6.5.2>

の除去（レベル3） ・行う

７

そ
の
他

1.工事現場の環境 工事現場のイメージアップ

改善について ・仮囲い周辺の美化 ・

地域住民への情報提供

・情報掲示板の設置 ・パンフレットの作成

住民に対する災害防止関係

・現場出入口周辺への誘導員の配備 ・

産業廃棄物処理状況記録及び写真を次のように整備すること。2.産業廃棄物の

取扱いについて (ⅰ) 搬出された産業廃棄物の処理状況記録

① 処理の全部又は一部を委託した場合

ア 収集運搬車両ごとの産業廃棄物管理票（以下「ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ」という。)A票、B2票、D票及E票(建Ⅱの

場合はB4票を加える。)の写し、建設廃棄物処理委託契約書の写し並びに搬出解体材の数量集計表

イ 最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中

間処理状況の写真）

② 請負者が自ら処理した場合

ア ﾏﾆｭﾌｪｽﾄに準じた解体材の種類ごとの数量集計表

イ 最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中間処

理状況の写真）

③ 特別管理産業廃棄物の場合

①又は②に準ずる。ただし産業廃棄物管理票とあるを特別管理産業廃棄物管理票と読み替える。

(ⅱ) 産業廃棄物の再資源化実施状況記録

再生資源利用促進実施書に記載する事項

発生量、搬出先名称、区分、施工条件の内容、搬出先名称、運搬距離、搬出先の種類等

(ⅲ) 写真

① 工事着手前の現場全景、周辺及び対象建築物等の現況写真

② 仮設物、安全措置状況及び工程写真（除却作業状況、埋設配管等及び基礎類は入念に撮影すること。）

③ 使用機械類

④ 産業廃棄物収集運搬車両への積込み時及び積降し時の写真

⑤ しゅん工時の全景写真（着手時と同一アングルとする。）

⑥ その他監督職員の指示による

調査方法については設計図書による。

調査の有無 ※無 ・有

調査項目 ・土壌調査 ・土壌調査（含有量試験） ・ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出調査 ・廃棄物含有調査

土壌汚染に係る環境基準に準拠すること。

調査箇所については設計図書による。

3.騒音、振動調査

4.土壌調査

届出手続等

(1)工事の着手、施工、完成にあたり、関係機関への必要な手続等を遅延なく行う。

(2)前項に規定する届出手続等を行うにあたっては、届出内容についてあらかじめ監督職員に報告する。

設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書によるこ

とが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督職員と協議する。

工事の施工にあたり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督職員に報告する。

その後の措置については、監督職員の指示に従う。また、当該埋蔵物の発見者としての権利は、法律の定

めるところにより、発注者が保有する。

｢周知の埋蔵文化財包蔵地｣の該当 ・該当する ・該当しない

埋蔵文化財調査の時期 ・解体工事終了後 ・解体工事中

掘削作業時の教育委員会等の立会い ・有 ・無

5.官公庁その他への

6.疑義に関する協議等

7.文化財その他の埋蔵物

8.埋蔵文化財調査

Ⅰ 解体工事概要

1.工事場所

3.除却対象物 ・建築物 ・工作物 ・建築設備 ・家具等 ・樹木 ・その他

2.敷地面積（㎡）

延 面 積(㎡)建築面積(㎡)桁行(ｍ)梁間(ｍ)階 数構 造除 却 対 象 建 築 物 等

Ⅱ 解体工事仕様

特 記 事 項項 目

一
般
共
通
事
項

１

２

仮
設
工
事

３

解
体
施
工

４

建
設
廃
棄
物
の
処
理

５

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
等

６

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
等

RC

※引渡しを要するもの

名 称 仕 様 等 備 考

(1.3.10)

・現場説明書による

4.引渡しを要するもの

5.解体工事施工技士 本工事を適切に施工管理するため、解体工事施工技士の選任等に配慮すること。

地下埋設物・埋設配管

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１ 仕様書

岩手県釜石市大平町4-2-20

19,998.05 ㎡

汚泥処理棟（昭和53年竣工） B1+2F(PH) 19.0 28.0 572.41 1,740.33

共通仕様書(平成31年版)｣(以下、｢解体共仕｣という。)により、解体共仕に記載されていない事項は、国土

交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)｣(以下「標仕」という。

)及び｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年度版)｣(以下、｢改修標仕｣という。)による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成31年版）

・騒音工事は、周辺住居に支障のない曜日、時間帯に限り施工可能

構内既存の施設 ・利用できない ・利用できる（※有償 ・無償）

構内既存の施設 ・利用できない ・利用できる（※有償 ・無償）

測定1,2,4,6,7,8,9,10

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

ー

審
査

設
計

製
図

A-06

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

解体特記仕様書

令和 年 月



改
修
後
の
仕
上
材
料
の
厚
さ

仕上

下地

ＮＭ－８６１３

ＮＭ－８５９９

種別 壁(m/m) 天井(m/m) 備 考

GB－Ｒ

材 料 名 材 料 名

１０

２５

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８５７８

：土木工事

：建築機械設備工事

：建築電気設備工事

：プラント機械設備工事

：プラント電気設備工事

＜ ＞

共 通 事 項 略 号 内部付属物及び詳細番号外部付属物及び詳細番号

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、・印のついたものを適用する。１． Ｃ コンクリート下地 複層塗材 （ＣＥ） ポリマーセメント系複層仕上塗材 ・くつ洗い流し ・８－２２－１・屋上点検口 ・５－２１－１ ・流し台 ・図 示 ・カーテンボックス ・鋼 製 ・３－３１－１，２

・フード ・図 示 ブラインドボックス ・３－３２－５・６・７

・コンロ台 ・図 示 ・アルミ製 ・３－３１－３

・流し上部水切り

・つり戸だな ・図 示

・水切りだな ・６－１１－５ ・図 示

・屋内掲示板 ・既製品

・脱衣箱 ・６－３２－１

・手すり ・図 示

・天井点検口 ・３－４２－２

・床点検口 ・既製品

・便所へだて ・６－２２

・階段手すり ・図 示

・便所手すり

・吸音壁

・トラフ ・１－２１－

・断熱材打込み ・７－０１－１

・７－０１－２

・くつふきマット

・押 入

・タラップ

・ホイストレール

・クレンガーダー ・図 示

・搬入口 ・図 示

・フック

・マンホール蓋 ・図 示

・室名札 ・８－４３－１

・図 示・グレーチング受枠

・案内用図記号 ・８－４４－１

・浴室まわり ・６－３１－

・８－４２－１

・下足箱 ・図 示

・屋上管類貫通部 ・５－２２－１

・クーリングタワー基礎 ・５－２２－２ ・５－２２－３

テレビアンテナ基礎

・屋上換気塔 ・５－２１－２ ・図 示

・煙 突 ・図 示

・タラップ

・と い ・５－３１．３２．３３

・ルーフドレン ・５－３２－１

・５－３３－１

・トップライト ・図 示

・ＥＸＰ．Ｊ金物 ・既製品

・手すり ・アルミ（図示）

・ステンレス（図示）

・スチール（図示）

・図 示・旗 竿

・くつふきマット

ＣＢ コンクリートブロック下地 複層塗材 （Ｅ） 合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

Ｗ 木造下地 複層塗材 （ＲＥ） 反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

Ｓ 軽量鉄骨下地

ＧＢ-Ｒ せっこうボード

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ） 不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

ＧＢ-Ｄ（Ｗ） 木目化粧せっこうボード

ＤＲ ロックウール化粧吸音板 トラバーチン模様

ＤＲ（凹凸）

ＰＦ板 押出法ポリスチレンフォーム保温材

木毛板 木質系セメント板

ＴＢ テラゾーブロック

外装薄塗材（Ｅ） 外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装薄塗材（Ｓｉ）

内装薄塗材（Ｅ） 内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

仕上表に記載の詳細番号のうち、（例）１－０２－３は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房２．

・７－１２－

・総合案内板

（汚 泥 処 理 棟） 仕 上 表

１２．５ １２．５

９．５

１２

・図 示

・８－２２－２

壁 紙

押出法ポリスチレンフォーム保温材

・８－２１－１・２・３

・図 示

・電気用ハンドホール蓋

・文字板

・庁名板

・郵便受

・目地

・図 示

・図 示

・図 示

・図 示

・図 示

・６－２８－１・２・３・４・５

・図 示

・８－２１－

・６－４６－１

・図 示

特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。３．

付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階段表示板等は、４．

平面図による。

付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は５．

ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。６．

７．

８．

天井伏図による。

内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、

塗装は、その部屋の壁面と同様とする。

９．

直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィ１０．

ルム厚０．１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及

び合成樹脂塗床、床用塗料の場合とする。

天井回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、

壁のボード張りは水平方向に継手は設けない。

官庁営繕部監修）を示す。

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

ケイカル板 けい酸カルシウム板（タイプ２）

ＧＢ-Ｓ シージングせっこうボード

複層塗材 （Ｓｉ） けい酸質系複層仕上塗材

Ｃ(B)

Ｃ(C)

Ｍ

コンクリート下地（打放シＢ）

コンクリート下地（打放シＣ）

モルタル

・グレーチング

・既製品

２５

１２

ＣＬ クリヤラッカー塗り

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗り

ＥＰ－Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

ＡＥ アクリル樹脂エナメル塗り

ＤＰ（ＵＥ） ２液形ポリウレタンエナメル塗り

ＤＰ（ＡＳＥ） アクリルシリコン樹脂エナメル塗り

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗りＤＰ（ＦＵＥ）

ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗り

ＥＰ－Ｍ 多彩模様塗料塗り

ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス塗り

ＯＳ オイルステイン塗り

軽量吹付 軽量骨材仕上塗材

ＧＰ グラファイトペイント塗り

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

ＡＣ アクリル樹脂ワニス塗り（アクリル樹脂クリヤ塗り）

けい酸カルシウム板(タイプ2)

・肢体不自由者対応便房

・多機能便所

・６－２３－１・２・３

・６－２４－１

・６－２６－１・２・３・４

１２．５

１２．５

又は同等

下地

９．５

GB-NC（Ｎ）

GB-NC（ＮＴ）

GB（Ｗ）

ＤＲ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ） 不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

ＧＢ-Ｆ 強化せっこうボード

ＤＲ（軒天） ロックウール化粧吸音板 軒天井用：トラバーチン模様

ＤＲ（凹凸） ロックウール化粧吸音板 凹凸模様

ＤＲ（軒天凹凸） ロックウール化粧吸音板 軒天井用：凹凸模様

ＮＭ－８６１４

ＬＥ

ＷＰ

ＮＡＤ

木材保護塗料塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

ラッカーエナメル塗り

・図 示

各階案内板

種別 壁(m/m) 天井(m/m) 備 考

工
事
区
分
略
号

＜ ＞

＜ ＞

＜ ＞

＜ ＞

ＥＣＰ 押出し成形セメント板 ・既製品

C

AM

AE

PM

PE

改修前 改修後

改
修
内
容
凡
例

Ｅ：図示の下地調整

Ｆ：既存のまま

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｂ：図示の仕上撤去

Ａ：仕上撤去

Ｇ：取り外し保管

ａ：仕上新設

ｂ：図示の仕上新設

ｃ：下地共新設

ｄ：図示の下地共新設

ｅ：図示の塗装塗り替え

ｆ：既存のまま

ｇ：取り外し物再設置

特記なき限り

※改修仕上 未記入部分は改修工事なしとする。外 部 仕 上 表

屋 根 外 壁 笠 木 軒 天 建 具 樋

均しモルタル t=15

内 部 仕 上 表

改修前 床 巾 木 腰 壁 壁
階 室 名 備 考

改修後 下 地 仕 上 下 地 仕 上 高さ 下 地 仕 上 高さ 下 地 仕 上 柱型仕上 下 地 仕 上 高さ 廻り縁 梁型仕上

改修前 Ｍ Ｃ

改修後

Ｃ改修前 Ｃ 同 壁

改修後

天 井

アルミ製窓

モルタル金ごて VP

（建設当初）

地下外壁

モルタル防水 白ガス管100φ竪樋 PH（防露巻）

1 階

風 除 室

ホ ー ル

ボイラー室

改修前

改修後

Ｍ

Ｃ

床用100角磁器タイル

ビニル床タイル

モルタル金ごて
（軽量コンクリート t=300）

Ｃ

モルタル巾木 AEP

モルタル巾木 AEP

100

100 Ｃ モルタル金ごて AEP

Ｃ

Ｃ

Ｓ

Ｃ

コンクリート打放し 吹付タイル ラスモルタル刷毛引 吹付タイル

大平板 t=5

直天井

4,150

3,000

同天井

鋼製ドア

鋼製シャッター

ロックウール t=25吹付ロックウール t=25吹付

・図 示

・図 示

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

－

A-07 仕上表(1)

審
査

設
計

製
図

改修前

改修後

仕 上
改修

内容
仕 上

改修

内容
仕 上

改修

内容
仕 上

改修

内容
仕 上

改修

内容
仕 上

改修

内容
仕 上

改修

内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容内容

改修 改修
内容 内容

改修

改修前

改修後

改修前

改修後

同 壁

空調機械室

処理槽ホ－ル

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ モルタル巾木 AEP 100

100 Ｃ Ｃ
コンクリート打放し

直天井 同天井モルタル巾木 モルタル金ごて

アスファルト防水

防水モルタル t=30

豆砂利コンクリート t=60

（現況）

（建設当初）

塗膜防水

コンクリート打放し AEP

（現況）

吹付タイル

（建設当初）

パラペット笠木 ステンレス製（SUS304）

（現況）

パラペット笠木 アルミ製

＜PH＞

大平板 AEP

アルミ製ドア

コーキング

＜サッシ廻り＞

仕 上

＜笠木＞

Ｆ

Ｆ

Ｂ

＜2階出窓部＞

コンクリート打放し 吹付タイル
Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ｆ

（建設当初）

ポリサルファイド系コーキング

Ｄ

ｄ

－

ｄ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｂ

ｆ ｆ

コンクリート打放し 複層塗材E

Ｆ

ｆ

アルミ製窓（撤去・一部撤去新設）

アルミ製ガラリ（撤去）

変成シリコン系（MS-2）

ｄ

ｆ

油性コーキング（※10）

（※1）

改修

内容

Ｆ

ｆ

根廻り

仕 上

（現況）

（建設当初）

コンクリート打放し

塗装仕上 Ｆ

ｆ

改修

内容

アルミ製ガラリ Ｄ

アルミ製ドア（撤去新設（防水化））

ルーフドレンφ100

（軽量コンクリート t=300）

改修前 Ｍ Ｃ

改修後

ポ ー チ

床用100角磁器タイル
Ｃ コンクリート打放し 吹付タイル ラスモルタル刷毛引 吹付タイル 4,150

（軽量コンクリート t=300）

（軽量コンクリート t=300）

（軽量コンクリート t=300）
モルタル金ごて

（軽量コンクリート t=200）
モルタル金ごて

同 壁

ダンコート吹付 t=10
（※5）

（※4）

（※3）

2,000 （※a,※b） 同 壁 （※b）

Ｃ モルタル金ごて AEP Ｃ Ｃ 直天井 同天井ロックウール t=25吹付ロックウール t=25吹付2,000 （※a,※b） 同 壁 （※b）

AEP：アクリル樹脂系エマルジョンペイント

VP：塩化ビニールペイント

EP：合成樹脂エマルジョン塗料

OP：合成樹脂系調合ペイント

ZC：多彩色模様吹付塗料 ゾラコート

改修前仕上 凡例

ダンコート吹付 t=10（※2）

※改修仕上 未記入部分は改修工事なしとする。

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｄ

ｄ
ビニル床タイル
（無筋コンクリート t=300）

Ｍ

Ｂ

ｂＣ モルタル巾木 EP 100 モルタル金ごて EPＣ

Ｂ

ｂ 同 壁

Ｂ

ｂ

Ｄ

ｄ

塩ビ製

塩ビ製3,000
無機質系吹付仕上塗材 t=10
ケイカル板 t=5

Ｓ

※ 無機質系吹付仕上塗材は、不燃材料:NM-8571とする。

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ Ｃ ロックウール t=25吹付

Ｂ

ｂ 同 壁 ｂ

Ｂ

ｆ

Ｆ Ｂ

ｂ
t=25吹付

ロックウール

備 考

※10 サッシ廻り油性コーキングはアスベスト

含有建材（作業レベル3）

※5 大平板 t=5はアスベスト含有建材（作業レベル3）

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ ｂ

Ｂ

Ｃ モルタル金ごて 同 壁

Ｆ

ｆ ｆ

ＦＢ

ｂ

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

令和 年 月



2 階

共 通 Ｍ 100ビニル床タイル

内 部 仕 上 表

階 室 名

Ｃ

Ｃ

Ｍ

Ｃ

Ｃ 100

改修前

改修後

ＳＣ 同 壁

100

Ｃ

同 壁 Ｓ

同 壁

Ｃ

Ｃ

Ｃ

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

※改修仕上 未記入部分は改修工事なしとする。

従業員控室

脱水機前室

薬品貯蔵室・薬注室

廊 下

電 気 室

Ｍ

Ｃ

Ｍ

Ｃ

ビニル床タイル

ビニル床タイル
（軽量コンクリート t=300）

Ｃ

Ｃ

Ｃ

モルタル巾木 VP

モルタル巾木 AEP

モルタル巾木 AEP

モルタル巾木 AEP

100

100

100

Ｃ

モルタル金ごて AEP

モルタル金ごて AEP

モルタル金ごて AEP

ホームマット t=50

モルタル金ごて VP

Ｃ同 壁

Ｃ同 壁

Ｓ

Ｓ同 壁

アスベストラックス t=5 AEP

化粧石こうボード t=9

内）化粧石こうボード t=9

2,600

直天井

2,500

2,980 塩ビ製

同天井

小梁：同天井

階 段 室

管 理 室

便 所

脱 衣 室

浴 室

Ｍ

Ｍ

Ｗ

Ｍ

ビニル床タイル
（軽量コンクリート t=300）

檜フローリング CL

豆砂利コンクリート t=150

Ｃ モルタル巾木 AEP

モルタル巾木 AEPＣ

100 モルタル金ごて AEP

モルタル金ごて AEP

Ｍ

Ｍ

100角半磁器質タイル

100角半磁器質タイル（耐寒）

モルタル金ごて ZCＣ

Ｓ

Ｓ

同 壁

化粧石こうボード t=9

アスベストラックス t=5 AEP

2,800

2,800

2,500

～

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

－

A-08

審
査

設
計

製
図

改修前 床 巾 木 腰 壁 壁
備 考

改修後 下 地 仕 上 下 地 仕 上 高さ 下 地 仕 上 高さ 下 地 仕 上 柱型仕上 下 地 仕 上 高さ 廻り縁 梁型仕上

天 井

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容内容

改修 改修
内容 内容

改修

改
修
後
の
仕
上
材
料
の
厚
さ

仕上

下地

ＮＭ－８６１３

ＮＭ－８５９９

種別 壁(m/m) 天井(m/m) 備 考

GB－Ｒ

材 料 名 材 料 名

１０

２５

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８５７８

：土木工事

：建築機械設備工事

：建築電気設備工事

：プラント機械設備工事

：プラント電気設備工事

＜ ＞

１２．５ １２．５

９．５

１２

壁 紙

押出法ポリスチレンフォーム保温材 ２５

１２けい酸カルシウム板(タイプ2)

１２．５

１２．５

又は同等

下地

９．５

GB-NC（Ｎ）

GB-NC（ＮＴ）

GB（Ｗ）

ＤＲ

ＮＭ－８６１４

種別 壁(m/m) 天井(m/m) 備 考

工
事
区
分
略
号

＜ ＞

＜ ＞

＜ ＞

＜ ＞

C

AM

AE

PM

PE

改修前 改修後

改
修
内
容
凡
例

Ｅ：図示の下地調整

Ｆ：既存のまま

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｂ：図示の仕上撤去

Ａ：仕上撤去

Ｇ：取り外し保管

ａ：仕上新設

ｂ：図示の仕上新設

ｃ：下地共新設

ｄ：図示の下地共新設

ｅ：図示の塗装塗り替え

ｆ：既存のまま

ｇ：取り外し物再設置

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

（※a）

Ｃ
＜段裏＞コンクリート打放し

Ｓ 化粧石こうボード t=9 2,500 塩ビ製

ダンコート吹付 t=10
直天井 同天井

（軽量コンクリート t=300）

ＣＣ 100

脱水機室

Ｃ モルタル金ごて モルタル巾木 AEP
ホームマット t=50

Ｃ同 壁
同天井

改修前

改修後

モルタル金ごて
（軽量コンクリート t=300）

有孔ベニヤ t=5.5 OP

有孔ベニヤ t=5.5 OP

（※9）

ロックウール t=25吹付（※b）
直天井

直天井
（木毛板なし）

木毛セメント板 t=25下地

ロックウール t=25吹付（※b）

木毛セメント板 t=25下地

（軽量コンクリート t=300）
モルタル金ごて

モルタル巾木 AEP
ロックウール t=25吹付（※b）

木毛セメント板 t=25下地

（木毛板なし）

（木毛板なし）

大梁：同壁

特記なき限り

ビニル床タイル
（軽量コンクリート t=300）

表）化粧石こうボード t=9
（※8）

（※7）

（※8）

アスファルト防水

25角モザイクタイル（無釉）

大平板 t=5
ダンコート吹付 t=10

Ｃ 木製巾木 60

ダンコート吹付 t=10
大平板 t=5

豆砂利コンクリート t=100
アスファルト防水

25角モザイクタイル（無釉）

2,500

2,650

Ｃ 同 壁

塔 屋

Ｃ 防水モルタル金ごて モルタル金ごて改修前 Ｃ モルタル巾木 100

改修後

（※b）ロックウール t=25吹付
木毛セメント板 t=25下地

注2） 石綿分析調査結果 （石綿障害予防規則 第3条第2項に基づく事前調査における石綿分析結果報告書（証明書） 日鉄環境(株) 2020.3.2より）

※1. 外壁 吹付タイル（下地共）：無検出

※2. 1F 処理槽ホール天井 ダンコート吹付：無検出

※3. 1F ホール床 ビニル床タイル：無検出

※4. 1F ホール天井 ダンコート吹付：無検出

※5. 1F ホール天井 大平板 t=5：石綿含有（クリソタイル 5-50％）

※6. 2F 電気室・管理室床 ビニル床タイル：無検出

※7. 2F 電気室・管理室天井 化粧石こうボード t=9（表面）：無検出

※8. 2F 電気室・管理室天井 化粧石こうボード t=9（内側）：無検出

※9. 2F 脱水機室壁 断熱・吸音材（ホームマット）：無検出

※11.汚泥貯留タンク内壁 タールエポキシ塗料：無検出

注3）

注1） 特記以外に、特別管理産業廃棄物・石綿含有建材と思われるものについては監督員と協議の上調査を行い、適切な撤去・処分を行うこと。

※a：平成24年「釜石市大平下水処理場災害復旧建設工事（建築工事）」にて一部改修（建設当初と同仕上）

※b：ロックウール吹付（建設当初：トムレックス吹付（ビニドール吹付））は、石綿含有建材として、2006年「平成17年度 大平処理場内装補修工事」

（※6）

（※6）

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

Ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

Ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

Ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

Ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

Ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ Ｆ

鋼製床材敷き H=40
Ｓ

Ｂ

ｂ
ビニルシート t=2.0

ビニルシート立上げ ｂ

Ｂ

Ｃ ｂ

Ｂ

Ｃ
グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

100 同 壁 ｂ

Ｂ Ｆ

ｆ

Ｂ

ｂ
ロックウール
t=25吹付

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

ｂ

Ｂ

同 壁 ｂ

Ｂ

ｂ

Ｂ

同 壁 ｂ

Ｂ

モルタル金ごて EP

モルタル金ごて EPＣ

Ｃ Ｓ

Ｓ GB-NC（NT） t=9.5

GB-NC（NT） t=9.5
GB-R t=9.5

2,980

2,800

塩ビ製

Ｂ

ｂ

Ｂ

ｂ塩ビ製

※10.サッシ廻り コーキング：石綿含有（クリソタイル 0.1-5％）

にて撤去し、その後、ロックウール吹付 t=25とされている。

仕上表(2)

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

ＣＣ 150

配 管 室

Ｃ 防水モルタル金ごて 防水モルタル Ｃ同 壁改修前

改修後

直天井Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ同天井

ｆ

Ｆ

ｆ

コンクリート打放し Ｆ

ｆ ｆ

コンクリート打放し

ｆ ｆ

令和 年 月



空調機械室

ＤＳ

ホール

ボイラー室

風除室

処理槽ホール

改修前1階平面図 S=1/100

X1 X2 X3 X4 X5

28,000

Y4

Y1

Y2

Y3

7,000 7,000 7,000 7,000

1
9
,0

0
0

（下部）汚泥濃縮タンク （下部）汚泥濃縮タンク

（下部）汚泥貯留タンク（下部）汚泥貯留タンク

UP
DN

7,
0
00

5,
0
00

7
,
00

0

3,500 3,500

7,000 7,000 7,000 7,000

3,000 4,000

2,
8
30

2,
1
70

5
,5

0
0

1
,5

00

7,
0
00

5,
0
00

7
,
00

0

ポーチ

O

1-7

O

1-6

O

1-5

O

1-3

O

1-4

O

1-2

O

1-1

6
,7

0
0

3
0
0

凡 例

改修工事範囲

壁補強部位

O

0-0 部位番号階数

O：改修前、N：改修後

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/100

審
査

設
計

製
図

A-09

Ｎ

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修前1階平面図

令和 年 月



空調機械室

ＤＳ

ホール

ボイラー室

風除室

処理槽ホール

X1 X2 X3 X4 X5

28,000

Y4

Y1

Y2

Y3

7,000 7,000 7,000 7,000

1
9
,0

0
0

（下部）汚泥濃縮タンク （下部）汚泥濃縮タンク

（下部）汚泥貯留タンク（下部）汚泥貯留タンク

UP
DN

7,
0
00

5,
0
00

7
,
00

0

3,500 3,500

7,000 7,000 7,000 7,000

3,000 4,000

2,
8
30

2,
1
70

5
,5

0
0

1
,5

00

7,
0
00

5,
0
00

7
,
00

0

ポーチ

6
,7

0
0

3
0
0

N

1-7

N

1-6

N

1-5

N

1-3

N

1-4

N

1-2

N

1-1

上部開口閉塞

上部・下部開口閉塞 下部開口閉塞

下部開口閉塞

下部開口閉塞

上部・下部開口閉塞

増し打ち

改修後1階平面図 S=1/100

凡 例

改修工事範囲

壁補強部位

O

0-0 部位番号階数

O：改修前、N：改修後

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/100

A-10

審
査

設
計

製
図

Ｎ

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修後1階平面図

令和 年 月



Y4

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5

UP

UP
DN

±0

薬品貯蔵室

薬注室

電気室

管理室便所

1
9
,0
0
0

7
,0
0
0

5,
0
00

7
,
00
0

28,000

7,000 7,000 7,000 7,000

浴室

脱衣室

3,500 3,500

5,
5
0
0

1,
5
0
0

6
,
70
0

30
0

1,
0
0
0

6
,
0
00

1
,7
0
0

7
,0
0
0

5,
0
00

7
,
00
0

7,000 7,000 7,000 7,000

3,000 5,900 2,100 3,000

4,000 1,900

ＤＳ

廊下

配管室

従業員控室

Y4

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3

UP

UP
DN

±01
9
,0
0
0

7
,0
0
0

5,
0
00

7
,
00
0

3,500 3,500

5,
5
0
0

1,
5
0
0

6
,
70
0

30
0

1,
0
0
0

6
,
0
00

1
,7
0
0

廊下

ＤＳ

脱水機室

従業員控室

28,000

7,000 7,000

7,000 7,000

3,000 5,900

4,000

改修前2階平面図 S=1/100

O

2-3

O

2-1

O

2-2

凡 例

改修工事範囲

壁補強部位

O

0-0 部位番号階数

O：改修前、N：改修後

改修前2階平面図（上部） S=1/100

O

2-4

O

2-5

O

2-6

床補強 将来（別工事）

床補強

脱水機室前室

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/100

審
査

設
計

製
図

A-11

Ｎ

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修前2階平面図

O

2-7

令和 年 月



Y4

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5

UP

UP
DN

±0

薬品貯蔵室

薬注室

電気室

管理室便所

1
9
,0
0
0

7
,0
0
0

5,
0
00

7
,
00
0

28,000

7,000 7,000 7,000 7,000

浴室

脱衣室

3,500 3,500

5,
5
0
0

1,
5
0
0

6
,
70
0

30
0

1,
0
0
0

6
,
0
00

1
,7
0
0

7
,0
0
0

5,
0
00

7
,
00
0

7,000 7,000 7,000 7,000

3,000 5,900 2,100 3,000

4,000 1,900

ＤＳ

廊下

配管室

従業員控室

Y4

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3

UP

UP
DN

±01
9
,0
0
0

7
,0
0
0

5,
0
00

7
,
00
0

3,500 3,500

5,
5
0
0

1,
5
0
0

6
,
70
0

30
0

1,
0
0
0

6
,
0
00

1
,7
0
0

廊下

ＤＳ

脱水機室

従業員控室

28,000

7,000 7,000

7,000 7,000

3,000 5,900

4,000

N

2-3

N

2-1

N

2-2

開口閉塞

開口閉塞（開口縮小）

上部開口閉塞

改修後2階平面図 S=1/100

凡 例

改修工事範囲

壁補強部位

O

0-0 部位番号階数

O：改修前、N：改修後

改修後2階平面図（上部） S=1/100

N

2-4

上部開口閉塞

N

2-6

N

2-5

床補強 将来（別工事）

床補強

脱水機室前室

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/100

審
査

設
計

製
図

A-12

Ｎ

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

改修後2階平面図

N

2-7

開口閉塞

令和 年 月



H=200

H=200

H=200

ボイラー室

DN

X1 X2

7,000

H=300

X1

Y2

Y1

ボイラー室

配管ピット

X1

2FL

GL

1FL

5
0
0

5
,
50
0

6
40

A A

Y1 Y2

モルタル水切り：撤去

配管：既存のまま

換気扇：既存のまま

配管：既存のまま

換気系統配線：既存のまま

配管：既存のまま

雨水配管：既存のまま

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

1
0
0

1
0
0

1
00

アルミ窓 W5810×H600：撤去（枠共）

X1

2FL

GL

1FL

5
00

5
,5
0
0

64
0

1
00

100

1
0
0

Y1Y2

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

周囲カッター入れ

※外部吹付タイル共撤去

X1

配線・BOX（柱付）
：撤去（遮断状態を確認のうえ）

展開方向A

B

C

D

平面図

A-A断面詳細図

平面図（上部）

壁 ロックウール吹付 t=25：撤去

10
0

壁 ロックウール吹付 t=25：撤去

壁 ロックウール吹付 t=25：撤去

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-13

審
査

設
計

製
図

1階X1通りY1-Y2間 開口閉塞補強 改修前
O

1-1

A面（X1通り）展開図 B面（Y2通りX1柱型）展開図 B面（Y2通りX1柱型）展開図

西立面図

X1

1
00

100

1
0
0

配線・BOX（柱付）：撤去
（遮断状態を確認のうえ）

D面（Y1通りX1柱型）展開図

3
7
5
2
05

5
,
84
0

2
0
5
37
5

2,
9
00

2
0
0

7
80

9
8
0

375 205 5,840 205375

9
8
0

7,000

9
8
0

9
8
0

9
8
0

壁（柱型）
ロックウール吹付 t=25：撤去

壁（柱型）
ロックウール吹付 t=25：撤去

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(1)

7
,
00
0

6,200

※ 配管の撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

適切な撤去・処分を行うこと

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材
アルミサッシ窓：撤去（枠共）

アルミ窓 W5810×H600：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

H=200

H=200

令和 年 月

（切断無し撤去）
（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）
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1階X1通りY1-Y2間 開口閉塞補強 改修後
N

1-1

H=200

H=200

DN

X1 X2X1

Y2

Y1

X1

2FL

GL

1FL

Y1 Y2 X1

2FL

Y1Y2

展開方向A C

D

GL

1FL

B

X1

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(2)

H=200

H=200 H=200

令和 年 月

ボイラー室

7,000

ボイラー室

配管ピット

5
0
0

5
,
50
0

6
40

A A

1
0
0

64
0

100

平面図

A-A断面詳細図

平面図（上部）

10
0

西立面図

5
00

5
,5
0
0

A面（X1通り）展開図 B面（Y2通りX1柱型）展開図 D面（Y1通りX1柱型）展開図

3
7
5

6
,
25
0

37
5

2,
9
00

9
8
0

9
8
0

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

6,250

9
8
0

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

6,200

1
,
1
80

9
8
0

1
00

1
0
0

壁（柱型） ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

100

9
8
0

1
00

1
0
0

壁（柱型） ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

7
,
00
0

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

H=300

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10
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展開方向A
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D

釜石市公共下水道事業
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1階Y2通りX2-X3間 壁増設補強 改修前
O

1-2

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(3)

適切な撤去・処分を行うこと

令和 年 月

ポンプ室

ホール風除室

倉庫

4
,
2
00

3
,
00
0

A-A断面詳細図

7,000 5,000

5
00

5
,5
0
0

空調機械室

従業員控室 配管室廊下

ポンプ室

ホール

7,000 5,000

空調機械室

配管室

3,
0
0
0

5
0
0

5
,
5
00

B-B断面詳細図

ボイラー室

ホール

7,000

階段室

換気口：既存のまま

差動式感知器：既存のまま

照明器具：取り外し保管

非常照明器具：取り外し保管

1
,0
0
0

1,
0
00

※ 天井大平板 t=5 は石綿含有建材

天井 軽量鉄骨下地
大平板 t=5＋ダンコート吹付 t=10
塩ビ廻り縁

：撤去（大平板目地合わせ撤去 切断無し）

ホール

A
A

7,000

ポーチ

風除室

7,
0
00

5
,0
0
0

B
B

ボイラー室

空調機械室

階段室

500

1
,0
0
05
00

2,740

消火配管 50A 保温材
L=5000程度（継手間 直管のみ）
：撤去

3,
1
00

1,000

壁 モルタル t=25
VP塗装：撤去

床 ビニルタイル
床モルタル t=30
無筋コンクリート t=300
：撤去

床 ビニルタイル
床モルタル t=30
無筋コンクリート t=300
：撤去

天井 軽量鉄骨下地
大平板 t=5＋ダンコート吹付 t=10
塩ビ廻り縁

：撤去（大平板目地合わせ撤去 切断無し）

天井 軽量鉄骨下地
大平板 t=5＋ダンコート吹付 t=10
塩ビ廻り縁

：撤去（大平板目地合わせ撤去 切断無し）

壁 モルタル t=25
VP塗装 ：撤去

床 ビニルタイル
床モルタル t=30
無筋コンクリート t=300
：撤去

照明スイッチ
：既存のまま

消火配管 50A 保温材：撤去

照明器具
：取り外し保管

風除室

誘導灯：既存のまま

光電式感知器
：取り外し保管

3
,0
0
0

300

壁 モルタル t=25
VP塗装：撤去

3
,0
0
0

400

壁 モルタル t=25
VP塗装：撤去

7,000

平面図

天井伏図

D面（Y2通り）展開図

C面（X3通りY2）展開図A面（X2通りY2）展開図

消火器：取り外し保管

スイッチ：既存のまま

3
,1
0
0

3
,1
0
0

巾木 モルタル t=25 H=100
AEP塗装：撤去

巾木 モルタル t=25 H=100
AEP塗装：撤去

※ 天井大平板 t=5 は石綿含有建材

※ 天井大平板 t=5 は石綿含有建材

※ ホール天井大平板 t=5 は石綿含有建材（作業レベル3）

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

屋内消火栓箱：取り外し保管

電灯盤：取り外し保管

消火器：取り外し保管

電灯盤：取り外し保管

屋内消火栓箱：取り外し保管（配線共）

（切断無し撤去）
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1階Y2通りX2-X3間 壁増設補強 改修後
N

1-2

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(4)

令和 年 月

ホール

7,000

1
,0
0
0

1,
0
00

風除室

ホール

A
A

7,000

ポーチ

風除室

7,
0
00

5
,0
0
0

B
B

ボイラー室

空調機械室

階段室

床 ビニルタイル
床モルタル t=30
無筋コンクリート t=300
：新設（撤去部）

1,950

消火配管 50A 保温材：切り回し

平面図

天井伏図

ポンプ室

ホール風除室

倉庫

4
,
2
00

3
,
00
0

A-A断面詳細図

7,000 5,000

5
00

5
,5
0
0

空調機械室

従業員控室 配管室廊下

ポンプ室

ホール

7,000 5,000

空調機械室

配管室

3,
0
0
0

5
0
0

5
,
5
00

B-B断面詳細図

300

2,740

3,
1
00

1,000

3
,0
0
0

7,000

D面（Y2通り）展開図

C面（X3通りY2）展開図A面（X2通りY2）展開図

床 ビニルタイル
床モルタル t=30

：新設（撤去部）

床 無筋コンクリート t=300
：新設（撤去部）

壁 コンクリート t=200：新設

壁 コンクリート t=200：新設

床 ビニルタイル
床モルタル t=30

：新設（撤去部）

床 無筋コンクリート t=300
：新設（撤去部）

壁 コンクリート t=200：新設

新設コンクリート壁木口 モルタル t=25 EP塗装

消火配管 50A 保温材
L=5000程度（継手間 直管のみ）
：新規（屋内消火栓箱接続共）

壁 モルタル t=25 EP塗装：新設（新規壁面）

壁 モルタル t=25
EP塗装

：新設（新規壁面）

1,560

壁 モルタル t=25
EP塗装

：新設（新規壁面）
※裏面共

新設コンクリート壁木口 EP塗装

1,950

3
,0
0
0

壁 モルタル t=25
EP塗装

：新設（撤去部）

壁 モルタル t=25
EP塗装

：新設（撤去部）

巾木 モルタル t=25 H=100
EP塗装

：新設（新規壁面）

巾木 モルタル t=25 H=100
EP塗装

：新設（新規壁面）
※裏面共

100 100 100

巾木 モルタル t=25 H=100
EP塗装

：新設（新規壁面）

巾木 モルタル t=25 H=100
EP塗装

：新設（新規壁面）

天井 軽量鉄骨下地
ケイカル板 t=5＋無機質系吹付仕上塗材 t=10
塩ビ廻り縁 ：新設（撤去部）
※インサート既存利用

天井 軽量鉄骨下地
ケイカル板 t=5＋無機質系吹付仕上塗材 t=10
塩ビ廻り縁 ：新設（撤去部）
※インサート既存利用

天井 軽量鉄骨下地
ケイカル板 t=5＋無機質系吹付仕上塗材 t=10
塩ビ廻り縁 ：新設（撤去部）
※インサート既存利用
※設備開口補強共

屋内消火栓箱：取り外し物再設置

電灯盤：取り外し物再設置
消火器：取り外し物再設置

照明器具：取り外し物再設置

非常照明器具：取り外し物再設置

光電式感知器
：取り外し物再設置

照明器具：取り外し物再設置

消火器：取り外し物再設置

電灯盤：取り外し物再設置

屋内消火栓箱：取り外し物再設置（配線共）
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1-3

Y2

Y1

2FL

GL

1FL

X5Y1 Y1

X3 X4 X5

ダクト W600×H300 FL+2800
ダクト W500×H250 FL+2800 ダクト W400×H200 FL+2800

オイルタンク

開口間壁コンクリート：撤去

上部ガラリ開口共

7
,
00
0

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

展開方向A

B

C

D

1階Y1通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修前

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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O

1-4
1階Y1通りX4-X5間 開口閉塞補強 改修前

O

1-5
1階X5通りY1-Y2間 開口閉塞補強 改修前

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(5)

適切な撤去・処分を行うこと

令和 年 月

（下部）汚泥濃縮タンク （下部）汚泥濃縮タンク

電気室

C C

A
A B

B

従業員控室 管理室

A-A断面詳細図 B-B断面詳細図 C-C断面詳細図

処理槽ホール 処理槽ホール

処理槽ホール

汚泥濃縮タンク 汚泥濃縮タンク 汚泥濃縮タンク

7,000 7,000

50
0

5,
5
00

照明器具・レール：既存のまま

照明器具・レール：既存のまま

アルミガラリ：撤去（枠共）

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

照明器具・レール：既存のまま

モルタル水切り：撤去

モルタル水切り：撤去
モルタル水切り：撤去

アルミサッシ窓：撤去（枠共） アルミサッシ窓：撤去（枠共）

モルタル水切り：撤去

アルミサッシ窓：撤去（枠共）

照明器具・レール：既存のまま

200 200 200 200

2
0
0

2
0
0

2
00

2
00

2
0
0

2
0
0

2
00

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

壁 モルタル塗り t=25：撤去

壁 モルタル塗り t=25：撤去

壁 モルタル塗り t=25：撤去

壁 モルタル塗り t=25：撤去 壁 モルタル塗り t=25：撤去

壁 モルタル塗り t=25：撤去

ダクト：既存のまま

3,700 3,700

平面図

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

ダクト：既存のまま

ダクト：既存のまま

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材 ※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材
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1
00

1
00

3
,
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0

オイルタンク（オイルパン共）：取り外し保管

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去） （切断無し撤去） （切断無し撤去）



X5 X4 X3

天井配管：既存のまま

X5X4X3

オイルタンク

Y3Y4

Y1 Y2

開口間壁コンクリート：撤去

※外部吹付タイル共撤去

※外部吹付タイル共撤去 ※外部吹付タイル共撤去 ※外部吹付タイル共撤去

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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図

O
1階Y1通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修前

O
1階Y1通りX4-X5間 開口閉塞補強 改修前

O
1階X5通りY1-Y2間 開口閉塞補強 改修前

1-3 1-4 1-5

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(6)

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

適切な撤去・処分を行うこと

令和 年 月

D面（Y1通り）展開図

タテ配管：既存のまま

アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共） アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共） アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共）

タテ配管：既存のまま

周囲カッター入れ

C面（X5通り）展開図

壁 モルタル t=25：撤去

100 100

周囲カッター入れ

壁 モルタル t=25：撤去

周囲カッター入れ

100 100

壁 モルタル t=25：撤去

周囲カッター入れ

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

周囲カッター入れ

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

周囲カッター入れ

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

南立面図 東立面図

汚泥濃縮タンク用VU150ダクト：既存のまま

ダクト（吸込口とも）：既存のまま

ダクト：既存のまま

汚泥濃縮タンク用VU150ダクト：既存のまま

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材 ※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材
アルミガラリ W3670×H500：撤去（枠共）

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

アルミガラリ W3670×H500：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材
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,
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0

4,100

2
,
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0

4,100 4,100

2
,
2
30

4,100

2
,
2
30

3
,
65
0

100 4,100 100

オイルタンク（オイルパン共）：取り外し保管

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去） （切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）



N

1-3

Y2

Y1

2FL

GL

1FL

X5Y1 Y1

X3 X4 X5

ダクト W600×H300 FL+2800
ダクト W500×H250 FL+2800 ダクト W400×H200 FL+2800

オイルタンク

7
,
00
0

展開方向A

B

C

D

1階Y1通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修後

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-19

審
査

設
計

製
図

N

1-4
1階Y1通りX4-X5間 開口閉塞補強 改修後

N

1-5
1階X5通りY1-Y2間 開口閉塞補強 改修後

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(7)

令和 年 月

（下部）汚泥濃縮タンク （下部）汚泥濃縮タンク

電気室

C C

A
A B

B

従業員控室 管理室

A-A断面詳細図 B-B断面詳細図 C-C断面詳細図

処理槽ホール 処理槽ホール
処理槽ホール

汚泥濃縮タンク 汚泥濃縮タンク 汚泥濃縮タンク

7,000 7,000

50
0

5,
5
00

平面図

1
0
0

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

1
00

1
0
0

5
10

3,
6
60

1
,3
3
0

5
10

2
,
2
30

2,
7
6
0

1
0
0

1
00

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

4,100 4,100

4
,
10
0

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

オイルタンク（オイルパン共）：取り外し物再設置

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）



X5 X4 X3

X5X4X3

オイルタンク

Y3Y4

Y1 Y2

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-20

審
査

設
計

製
図

N
1階Y1通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修後

N
1階Y1通りX4-X5間 開口閉塞補強 改修後

N
1階X5通りY1-Y2間 開口閉塞補強 改修後

1-3 1-4 1-5

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(8)

令和 年 月

D面（Y1通り）展開図 C面（X5通り）展開図

南立面図 東立面図

4,100 4,100

2
,
2
30

4,100

2
,
2
30

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

3,
6
60

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

2
,
43
0

3,
7
50

4,300

4,300

4,300

2
,
43
0

オイルタンク（オイルパン共）：取り外し物再設置

空目地 25×20（既設目地合わせ） 空目地 25×20（既設目地合わせ）

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10

空目地 25×20（既設目地合わせ）



Y4

Y3

ダクト W400×H200 FL+2800ダクト W500×H250 FL+2800
ダクト W600×H300 FL+2800

Y4 X5

開口間壁コンクリート：撤去

上部ガラリ開口共

7,
0
0
0

X3 X4 X5

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-21

審
査

設
計

製
図

O
1階X5通りY3-Y4間 開口閉塞補強 改修前

O

1-6 1-7
1階Y4通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修前

展開方向A

D

B

C

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

適切な撤去・処分を行うこと

2FL

GL

1FL

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(9)

令和 年 月

（下部）汚泥貯留タンク（下部）汚泥貯留タンク

D
D

E E

D-D断面詳細図

薬品貯蔵室

汚泥貯留タンク

処理槽ホール

電気室

E-E断面詳細図

処理槽ホール

汚泥貯留タンク

50
0

5,
5
00

アルミサッシ窓：撤去（枠共）

モルタル塗り：撤去

照明器具・レール：既存のまま

照明器具・レール：既存のまま

照明器具・レール：既存のまま

2
0
0

20
0

200 200

アルミガラリ：撤去（枠共）

アルミサッシ窓：撤去（枠共）

2
00

2
00

2
0
0

モルタル水切り：撤去

モルタル水切り：撤去
モルタル水切り：撤去

床電気配管：既存のまま

照明器具・レール
：既存のまま

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

壁 モルタル塗り t=25：撤去 壁 モルタル塗り t=25：撤去

壁 モルタル塗り t=25：撤去

7,000 7,000

平面図

ダクト：既存のまま

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

1
0
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1
00

5
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1,
2
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00

1
,
8
30

2
0
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1
,
53
0

1,
2
30

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材 ※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

1
0
0

ダクト：既存のまま

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去） （切断無し撤去）



Y1Y2

2FL

GL

1FL

X3 X4 X5

X3X4X5 Y3 Y4

※外部吹付タイル共撤去

開口間壁コンクリート：撤去

※外部吹付タイル共撤去

※外部吹付タイル共撤去

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-22

審
査

設
計

製
図

O

1-6

O

1-7
1階X5通りY3-Y4間 開口閉塞補強 改修前 1階Y4通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修前

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

適切な撤去・処分を行うこと

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(10)

令和 年 月

50
0

5,
5
00

アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共）アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共）

アルミガラリ W3670×H500：撤去（枠共）

電気室

配線ダクト：既存のまま

B面（Y4通り）展開図 C面（X5通り）展開図

壁 モルタル t=25：撤去

周囲カッター入れ

壁 モルタル t=25：撤去

周囲カッター入れ

100 100

周囲カッター入れ

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

周囲カッター入れ

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

北立面図 東立面図

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

100 4,100 100

ダクト（吸込口とも）：既存のまま

汚泥濃縮タンク用VU150ダクト：既存のまま

アルミサッシ窓 W3670×H1700：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

配線：既存のまま
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4,100
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00
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,
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,
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0

2
,
2
30

4,1004,100

（切断無し撤去）

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材（切断無し撤去）

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材
（切断無し撤去）

アルミガラリ W3670×H500：撤去（枠共）
（切断無し撤去）※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）



Y4

Y3

ダクト W400×H200 FL+2800ダクト W500×H250 FL+2800
ダクト W600×H300 FL+2800

Y4 X5

7,
0
0
0

X3 X4 X5

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-23

審
査

設
計

製
図

N
1階X5通りY3-Y4間 開口閉塞補強 改修後

N

1-6 1-7
1階Y4通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修後

展開方向A

D

B

C

2FL

GL

1FL

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(11)

令和 年 月

（下部）汚泥貯留タンク（下部）汚泥貯留タンク

D
D

E E

D-D断面詳細図

薬品貯蔵室

汚泥貯留タンク

処理槽ホール

電気室

E-E断面詳細図

処理槽ホール

汚泥貯留タンク

50
0

5,
5
00

床電気配管：既存のまま

7,000 7,000

平面図

1
0
0

1
00

1
0
0

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）
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,
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30

2,
7
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0
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,
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60

1,
2
30



Y1Y2

2FL

GL
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X3 X4 X5

X3X4X5 Y3 Y4

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-24

審
査

設
計

製
図

N

1-6

N

1-7
1階X5通りY3-Y4間 開口閉塞補強 改修後 1階Y4通りX3-X4間 開口閉塞補強 改修後

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(12)

令和 年 月

50
0

5,
5
00

電気室

B面（Y4通り）展開図 C面（X5通り）展開図

北立面図 東立面図

2
,
2
30

4,1004,100

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 モルタル塗り t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

3
,
7
60

4,300

2
,
43
0

3
,
85
0

4,300

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10

空目地 25×20（既設目地合わせ）



2FL

PH1FL

3FL

Y2Y1

2FL

PH1FL

3FL

X4X5

X4 X5

オイルタンク

Y1

Y2

Y2

Y1

X4 X5

X4 X5

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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A-25

審
査

設
計

製
図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(13)

O

2-1
2階Y1通りX4-X5間 開口閉塞補強 改修前

展開方向A

B

C

D

適切な撤去・処分を行うこと

令和 年 月

管理室

2
,9
8
0

4
,
0
00

30
0

7,000

4
,0
0
0

3
0
0

7,000

2
,
8
00

A-A断面詳細図

3
5
0

天井 軽量鉄骨下地
化粧石こうボード t=9
塩ビ廻り縁 ：撤去

壁 モルタル t=25
AEP塗装：撤去

木製額縁（4方）W=200：撤去

開口上部コンクリート：撤去

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

木製カーテンBOX
W=120 H=250 t=20：撤去

電気室

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口上部コンクリート：撤去
（梁につき化粧コンクリートのみ）管理室

A

300

A
A

300

1
,
00
0

差動式感知器：既存のまま

照明器具：既存のまま
エアコン：既存のまま

換気口：既存のまま

300

天井 軽量鉄骨下地
化粧石こうボード t=9
塩ビ廻り縁 ：撤去

300

A
A

300 300

7,
0
0
0

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

監視モニター：既存のまま電気盤：既存のまま

ファンヒーター：取り外し保管
壁掛けオイルサーバー：既存のまま

7,
0
0
0

7,000

7,000

平面図

天井伏図

D面（Y1通り）展開図

南立面図

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

ブラインド：撤去

アルミサッシ窓：撤去（枠共）

7
35

3
5
0

1,
9
8
5

9
3
0

アルミサッシ窓 W3670×H1800：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

周囲カッター入れ

ファンヒーター：取り外し保管

壁掛けオイルサーバー：既存のまま

100 4,400 100

1
00

2,
0
6
5

1
0
0

壁 モルタル t=25
AEP塗装：撤去

木製カーテンBOX
W=120 H=250 t=20：撤去

4,400

3,800

3,800

2
,3
3
0

3
00

アルミサッシ窓 W3670×H1800：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）
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釜石市公共下水道事業
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A-26

審
査

設
計

製
図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(14)

N

2-1
2階Y1通りX4-X5間 開口閉塞補強 改修後

展開方向A

B

C

D

２ＦＬ

網戸（サランネット）、ブラインド

クレセント、アルミ額縁45×25、アルミ水切 W=105、

P6

70

ビル用アルミ引違い窓

アルミ（B-2）

1
AW

1カ所

管理室

建具

建具枠

その他

建具金物

場 所

仕上（枠共）

符号・名称・個数

形 状 寸 法

見込 （ランマ）

硝子 （ランマ）

ガラリ（ 額 ）

見込取合 沓摺

建具枠廻り詳細図 S=1/10

断 面

アルミビル用引き違い窓（AW-1）

平 面

建 具 表 S=1/50 建具金物は全てSUS304とする。

他標準金物一式

2FL

ス

略

号

ラ

具

略

号

物

略

金

号

ガ Ｆ

Ｐ

Ｎ

ＮＰ

ＤＣ

ＡＨ

ＦＨ

ＰＨ

型板ガラス

フロート板ガラス

網入型板ガラス

網入みがき板ガラス

ドアクローザー

オートヒンジ

フロアヒンジ

ピポットヒンジ

建
窓 ガラリ 紙障子 ふすま 網戸シャッター

ヘッドドア
種 別

アルミニウム製

鋼 製

鋼 製 軽 量

ステンレス製

木 製

戸

Ａ Ｄ Ａ Ｗ Ａ Ｇ ＡＯＤ Ａ Ｓ ａ Ｗ

Ｓ Ｄ Ｓ Ｗ Ｓ Ｇ ＳＯＤ Ｓ Ｓ

Ｌ Ｄ Ｌ Ｓ

ＳＳＤ ＳＳＷ ＳＳＧ ＳＳＳ

Ｗ Ｄ Ｗ Ｗ Ｗ Ｇ Ｐ Ｈ

オーバー

令和 年 月
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A-A断面詳細図

電気室

管理室

A
A

A
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,
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A
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7
,
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0
0
0

7,000

7,000

平面図

天井伏図

D面（Y1通り）展開図

南立面図

4,400

2,
3
30

30
0

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

4,400

1
,
1
85

1
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天井 軽量鉄骨下地
GB-NC（NT） t=9.5
塩ビ廻り縁 ：新設（撤去部）

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 モルタル塗り t=25 EP：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

ファンヒーター：取り外し物再設置

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

外壁 モルタル補修の上 複層塗材E：新設
（開口上部コンクリート撤去部）

アルミ製引き違い窓 W2,000×H1,600：新設

壁 モルタル塗り t=25 EP：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

天井 軽量鉄骨下地
GB-NC（NT） t=9.5
塩ビ廻り縁 ：新設（撤去部）
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アルミ製引き違い窓
W2,000×H1,600：新設

（ブラインド共）
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アルミ水切

シーリング：MS-2 20×10

アルミ額縁
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+
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8
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H
=
1
,
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1
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アルミ額縁
シーリング：MS-2 15×10
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5

アルミ額縁

モルタル詰め

シーリング：MS-2 15×10

アルミ水切

シーリング：MS-2 10×10

105 70 45

125 45

ファンヒーター：取り外し物再設置

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10
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※外部吹付タイル共撤去

O
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2階X5通りY3-Y4間 開口閉塞補強 改修前

釜石市公共下水道事業
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(15)

展開方向A

B

D

C

適切な撤去・処分を行うこと

令和 年 月

電気室
電気室

2
,9
8
0

4
,
0
00

30
0

7,000

2
00

1
8
5

壁 モルタル t=25
AEP塗装：撤去

木製額縁（4方）W=50：撤去

アルミサッシ窓：撤去（枠共）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

モルタル水切り：撤去

梁下フカシコンクリート：撤去

天井 軽量鉄骨下地
化粧石こうボード t=9
（改修重ね張り）
塩ビ廻り縁 ：撤去

木製カーテンBOX
W=140 H=170 t=20：撤去

7,000

20
0

2
0
0

AA

7,000

20
0

2
0
0

AA

AA AA

天井 軽量鉄骨下地
化粧石こうボード t=9
（改修重ね張り）
塩ビ廻り縁 ：撤去 1,000

4
,0
0
0

3
0
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7,000

1
0
0

100 100

周囲カッター入れ

アルミサッシ窓 W3670×H1800：撤去（枠共）換気扇：既存のまま

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

周囲カッター入れ

換気扇：既存のまま

濃縮設備高集積制御盤：既存のまま

照明器具：既存のまま

7,
0
0
0

7
,
00
0

天井伏図

C面（X5通り）展開図

南立面図

平面図

A-A断面詳細図

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材
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※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

4,100

壁 モルタル t=25
AEP塗装：撤去

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）
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（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）



釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

1/50

A-28

審
査

設
計

製
図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

詳細図(16)

N

2-2
2階X5通りY3-Y4間 開口閉塞補強 改修後
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展開方向A
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令和 年 月
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平面図

A-A断面詳細図
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南立面図

1,000

C面（X5通り）展開図
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天井伏図

天井 軽量鉄骨下地
GB-R t=9.5
GB-NC（NT） t=9.5
塩ビ廻り縁

：新設（撤去部）

壁 モルタル塗り t=25 EP：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

4,300

2
,
40
0

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）天井 軽量鉄骨下地

GB-R t=9.5
GB-NC（NT） t=9.5
塩ビ廻り縁

：新設（撤去部）

2
,
42
0

4,100

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）



脱水機室

従業員控室

廊下

Y4

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3
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ＤＳ
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+1390 ±0

凡例 １． ±○○ は基準2FLからの床高を示す

SD W850×H1200：撤去（周囲モルタル共）

機械基礎撤去部床モルタル補修

機械基礎撤去部床：モルタル補修

A A

B B

C C

D
D E

E

２． は床撤去を示す
（モルタル t=30＋コンクリート床 t=150）
※切断面モルタル補修とも

モルタル笠木 W100×H30：撤去 L=4,100

モルタル笠木 W100×H30：撤去 L=4,300

３． は床モルタル t=30撤去を示す（コンクリート床残し）
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開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

ダクト：既存のまま

ダクト：既存のまま
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釜石市公共下水道事業
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図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

脱水機室平面詳細図(1)

2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修前
O

2-4

O

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修前

O

2-6

X1通りY2-Y3間平面図（上部）

脱水機室平面詳細図

Y4通りX2-X3間平面図（上部）

手摺り：取り外し保管

手摺り：取り外し保管

手摺り：取り外し保管

37
55
0

4
,1
5
0

5
0
4
2
0

375 205 5,840 205375

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

既存ダクト立上り：既存のまま

既存雨水縦配管：既存のまま

既存電気配線ダクト立上り：既存のまま

既存雨水縦配管：既存のまま

既存給水栓立上り：既存のまま

既存ダクト立上り：既存のまま

タテ配管：既存のまま

ダクト W650×H300 FL+3600

ダクト W400×H300 FL+3600

適切な撤去・処分を行うこと

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

E
E

展開方向A

B

C

D

500×400 スラブ開口閉塞

φ350 スラブ開口閉塞

500×300 スラブ開口閉塞

電気プルボックス・配線
：取り外し保管

コンセント・配線：取り外し保管

鋳鉄製マンホール蓋（枠共）：撤去
φ600 スラブ開口閉塞

鋳鉄製マンホール蓋（枠共）：撤去
φ600 スラブ開口閉塞

鋳鉄製マンホール蓋（枠共）：撤去
φ600 スラブ開口閉塞

鋳鉄製マンホール蓋（枠共）：撤去
φ600 スラブ開口閉塞

1000×300 スラブ開口閉塞

200 200

2
0
0

20
0

フレア溶接（片面１０ｄ）

はつり範囲

後打ちコンクリート

フレア溶接（片面１０ｄ）
はつり範囲

床開口閉塞詳細図 S=1/20

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞ 柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

＜将来工事＞

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

壁 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,710（梁下））

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

＜Y3通り+400-Y4通り間 将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

（ ＜将来工事＞）

（切断無し撤去）
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Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3

UP

UP

DN

±0

凡例 １． ±○○ は基準2FLからの床高を示す

A A

B B

C C

D
D E

E

+1710

+1390

２．

X2 X3

X1

N
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釜石市公共下水道事業
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図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

脱水機室平面詳細図(2)

2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修後
N

2-4

N

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修後

N

2-6

ダクト W650×H300 FL+3600

ダクト W400×H300 FL+3600

展開方向A

B

C

D

ダ
ク
ト

W
9
00
×
H3
0
0
F
L+
3
6
00

ダ
ク

ト
W8
0
0
×
H
30
0

FL
+
36
0
0

X3X3

SB5

S
B1

RB2

G
G

F F

脱水機室FL（補強後）

脱水機室FL（補強前）

脱水機室FL（補強後）

脱水機室FL（補強前）
RB2

DN

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞ ＜将来工事＞

＜Y3通り+400-Y4通り間 将来工事＞

＜将来工事＞

（ ＜将来工事＞）

SB1

H
H

G G

＜将来工事＞
脱水機室

従業員控室

廊下

ＤＳ

7,000 7,000

3,500 3,500
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,
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7,
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5
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6
,
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3
00

1,014

1,837.5

は鋼製床材敷き：新設を示す
縞鋼板加工仕様 t=3.2 板幅 W=200 H=40
溶融亜鉛メッキ
ビニル床シート t=2.0

既製アルミ手すり H=1,100：新設

7,000

脱水機室平面詳細図

X1通りY2-Y3間平面図（上部）

Y4通りX2-X3間平面図（上部）

手摺り：：取り外し物再設置

手摺り：取り外し物再設置

手摺り：取り外し物再設置
壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

375 6,250 385

37
5

4
,2
5
0

3
75

電気プルボックス・配線
：取り外し物再設置

コンセント・配線：取り外し物再設置

7,000

6 1,649 10

25
0

6
1,
6
92

6

4,575

FB-6×50

5
0

17
2

FB-6×50

375 4,563 50

FB-6×50

FB-6×50

3,500 6

FB-6×50

F-F断面詳細図 S=1/20

3
0

3
0

2
5
0

40

無収縮モルタル

鋼製床材
FB-6×50

250

224 6 20

SB1

4
50

鋼製床材

G-G断面詳細図 S=1/20

FB-6×50

FB-6×50

250 6 194

450

鋼製床見切平面詳細図

鉄骨階段 W=800：新設

6
19
4

228 50 172

31
0

40

3
0

2
8
0

アンカー：13φ L=100程度 @600

3
2
0

3
2
0

2
8
0

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

壁 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,710（梁下））

6
0

2
5
0

8
7.
5

無収縮モルタル

4-M12（SUS304）

CT-87.5×175×
7.5×11L=1,100

新設アルミ手摺り：ベース
固定式 H=1,100（JS仕様）

FB-6×50

H-H断面詳細図 S=1/20
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脱水機室

配管室2
,
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5
,
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0

1
,
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X1 X2

階段
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脱水機室

配管室2
,
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,
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,
2
50

64
0

1
,
39
0

X1 X2

7,000

2,
0
30

5
,
11
0

1
,
2
50

6
40

1
,
39
0

X3

7,000

脱水機室

配管室

2FL

RF1

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

2FL

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

2FL

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

RF1

床（モルタル t=30＋コンクリート床 t=150）
：撤去 ※切断面モルタル補修とも1

,0
0
0

壁 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,710）

1
,7
1
0

床 モルタル t=30：撤去（RC補強梁部）

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

床 モルタル t=30：撤去（RC補強梁部）

機械基礎撤去部床：モルタル補修

床 モルタル t=30：撤去（RC補強梁部）

機械基礎撤去部床：モルタル補修

1
,
00
0

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

1
,
00
0

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

床（モルタル t=30＋コンクリート床 t=150）
：撤去 ※切断面モルタル補修とも

1
,
63
5

X3

7,000

モルタル笠木 W100×H30：撤去 L=4,100

2
0
0

10
0

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

モルタル水切り：撤去

1
00

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

壁 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：撤去

壁 ロックウール吹付 t=25：撤去

O

2-3
2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修前

O

2-4

O

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修前

O

2-6

釜石市公共下水道事業

縮 尺
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

脱水機室詳細図(1)

A-A断面詳細図 B-B断面詳細図

C-C断面詳細図

アルミサッシ窓：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

ダクト：既存のまま

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

適切な撤去・処分を行うこと

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

梁下フカシコンクリート：撤去

3
,
2
60

2
0
0

7
85

4
5

8
2
0

手摺り：取り外し保管

令和 年 月

＜将来工事＞ ＜将来工事＞

＜将来工事＞

（ ＜将来工事＞）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）



Y1 Y2 Y3 Y4

2FL

RF1

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

Y2 Y3 Y4

2FL

RF1

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

Y1 Y2

O

2-3
2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修前

O

2-4

O

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修前

O

2-6

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

脱水機室詳細図(2)

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

適切な撤去・処分を行うこと

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

令和 年 月

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

（ ＜将来工事＞）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

配管室2
,
0
30

5
,
11
0

1
,
2
50

64
0

1
,
39
0

2
,
0
30

7,000 5,000 7,000

19,000

脱水機室 ＤＳ

ＤＳ

5,000 7,000

脱水機室

配管室2,
0
30

5
,
11
0

1
,
2
50

6
40

1
,
39
0

機械基礎撤去部床：モルタル補修

床（モルタル t=30＋コンクリート床 t=150）
：撤去 ※切断面モルタル補修とも

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

1
,0
0
0

床 モルタル t=30：撤去（RC補強梁部）

モルタル笠木 W100×H30：撤去 L=4,300 機械基礎撤去部床：モルタル補修

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
＋ホームマット t=50（木下地とも）
：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

1
,
00
0

2
,
0
30

7,000

床（モルタル t=30＋コンクリート床 t=150）
：撤去 ※切断面モルタル補修とも

1,
5
0
0

D-D断面詳細図 階段部断面詳細図

E-E断面詳細図

2
0
0

1
0
0

1
00

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

モルタル水切り：撤去

壁 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50
（木下地とも）

：撤去

アルミサッシ窓：撤去（枠共）
※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

壁 ロックウール吹付 t=25：撤去

ダクト：既存のまま

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

梁下フカシコンクリート：撤去

3
,
2
60

2
0
0

7
85

45

8
2
0

手摺り：取り外し保管

手摺り：取り外し保管

機械基礎撤去部床：モルタル補修



Y3 Y2

Y2 Y3

アルミ窓 W4050×H600：撤去（枠共）

X2 X3

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

脱水機室詳細図(3)

O

2-3
2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修前 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修前

O

2-4

O

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修前

O

2-6

X1

RF1

脱水機室FL（補強前）

撤去の際は監督員と協議の上、適切な撤去・処分を行うこと

適切な撤去・処分を行うこと

※ ダクトの撤去が必要な場合は、継手部等に石綿含有建材の使用が疑われるため、

X1

アルミ窓 W5810×H600：撤去（枠共）

RF1

脱水機室FL（補強前）

Y4 Y4

X2X3

※外部吹付タイル共撤去

※外部吹付タイル共撤去

脱水機室FL（補強前）

脱水機室FL（補強前）

令和 年 月

＜将来工事＞
＜将来工事＞ ＜将来工事＞

（ ＜将来工事＞）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

（切断無し撤去）

壁 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）
：撤去

1
,0
0
0

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：撤去

1
,0
0
0

1
00

1
,1
3
0

200

5
,
11
0

1
,
2
50

5,000

1
0
0

1,
0
30

10
0

※ 窓・ガラリ廻り（4周）シーリングは石綿含有建材（作業レベル3）

※ 施工エリア内の既存残し設備機器・配管類については、養生を行うこと

A面（X1通り）展開図 B面（Y3通りX1柱型）展開図

1
,0
0
0

1
00

1
,1
3
0

200

D面（Y2通りX1柱型）展開図

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

壁 ロックウール吹付 t=15：撤去

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

壁・柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：撤去

5
,
11
0

1
,
2
50

B面（Y4通り）展開図 A面（X2通りY4柱型）展開図 C面（X3通りY4柱型）展開図

4,100

1
,
00
0

1
0
0

1
,
13
0

200

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

7,000

1
,
00
0

1
0
0

1
,
13
0

200

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：部分撤去（脱水機室床～+1,000）

1
0
0

1
,0
3
0

10
0

6,100

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

周囲カッター入れ

※ 外部4周シーリングは石綿含有建材

開口周囲コンクリート：撤去
（開口閉塞周囲壁鉄筋残し）

周囲カッター入れ

アルミ窓 W5810×H600：撤去（枠共）

アルミ窓 W4050×H600：撤去（枠共）

西立面図

北立面図

柱型 ロックウール吹付 t=25：撤去

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：撤去

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：撤去

柱型 ロックウール吹付 t=25：撤去

柱型 ロックウール吹付 t=25：撤去

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：撤去

柱型 ロックウール吹付 t=25：撤去

柱型 有孔ベニヤ t=5.5
ホームマット t=50（木下地とも）

：撤去
壁 有孔ベニヤ t=5.5

ホームマット t=50（木下地とも）
：撤去

壁 ロックウール吹付 t=25：撤去



X1 X2X1 X2

X1 X2 X3

2FL

RF1

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

脱水機室FL（補強後）

2FL

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

脱水機室FL（補強後）

2FL

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

脱水機室FL（補強後）

RF1

X3

N

2-3
2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修後

N

2-4

N

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修後

N

2-6

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

脱水機室詳細図(4)

令和 年 月

A

SB2

X2

RB1

脱水機室FL（補強前）

脱水機室FL（補強後）

SB1

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

＜将来工事＞

（ ＜将来工事＞）

7,000

脱水機室

配管室2
,
0
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,
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,
2
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1
,
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階段

ＰＨ１
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脱水機室

配管室2
,
0
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,
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,
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7,000
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7,000

脱水機室

配管室

1
,0
0
0

3
2
0

3
2
0

3
2
0

1
,0
0
0

1
,
00
0

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

壁 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,710（梁下））
L=6.25ｍ

7,000

1
,3
5
5

1,014

1
,
63
5

2
8
0

B-B断面詳細図A-A断面詳細図

C-C断面詳細図

壁 コンクリート t=170：新設
（20mmフカシ共）

壁 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

巾木 ビニル床シート立上げ H=100

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

巾木 ビニル床シート立上げ H=100

鋼製床材敷き：新設
縞鋼板加工仕様 t=3.2 板幅 W=200 H=40
溶融亜鉛メッキ
ビニル床シート t=2.0

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

巾木 ビニル床シート立上げ H=100 鋼製床材敷き：新設
縞鋼板加工仕様 t=3.2 板幅 W=200 H=40
溶融亜鉛メッキ
ビニル床シート t=2.0

アルミ製L型見切り 30×30アルミ製L型見切り 30×30

アルミ製L型見切り 30×30

手摺り：取り外し物再設置

アルミ製L型見切り 30×30

47
.
5

1,
1
00鋼製床材敷き：新設

縞鋼板加工仕様 t=3.2 板幅 W=200 H=40
溶融亜鉛メッキ
ビニル床シート t=2.0

250 開口：955 540

50 12 800 12 81

87.5 開口：955 540

75 175

25
0

8
7.
5

40
4
7
.5

1
,1
0
0

STKMR400
30×30×2.3

STKMR400 40×40×2.3

ささら：PL-12×220

新設アルミ手摺り：ベース固定式
H=1,100（JS仕様）

A部詳細図 S=1/20

1,350 75

鋼製床材

新設アルミ手摺り：ベース
固定式 H=1,100（JS仕様）

新設アルミ手摺り：ベース
固定式 H=1,100（JS仕様）

段板：CPL-4.5

450 90

40
4
7.
5

3
0

1
50

3
10

4
0

4-M12（SUS304）
CT-87.5×175×7.5×11
L=2,224

1,100

FB-6×50



Y1 Y2 Y3 Y4

2FL

RF1

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強後）

脱水機室FL（補強前）

Y2 Y3 Y4

2FL

RF1

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強後）

脱水機室FL（補強前）

Y1 Y2

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

脱水機室詳細図(5)

N

2-3
2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修後

N

2-4

N

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修後

N

2-6

令和 年 月

X2

SB
1 S
B
1

S
B2

SB2

SB2

RB1

DN

配管ﾋﾟｯﾄFL

脱水機室FL（補強前）

SB1

111

1
2

3
4

5
6

7
8

9

10
11

A

SB1

B

C

SB1
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壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

D-D断面詳細図 階段部断面詳細図

E-E断面詳細図

壁 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

鋼製床材敷き：新設
縞鋼板加工仕様 t=3.2 板幅 W=200 H=40
溶融亜鉛メッキ
ビニル床シート t=2.0

巾木 ビニル床シート立上げ H=100

アルミ製L型見切り 30×30

アルミ製L型見切り 30×30

手摺り：取り外し物再設置

手摺り：取り外し物再設置

鋼製床材敷き：新設
縞鋼板加工仕様 t=3.2 板幅 W=200 H=40
溶融亜鉛メッキ
ビニル床シート t=2.0

新設アルミ手摺り：ベース固定式 H=1,100（JS仕様）
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階段手摺り詳細図
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壁 コンクリート t=170：新設
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B 2-M10 袋ナット

STKMR400
30×30×2.3

ささら：PL-12×220

新設アルミ手摺り：ベース
固定式 H=1,100（JS仕様）

B部詳細図

新設アルミ手摺り：ベース固定式
H=1,100（JS仕様）
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C部断面詳細図

新設アルミ手摺り：ベース
固定式 H=1,100（JS仕様）

4-M12×50
（SUS304）

4-M12×35
（SUS304）RB1
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コンクリート増打

STKMR400 30×30×2.3 @805.5

CT-87.5×175×7.5×11 L=1,100

段板：CPL-4.5

段板：CPL-4.5

CT-87.5×175×7.5×11
L=250

88.8

2,816.2

FB-6×50

FB-6×50
250 6

FB-6×50

アンカー：13φ L=100程度 @600
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4-M12（SUS304）

CT-87.5×175×7.5×11
L=2,224

CT-87.5×175×7.5×11
L=2,224 CT-87.5×175×

7.5×11L=1,100

ステンレスノンスリップ W=35 L=900
フラットエンド付ビニルタイヤ

STKR400 100×40×2.3
L=1,390

STKR400 100×40×2.3
L=1,390

ステンレスノンスリップ W=35 L=900
フラットエンド付ビニルタイヤ
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2-3
2階（上部）X1通りY2-Y3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）Y4通りX2-X3間 開口閉塞補強 改修後 2階（上部）X1-X2間・Y1-Y3間 床補強 改修後

N

2-4

N

2-5
2階（上部）X1-X3間・Y3-Y4間 床補強 改修後

N
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脱水機室詳細図(6)
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脱水機室FL（補強前）
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脱水機室FL（補強前）

脱水機室FL（補強後）

脱水機室FL（補強前）
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西立面図

北立面図

B面（Y4通り）展開図 A面（X2通りY4柱型）展開図 C面（X3通りY4柱型）展開図

壁 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）
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壁 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁・柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

壁 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

壁 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

柱型 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

柱型 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）
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柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

柱型 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）
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柱型 ロックウール吹付 t=25：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）

外壁 コンクリート打放し(B) 複層塗材E：新設
（開口閉塞部及び撤去部）
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巾木 ビニル床シート立上げ H=100 巾木 ビニル床シート立上げ H=100 巾木 ビニル床シート立上げ H=100

巾木 ビニル床シート立上げ H=100 巾木 ビニル床シート立上げ H=100 巾木 ビニル床シート立上げ H=100

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

柱型 グラスウールガラスクロス額縁貼板
32K t=50（ピン工法）

：新設（脱水機室床～+1,000）

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10

打継部（4周）
：目地 20×15 シーリング PU-2 20×10
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

防水対策図

令和 年 月
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建具

建具枠

その他

建具金物

場 所

仕上（枠共）

符号・名称・個数

形 状 寸 法

見込 （ランマ）

硝子 （ランマ）

ガラリ（ 額 ）

見込取合 沓摺

建 具 表 S=1/50 シリンダー本締錠は特記無き限りサムターン付とする。建具金物は全てSUS304とする。

2カ所
1
SD

135

脱水機前室、電気室

鋼製両開き防水・気密・水密ドア

溶融亜鉛メッキ鋼板 t1.6 DP

50

グレモンハンドル、シリンダー本締錠、二軸丁番、DC（S）

ステンレス沓摺、他標準金物一式

形 状 寸 法

建具

建具枠

その他

建具金物

見込 （ランマ）

硝子 （ランマ）

ガラリ（ 額 ）

見込取合 沓摺

場 所

仕上（枠共）

符号・名称・個数

100

丁番、シリンダー錠、フランス落し、ドアチェック、額縁アングル

アルミ

A
3

脱水機前室、電気室

両開きフラッシュ戸（撤去（枠共）） 2カ所
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脱水機前室
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廊下

配管室

従業員控室
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脱水機前室
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1カ所

70

丁番、シリンダー錠、ドアチェック、額縁アングル

型4

アルミ

薬品貯蔵室

額入片開きフラッシュドア（撤去（枠共））
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0
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1カ所
2
SD
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薬品貯蔵室

鋼製片開き防水・気密・水密ドア

溶融亜鉛メッキ鋼板 t1.6 DP
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ステンレス沓摺、他標準金物一式
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新設
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A
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A
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鋼製両開き防水・気密・水密ドア

溶融亜鉛メッキ鋼板 t1.6 DP
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グレモンハンドル、シリンダー本締錠、二軸丁番、DC（S）

ステンレス沓摺、他標準金物一式

窓70 ドア150
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2,600

2,
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建具廻り詳細図 S=1/20

鋼製両開き防水・気密・水密ドア (SD-3)

t=1.5

MS-2 15×10

t=1.5

25 25
15

W=1,600

7
5
7
5

150 20

H
=2
,
0
00

4
0

40 W=800

1
50

2
0

150

1
50

1
0
0

H
=
2,
9
0
0

225 150 20

100125

13540

6075

6
0

25

40 135

3 132 3

2
2
5

1
5
0

20

4
01
3
5

6
07
5

W=2,600 70

5
0

1
5

1
5

100

55 45

15 15

1
00

5
54
5

5
25 4
0
3

5
0

H
=2
,
0
00

6
0
2
5

3
5

25
5
0
3

1
8

25 40

7
.5

1
35

7.
5

3
5
05 7
7

7.5 135 7.5

3 50
5
77

75 95

20 397 3

20 50

モルタル詰め

モルタル詰め

水密材

水密材

モルタル詰め

モルタル詰め
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水切目地 15×10

水密材
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方立躯体へ取付け補強
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7,000 7,000

3,000 5,900

4,000

脱水機室前室

X1 X2 X3 X4 X5

Y4

Y1

Y2

Y3

Y4

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3

凡 例

壁補強部位

O

0-0 部位番号階数

O：改修前、N：改修後

仮設間仕切りC種

※ 仮設間仕切り設置等により、避難動線が変わる場合については、施設管理者と調整の上、施設利用者へ周知すること。

仮設扉 鋼製 W900×H2000程度

上部（天井）シート養生

処理槽上合板養生 ラワン合板 t=12程度



１ 適用範囲
8

・柱補強工事 （溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・耐震スリット新設工事

・柱補強工事 （鋼板巻き工法又は帯板巻き工法）

工事内容

・鉄骨ブレースの設置工事

・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・改修標準仕様書 第８章 耐震改修工事

・

２ 既存部分の処理等 既存構造体の撤去

・図示による（ ） ・

撤去範囲

・図示による（ ） ・

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

１ 鉄筋 [8.2.1]

形状等２ 溶接金網 [8.2.2]

継手方法等３ 鉄筋の継手 [8.3.4][8.4.2～8.4.3]

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・ SD295A

・ SD345

・

・

網目の形状、寸法、鉄線の経 (㎜) 使 用 部 位

備 考

種 類 種類の記号

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

呼 び 径 (㎜)

・ ガス圧接 ・ 機械式継手

継 手 方 法部 位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋 ・ 重ね継手 ・

・ 溶接継手

５ 鉄筋のかぶり厚さ

耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)

・

最小かぶり厚さ

及び間隔

・有り 適用箇所( )

・無し

鉄筋相互のあき(機械式継手及び溶接継手を除く)

６ 機械式継手 使用箇所

H12建告第1463号に適合する性能

(溶接金網含む)

品質の確認方法

不良となった継手の修正方法等

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

・無し

継手位置図

・図示による（ ）

・A級 ・

・図示による（ ）

・図示による（ ）

・

・

・有り 適用箇所( )

・

・図示による( ) ・

７ 溶接継手 使用箇所

H12建告第1463号に適合する性能

品質の確認方法

不良となった継手の修正方法等

・A級 ・

・図示による( ) ・

・最小かぶり厚さに加える厚さ ( )㎜

[8.3.4]

[8.3.4]

[8.3.4]

[8.3.5]

[8.3.5]

[8.4.2]

[8.4.2]

[8.3.5]

[8.4.2]

[8.4.2]

[8.4.3]

[8.3.5]

[8.4.3]

[8.4.3]

[8.4.3]

８ 圧接完了後の試験 [8.3.8]

９ 割裂補強筋

[8.19.6][8.20.7]

仕様

・図示による（ ） ・

[8.1.3]類 別２ コンクリートの類別

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が7日目で

[8.2.5]

352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする

・フライアッシュセメントB種

・高炉セメントB種

種 類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

・

３ セメント

[8.2.5]

※A ・B（コンクリート中のアルカリ総量Rt=3.0 kg/m 以下）

４ 骨 材

・混和剤５ 混和材料

混和剤の種類

※標準仕様書 6.3.1(d)(ⅰ)による ・

・混和材

※標準仕様書 6.3.1(d)(ⅱ)による ・

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

[8.1.3～8.1.4][8.9.2]

アルカリシリカ反応性による区分

混和材の種類

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

[8.2.5]

[8.2.5]

設計基準強度

適用箇所

７ 無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝ ・

・図示による（ ）

※標準仕様書 6.14.1(e)による箇所

2

※18 (N/㎜ ) ・

８ ひび割れ誘発目地、

打継目地

目地寸法

・標準仕様書 9.7.3による ・

(6.6.3)(6.8.2)(9.7.3)

[8.1.4][8.2.7]合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ９ コンクリートの仕上り

間隔・位置・形状

10 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜ ・

(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・図示による( )

・10㎜ ・20mm ・

適 用 箇 所種 別

・ A種

・ C種

・ B種

(6.8.2)

11 型枠 せき板の材料及び厚さ [8.2.7]

打増し厚さ ・20㎜ ・

打増し範囲 ・図示による( ) ・

12 型枠の加工及び組立

(6.8.3)

(6.8.3)

[8.2.7]

[8.7.8]

適用箇所 ・図示による（ ） ・

部 位打 設 工 法
打込み工法等

補 強 工 法

・

・圧入工法 8. .8(a)(2),(c)

・流込み工法 8. .8(a)(1),(b)

・工法指定なし

・工法指定なし

・流込み工法 8. .8(a)(1),(b)

・圧入工法 8. .8(a)(2),(c)

・ ・図示による( ) ・

・全ての増設壁 ・図示による( )

ート壁の増設工事

・現場打ちコンクリ

及び溶接閉鎖フー

柱の溶接金網巻き

・鉄筋コンクリート

13 コンクリートの 部位毎のコンクリートの打設工法の指定

・全ての増設壁 ・図示による( )

・全ての増設壁 ・図示による( )

・全ての増設壁 ・図示による( )

・全ての増設壁 ・図示による( )

・全ての増設壁 ・図示による( )

・図示による( ) ・

・圧入工法 8. .8(a)(2),(c)

・流込み工法 8. .8(a)(1),(b)

・工法指定なし・

プ巻き工法

鉄骨製作工場の加工能力１ 鉄骨製作工場

・適用しない

２ 施工管理技術者 ・適用する [8.1.5]

[8.1.5](7.1.1)

材質等３ 鋼 材

同等以上の能力のある工場

鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の

※建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた(株)日本

性能評価基準」に定める( )グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は

※JIS規格による ・

規 格種類の記号 適用箇所（主要な部分）

[8.2.8]

５ 普通ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料 (7.2.3)

座金

・標準仕様書 7.2.3(d)による ・

ボルトの径

・図示による

(7.2.3)

(7.2.3)

[8.2.9]

[8.2.9]

・トルシア形高力ボルト

セットの種類 ・2種(S10T) ・

４ 高力ボルト

・JIS形高力ボルト

セットの種類 ・2種(F10T) ・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・

すべり係数試験

・行う

※行わない

高力ボルトの径 ・図示による( ) ・

試験方法等

・図示による( ) ・

・図示による( ) ・

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）

[8.2.9]

[8.2.9]

６ 溶融亜鉛めっき

高力ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

すべり耐力等の確認方法

※すべり係数試験

セットの種類

・1種(F8T相当) ・

試験方法等 ・図示による( ) ・

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

・

・

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1）

・

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト距離）

・図示による

[8.12.7]

・図示による( ) ・

適用

・建方用アンカーボルト

種類 ・SS400 ・

７ アンカーボルト (7.10.3)

※標準仕様書 表7.2.3による

・

形状、寸法 ・図示による( ) ・

・構造用アンカーボルト

形状、寸法 ・図示による

セットの種類（JIS B 1220） ・ABR400 ・ABR490 ・

８ 溶接材料 溶接材料

・改修標準仕様書 8.2.10(a)(b)による

・改修標準仕様書 8.2.10(a)(b)以外の溶接材料

[8.2.10]

適 用 箇 所スランプ
2

設計基準強度

・24

・・ ・

・ ・

・ ・

(N/㎜ )

・

※JIS規格による ・

※JIS規格による ・

※JIS規格による ・

※JIS規格による ・

※JIS規格による ・

〈一般事項〉

〈鉄筋〉

〈コンクリート〉

〈鉄骨〉

鉄筋の種類

・ 重ね継手 ・その他の鉄筋( )

使用部位（※下記以外全て ・ ）

使用部位(・1FLより下部（立ち上がり部含む） ・ )

使用部位(・ )

3

※D16以下

※D19以上

材料及び使用箇所 ・図示による（ ）

[8.3.5]

・図示による（ ）

・図示による（ ）

・図示による（ ）

・

・合板(※12mm ・ )

(7.2.4)

溶接技能者

・連続繊維補強工事

・改修標準仕様書において第８章耐震改修工事以外の改修工事で第８章を引用している部分

・構造体用モルタル 無収縮モルタル

材料及び調合等 ・改修標準仕様書8.2.6(1)による

[8.2.6]

既存コンクリートの目荒らしの程度及び範囲

・既存壁 ・打継ぎ面の10～15%程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の

・既存柱、梁面 ・打継ぎ面の15～30%程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の

[8.21.3][8.22.3][8.23.3]

[8.21.2][8.22.2][8.23.2][8.24.2]

機械式継手の工法( )

溶接継手の工法

普通コンクリート

(6.14.1)

［8.11.1］

［8.11.1］

スリーブの材種・規格等

※図示による（ ）

シアコネクタをセパレータとして使用

[8.21.8] [8.23.5]

・監督職員の承諾する国土交通大臣から認定を受けた工場

[8.13.2]

・標準仕様書 表7.2.3（JIS附属書品）による

［8.20.4］

[8.13.2]

高力ボルトの区分

[8.13.26]

[8.14.2]

※ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

圧縮強度（ ）

フロー値（ ）

※図示による（ ）

※図示による（ ）

※図示による（ ）

・図示による（ ） ・

・図示による（ ） ・標準仕様書1.2.2(b)施工計画書の品質計画による

・図示による（ ） ・標準仕様書1.2.2(b)施工計画書の品質計画による

［8.2.5］

21

21

21

21

21

21

・標準仕様書 表7.2.3（JIS附属書品）又はJIS本体規格品（ISO規格）による

（JIS本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ

六角ボルト、強度区分を4.6又は4.8の鋼製とし、ナットの種類を六角ナット

-Cの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、ボルトの径

の値以下とする）

(7.3.2)

[8.13.2]ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1）

６ 構造体用モルタル

材料及び調合等 ・改修標準仕様書8.2.6(2)及び(3)による

・

凹面を全体にわたってつける

凹面を全体にわたってつける

・

・

・標準仕様書5.6.2による

・JIS Z 3882（鉄筋の突合わせ溶接技術検定における試験方法及び判定基準）による

技量を有する者

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

重ね継手の長さ

※図示による（ ）

※図示による（ ）

箇所数

１ コンクリートの

種類及び強度

・15又は18 ・18

気乾単位容積

質量（t/m ）
3

2.3程度

※コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する場合は、

強度、変形等について、事前に監督職員と協議する。

・全圧接部

適用箇所

・図示による（ ） ・

・標準仕様書5.4.9(2)(i)による箇所数

適用箇所

・図示による（ ） ・

・ ガス圧接 ・ 重ね継手

（目地底から算出を行う）

※ D19以上

（カットオフ鉄筋の長さ共）

・外装タイル後張り面の打増し処理

・20㎜ ・

打増し範囲

打増し厚さ

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

存置期間及び取外し

※改修標準仕様書8.7.8による

４ 鉄筋の定着長さ 鉄筋の定着長さ

鉄筋相互のあき

・断熱材を兼用した型枠の使用

・ＭＣＲ工法用シートの使用

・大臣認定を受けた内容による

鉄筋相互のあき

・

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4.1）

・

・図示による（ ）

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

セメントの種類

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

（但し、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」の

備考3の表示のある合板型枠を用いる場合に限る）

(6.8.3)

超音波探傷試験

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

－ 令和 年 月

審
査

設
計

製
図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

S-01 改修特記仕様書(6)

耐
震
改
修
工
事

・開口閉塞

・鉄骨床補強

補強詳細図

鉄筋は、曲げることなく、必要に応じてウレタン等を巻き養生する。
鉄骨は、発泡スチロール等で養生する。

φ6×100×100 床無筋コンクリート

構造細目共通図（複合構造物）4 建築工事

構造細目共通図（複合構造物）4 建築工事

構造細目共通図（複合構造物）4 建築工事

構造細目共通図（複合構造物）4 建築工事

構造細目共通図（複合構造物）4 建築工事

補強詳細図

構造細目共通図（複合構造物）3.26 耐震補強

補強詳細図

補強詳細図

補強詳細図

詳細図

開口閉塞

・全ての増設壁

45N/mm2

SN400B 一般鋼材、梁・梁仕口

SS400 縞鋼板、鋼板

STKR400 階段手摺り

STKMR400 階段手摺り



・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

既存撤去部の配管等の探査方法

スリットの幅及び深さ

２ スリットの施工

・はつりだしによる

３ スリット充填材 ・耐火材

使用箇所及び仕様

・

・遮音材

使用箇所及び仕様

・図示による( ) ・

・図示による（ ）

[8.14.3]試験の要領

12 溶接接合

[8.12.2]

スカラップの形状

開先の形状

・図示による（ ） ・

溶接部の余盛り高さ

・

・

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

13 入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

・図示による( )

・

・図示による(構造関係共通図（鉄骨標準図)1-4(d)改良型スカラップ)

・図示による(構造関係共通図（鉄骨標準図)1-4(g))

・図示による( ) ・

・図示による(構造関係共通図（鉄骨標準図）1-2)

10 製作精度

14 溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

15 錆止め塗装 塗料の種別

・鉄鋼面の錆止め塗料

適用箇所 ・図示による( ) ・

塗料の種別

・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

屋外

・

屋内

・

・

・

・

16 耐火被覆

17 建方精度

設置

18 アンカーボルト等の

種別 ・A種 ・B種 ・C種

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

(7.10.3)

・図示による( ) ・

19 溶融亜鉛めっき 種別等

確認強度

穿孔前の埋込み配管等の探査方法

・

・はつり出しによる

・鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う

試験方法

※引張試験

・グラウト材 [8.2.11]

・接着系アンカー

セット方式 ※カプセル型回転 ・打撃式 ・

接着剤の品質

アンカー筋の種類

１ あと施工アンカー 材料等

・無機系

・図示による（「耐震改修共通事項」施工確認試験荷重）

(7.10.2)※JASS6 付則6［鉄骨精度基準］付表5［工事現場］による

選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

JIS R 5210｢ポルトランドセメント｣に適合した普通または早強ポルトランド

無収縮グラウト材の材質等

砂

セメント

セメントとする。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精

混和材 セメント系（酸化カルシウム及びカルシウム・サルフォ・アルミネート等に

よって膨張する性質を利用するもの）とする。

材齢 28日 40.0 N/㎜ 以上

試験方法

塩化物量 0.30kg/m 以下
3

練り混ぜ2時間後のブリーディング率 ： 2.0％以下

無収縮グラウト材の品質及び試験方法

圧縮強度

無収縮性

ブリージング

材齢 7日 収縮しない

材齢 3日 20.0 N/㎜ 以上
2

2

２）塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコンクリート中の水の塩化

物イオン濃度試験方法」による。

Ｊロートによる流下時間
コンシステンシー

練混ぜ完了から3分以内の値 ： 8±2秒

凝結開始時間 ： 1時間以上

終結時間 ： 10時間以内
凝結時間

亜鉛めっきの種別 材 料 適 用 部 位

最小板厚 2.3㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種

B種

A種

柱底均しモルタル厚さ及び工法の種別

※標準仕様書 表7.10.2（※A種［厚さ50］ ・B種［厚さ30］）による

(7.10.3)

(7.10.3)

９ スタッド 材質、形状及び寸法

呼 び 名 適 用 箇 所呼び長さ (㎜)

・16

・19

・22

・工場溶接の場合

※全数

・工事現場溶接の場合

※全数

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣による

・抜き取り検査①

・図示による（「耐震改修共通事項」アンカー関係共通事項） ・

・図示による（「耐震改修共通事項」アンカー関係共通事項） ・

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

・

・図示による（ ）

※ 標準仕様書 及びH12建告第1464号第二号イによる

H12建告第1464号第二号イ(1)(2)のただし書きによる補強は、「突合わせ継手の食い違い仕

口のずれの検査・補強マニュアル」による

・柱底均しモルタル

・ 無収縮モルタル

・

[8.2.11]

連続繊維の材質

引張強度（含浸硬化後）

ヤング係数（含浸硬化後）

１ 連続繊維シート巻き

[8.2.12]

連続繊維補強材の付着強度試験

・図示による（ ） ・

試験数量

連続繊維補強材の引張強度試験

引張強度試験

※JIS A 1191（コンクリート用連続繊維シートの引張試験方法）による

付着強度試験

※JIS A 6909（建築用仕上塗材）による

・

・

・図示による（ ） ・

試験数量

〈あと施工アンカー〉

〈グラウト工事〉

〈耐震〉

・

・

・

・

・

・・第6水準

・全て

検査水準

節

・AOQL(%) ※4.0 ・2.5

・AOQL(%) ※4.0 ・2.5

※抜き取り検査②

・JASS6 付則6「鉄骨精度検査基準」付表3[溶接]による

外観検査

※行う

※標準仕様書 表14.2.3による

・行わない

種類等

種 類

・乾式吹付けロックウ

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・

・

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・

・高断熱ロックウール

・

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

材料・工法 適用箇所（部位・部分）

材料及び工法は、建築基準法に基づき定められたもの又は認定を受けたものとする

ル塗り

ール

ウール

シウム板

施工確認試験

[8.25.2]

[8.25.2]

[8.25.2]

11 溶接作業者の

技量付加試験

エンドタブの切断する部分

[8.15.4]

[8.15.7]

[8.15.7]

[8.15.11]

・塗装を行う耐火被覆材の接着する面

※改修標準仕様書 表7.3.1 A種

[8.17.3]

・改修標準仕様書 表7.3.1（ ）種

・改修標準仕様書 表7.3.2（ ）種

※改修標準仕様書 表7.3.1 A種

・改修標準仕様書 表7.3.1（ ）種

・改修標準仕様書 表7.3.2（ ）種

[8.20.3][表8.20.1]

(主要構造部及び

構造耐力上主要

な部分に限る。）

２ あと施工アンカー工事

１ 柱底均しモルタル及び

[8.12.1][8.12.2][8.12.5]

[8.2.4][8.12.1]

[8.12.2]

アンカー筋の径及び埋込み長さ

[8.24.7]

[8.24.7]

[8.24.7]

無収縮モルタルの材料、調合等

※標準仕様書 7.2.9 (b)(1)から(4)による ・

[8.18.2～8.18.7]

改修 8.13.3

グラウト材

※ハンマードリル

穿孔機械

（金属検知により電源供給が停止出来る付属装置等を使用する）

・コアドリル

・全て

・切除する部分なし

・改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼 ・全ねじボルト

・金属系アンカー（耐震補強用）

※有機系

ひび割れ部の改修工法の種類

材料・形状

採用した工法の規定を満足するもの

[8.2.12]

・樹脂注入工法 ・Uカットシール材充填工法 ・シール工法

・2500 N/㎜ 以上

・2.35×10 N/㎜ 程度

2

2

下地調整

柱の隅角部の面取り

※工法の評価内容による

・3000 N/㎜ 以上
2

5

・2.00×10 N/㎜ 以上
25

工法

※（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

・

・

セット方式 ※本体打込み式改良型 ・

接合筋の種類、径、長さ

・図示による（ ） ・

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

１）NEXCO試験方法 試験法 312-1999「無収縮モルタル品質管理試験方法」

による。プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の場合の試験は

プレミックス形のみとする。

※頭付きスタッド（JIS B 1198） ・

種類及び性能

性能（耐火時間）

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番

－ 令和 年 月

審
査

設
計

製
図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

S-02 改修特記仕様書(7)

全鋼材



令和　  　年　  　月

壁

柱

壁

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

ＤＤ
ＤＤ

ＤＤ

ｄ

Ｄｄ

ＤＤ

ｄ

曲げ

角度

梁

壁

曲げ内法

直径
位　置

折曲げ図及び

曲げ

角度

折曲げ後の余長

備　考

図参照

図参照

図参照

図の　印

図の　印

図参照

場合を含む

壁の一部となる

２）継手部

１）末端部

１）末端部

２）継手部

２）継手部

１）末端部

１）末端部

２）継手部

出来ない柱頭部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

3.1.1

3.9.1

3.25.1

3.12.1

１）最上階の柱頭

引き通す事が

１）下階の柱主筋を

3.8.2

3.2.1

3.8.1

3.2.1

表参照

図参照

ー

ー

ー ー

１００mm

４ｄ以上かつ６０mm以上

６ｄ以上かつ６０mm以上

折曲げ鉄筋１０ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

ラーメン隅角部

使 用 箇 所

２０ｄ以上

５ｄ以上

最上階

一般階

位　置

中間部

末端部

部　　位

柱

梁

継手方式

重ね継手 圧接継手

幅止め鉄筋

帯鉄筋、

定着末端部

帯筋(HOOP)

(STP)

四隅の主筋

断面が異な

ング基礎の

幅止め筋

煙突の鉄筋

使 用 箇 所

９０°

１３５°

９０°

９０°

θ＜９０°

９０°

１３５°

１８０°

３．１．２表　鉄筋曲げ加工（２）

９０°

９０°

上下階の柱

る場合

あばら筋

独立フーチ

底版筋

砂利または砕石

砂利または砕石

均しコンクリート

捨てコンクリート

　※

　※

　※

　※

２００

１００

　５０

　６０

・ 

（mm）　厚さ種　　別部　位

建 築 工 事

土 木 工 事

かぶり厚さ

厚さ

増打

あばら筋

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

シーリング

帯筋

躯体面

土木工事

建築工事

ａ

ａ  部

ａ

柱 梁 基礎

１：部位により最小かぶり厚さの判断が困難な場合は、監督職員の指示を得る。

２：杭基礎の底版・フーチング下端筋のかぶり厚さは、７.杭基礎の補強を参照する。

部 位

水中・土中等

環　境

大気中

水中・土中等

大気中

水中・土中等

大気中

部位

７０

－

７０

－

〔注〕梁：大梁、小梁、基礎梁、片持梁をいう。

・ 

・ 

環境 床版・スラブ・梁 柱・壁 底版・フーチング

７０

５０

７０

７０

７０

－

底版・フーチング柱・壁

５０

７０５０

５０

床版・スラブ・梁

対策区分

Ⅰ

Ⅱ,Ⅲ

かぶり厚さ

かぶり

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ
かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

かぶり厚さ

打継ぎ

基

杭

礎

ｄ

設計基準

(Ｎ/mm2)

スランプ

（cm）

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・

・

・

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・

※ 普通コンクリート

・

※ ２４

・ ３０

・

※ ２４

・

・

※ ２４

・

・

※ １８

・

※ １８

・

※ １２

・

※ １８

・

※ １５

・

※ １２

・

※ １５

・

※ 高炉セメントＢ

・ 普通ポルトランドセメント

・ 低熱ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＢ

※ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＢ

※ 高炉セメントＢ

・ 普通ポルトランドセメント

・

・ 高炉セメントＢ

・ 

・ 普通ポルトランドセメント

土木

分　類

鉄筋コンクリート

地上

建築

地下

基礎梁

 基礎、

リート

鉄　筋

コンク

土木 無筋コンクリート

無筋コンクリート建築

コンクリート種別 強　　度 セメントの種類

種　別
径

※ ＳＤ３４５

・ ＳＤ３９０

・ ＳＤ４９０

※ Ｄ１３以上

・

下記以外

ＳＤ ２９５Ａ

ＳＤ３４５

重ね継手

ガス圧接

機械式継手

※ Ｄ１９以上の柱、梁主筋

※ Ｄ１６以上の増設端の床、壁鉄筋

・

・図面による。

※ Ｄ１６以下

・

※ Ｄ１９以上

※ Ｄ１９以上、Ｄ２９以下

　 の柱、梁主筋

・

土　木 建　築

鉄筋の種類

鉄筋の継手

４
ｄ

以
上

９０°

１３５°

Ｄ

１
０

０
m
m

１
２

ｄ
以

上
４
ｄ
以
上

（馬筋）

直交方向に９０°

スターラップ、

フープ筋　等

床版

底版

あばら筋、帯筋

スパイラル筋

折曲げ図
曲げ内法

直径

ｄ

θ
Ｄ

躯
体

面

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の複合構造物に適用する。

（２）土木工事と建築工事の区分は図面による。

（３）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに

相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

鉄筋の種類及び継手は１．２．１表による。　

平 面

３．２．１図　異形鉄筋の末端部

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

３．２．１表　フックを設ける位置

３．１．１表　鉄筋曲げ加工（１）

１．４．１表　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの仕様

※

・ 

通常の施工の場合

塩害対策地域の施工の場合

３．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

３．３．１　かぶり厚さ

３．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

（３．３．１図）をいう。

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋を除く）の外面から躯体面までの距離

を加えた厚さ以内に納めるものとする。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚に許容誤差１０mm

均しコンクリートの厚さを含まない。

３．３．２　最小かぶり厚さ

最小かぶり厚さは、３．３．１表による。

床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの厚さは１．４．１表による。

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１．１表及び２．１．２表を標準とする。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１．１表及び３．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、３．２．１表によりフックを設ける。

１．３．１表　コンクリートの仕様　

コンクリートは１．３．１表による。　

注１：無筋コンクリートには均しコンクリート、捨てコンクリートを含む。

１．２．１表　鉄筋の種類及び継手

　　　適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

（４）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

１．１　適用範囲

２．１　記号及び符号

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

２．２　一般注意事項

１．４　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリート

３．１　鉄筋の折曲げ加工

３．２　異形鉄筋の末端部

３．３　鉄筋のかぶり及び間隔
１　特記事項

構 造 細 目 共 通 図（複合構造物）

２　共通事項

３　土木工事

２．１．１表　鉄筋の断面表示　

区分 径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

土　　木

建　　築

又は建築による。

２．１．２表　一般凡例

・
記　号
符　号 内　　容 ※印の説明及び注意事項

※１Ｇ※２

※１Ｂ※２

※１Ｋ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｗ※２

Ｆ※

※１Ｃ※２

ＣＧ※

ＣＢ※

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別

片持小梁断面種別

床用積載荷重

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

コンクリートブロック壁

打ち増し範囲

梁・床版の上がり下がり

※　番号

積載荷重の値（ｋＮ／m2）

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

※１　階数

※２　その階の番号

※１　階数、地中大梁はＦとする

※２　その階の番号

　　　Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐

　　　Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※　番号、階別区分はしない

※１　地中小梁のみＦとする

　　　地中小梁を除く

※　番号、階別区分はしない

　　　Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

　　　階別区分はしない

※２　壁厚（cm）

※２　床版厚（cm）

※３　配筋種別（英大文字）

　　　階別区分はしない

※１　片持床版のみＣとする

　　　Ｂ：二辺固定床版形

※１　Ａ：片持床版形

※２　配筋種別（数字）

　　　階別区分はしない

※　壁厚（cm）

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

応じた凡例により表示

※２　階別区部はしない

※１　Ｅ：耐震壁、Ｋ：階段壁

（用語の定義）

・床版とは、常時荷重及び地震時荷重を負担する主部材をいう。壁式構造のボックス

　カルバートやラーメン構造の頂版や底版がある。

・スラブとは、常時荷重のみを負担する梁に支持される副部材をいう。

＜ 平成３０年版 ＞

※ 本図面は(一社)全国上下水道コンサルタント協会が著作権を有するものである。

　 使用にあたっては、上記協会への使用願いの提出と、配布番号の記載が必要である。

　 枠外右下の【協会員番号】と【配布番号】の記載が無い図面は無効とする。

（別紙による。)

（平成 　 年版）

（別紙による。)

国土交通省大臣官房官庁営繕部

土木学会

土木学会

全国上下水道コンサルタント協会１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・設計編

１）建築工事特記仕様書

２）建築工事一般仕様書

３）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）
工

工

木

土

事

建

築

事

ＡＷＳＣＪ（第３版）－０９８－００３

釜石市公共下水道事業

縮　尺

図　番

－

審
査

設
計

製
図

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

構造細目共通図（複合構造物）(1)S-03

岩手県土整備部

（平成    年版）

（平成    年版）

30

31

31

（　2017年版　）

（　2017年版　）



３．４．１　梁・壁・床版

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

３．４．２　柱

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

（２）最小のあき４０mm

３　土木工事

３．４　鉄筋相互のあき

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

補強筋間隔は１．５Ｐ以下とする。

３．１０　帯筋の割付け

３．９　帯筋の形状

３．８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

３．７　継手及び圧接中心位置（柱、大梁）

３．８　柱筋の継手及び定着

３．５．３　梁主筋の柱内定着

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ずらす距離(Ｌ)は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

３．６　隣り合う継手の位置

（３） 前記（２）を確保できない場合等は、監督職員の承諾を得て、ガス圧接継手又は機械式

継手工法を採用することができる。

３．６．１図　重ね継手工法

全長

全長

折曲げ半径

折曲げ半径

※２

※１

余長１２ｄ以上

余長１２ｄ以上

継
手

長
継

手
長

Ｌ
Ｓ

1
Ｓ

1

部材厚さ（Ｂ）

３．６．１　鉄筋の重ね継手

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（２）梁の継手及び圧接中心位置は下記による。

（３）通常の応力と異なる場合の継手位置は、３．７．１図によらず図面による。

継手及び圧接中心位置は図面にない場合は、３．７．１図による。

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

上端筋　中央：Ｌ0／２以内

Ｄ

≦
３

／
４

・
ｈ

0

Ｄ
ｈ

0 Ｌ0

Ｌ0／４+Ｄ

Ｌ0／４

Ｄ

Ｌ0／４

Ｌ0

３．８．１　一般事項

（１）継手長さはＳ1とし、定着及び余長は、３．８．１図による。

（２）柱頭定着長さＳ3が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、３．８．２図による。

（４）柱脚定着長さ２５ｄ(余長１２ｄ以上)または３５ｄが確保出来ない場合は、図面による。

３．８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

ｈ
0

かぶり厚さ

ｈ
0

ｈ
0

２
５

ｄ
以

上

Ｓ
3

Ｓ
3

継手 定着

直交梁位置

差し筋 差し筋

ａ

ｂ

Ｄ

ａ

ｂ

ＤＤ

ａ

（１）帯筋の形状は、３．９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

（ロ） （ハ）（イ）

（イ）

・丸形

≧６ｄかつ６０mm

ｄ

≧１２ｄ

ＬＬ Ｌ

≧４０ｄ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

≧６ｄかつ６０mm

（ａ）Ｈ形とする。

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

３．９．１図　帯筋組立の形

（ロ）（イ） （ロ）

≧６ｄかつ６０mm

≧６ｄかつ６０mm

Ｌ

３．６．２ 鉄筋のガス圧接および機械式継手

鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

機械式継手は、ねじふし鉄筋継手工法とする。また、ねじふし鉄筋工法以外の機械式継手を

採用する場合は、監督職員の承諾を得ること。

≦
３

/
４

・
ｈ

0
≦

３
/
４

・
ｈ

0

か
つ

１
５

ｄ
か

つ
１

５
ｄ

３
５

ｄ
以

上

Ｓ
3
 
以

上

か
つ

１
５

ｄ

Ｓ
3
以

上

か
つ

１
５

ｄ

Ｌ0／２

Ｌ0／４+Ｄ

≧
５

０
０

３．５．３図　小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着要領

３．５．２図　梁主筋の柱内定着要領

１５０mm以上 余長１２ｄ以上

かつ１５０mm以上

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ガス圧接の場合のずらす距離(Ｌ)は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（３） 機械式継手の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４)　機械式継手をイモ継ぎ部に使用する場合は、継手性能はＳＡ級かつ継手信頼度をⅠ種とする。

なお、3.6.3図　ｂ)に示すように、隅角端部から継手位置まで必要な離間を確保した場合は

Ａ級を選定することができる。詳細は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

機械式継手機械式継手

Ｌ

３．６．３図　機械式継手におけるイモ継手位置

３．６．２図　ガス圧接継手工法及び機械式継手工法
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０
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３．７．１図　継手及び圧接中心位置

は継手を設けてもよい位置を示す

下端筋　両端：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0/４を加えた範囲以内

間隔

Ｄ
ａ

Ｄあき

異形鉄筋

３．４．１図　鉄筋のあき

      ｄ：鉄筋径（呼び名）

（注）Ｄ：鉄筋の最外径

（１）鉄筋の重ね継手長さは３．５．１表、定着の長さは３．５．２表による。

３．５．１　継手長及び定着長の基本

３．５　鉄筋の継手及び定着

鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

４７mm

５１mm

５４mm

５８mm

５４mm

５８mm

６１mm

６５mm

６８mm

７７mm

鉄筋径 最外径

鉄筋径(mm)

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９ ３３

２８

２５

２１

１８

１４

（梁） （柱）
ａ＋Ｄ ａ＋Ｄｄ Ｄ

３．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

鉄筋の

種　類
鉄筋径 設計基準強度

Ｓ1　：重ね継手長

鉄筋中心間隔２００㎜以上 １００㎜以上２００㎜未満

フックなし

ＳＤ３４５

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２２

Ｄ２５～Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm2）

２７未満

４０・ｄ

４５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ

３５・ｄ

３０・ｄ

フックあり フックなし

５０・ｄ

６０・ｄ

６５・ｄ ５５・ｄ

５０・ｄ

４０・ｄ

フックあり

３．５．１表　鉄筋の重ね継手長さ

３．５．２表　鉄筋の定着長さ

Ｓ2：定着長 Ｓ3：定着長 Ｓ4：定着長

フックなし フックあり フックなし フックあり フックなし フックあり
設計基準強度鉄筋径

鉄筋の

種　類

４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ ４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

６０・ｄ ５０・ｄ ４５・ｄ ３５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

ＳＤ

３４５

Ｄ１６

Ｄ１９～

Ｄ２５～

以下

Ｄ２２

Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm2）

２７未満

１　本表の適用は、鉄筋種類ＳＤ３４５、鉄筋径Ｄ１３～Ｄ３２とする。

２　定着長は折曲げ加工後の直線部分で確保する。

３　壁、床版、底版の主鉄筋の中心間隔が１００mm未満の場合は、別途図示による。

６６mm

７７mm

柱：４０mm
梁：２５mm

粗骨材
最大径

の場合
２５mm

３３mm

（１）

粗骨材径×４/３倍

（２）

最小あき

（３）

鉄筋径×１.５

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

３．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異なる径の鉄筋をガス圧接する場合、鉄筋径の差が５mmを超える圧接をしてはならない。

Ｌ

Ｌ

Ｓ2

Ｓ1

３．５．１図　フックのある場合の継手及び定着要領

　　　を含まない。

（３）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（４）継手は相互にずらすことを原則とする。

（５）フックのある場合の継手長及び定着長には、３．５．１図に示すようにフック部分Ｌ ３．１０．１図　帯筋の割付け

２＠

以下

帯筋

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

２＠Ｐ 太い鉄筋または同径のものを２本

重ねる。

１＠

以下

梁面より割付ける。

１Ｐ ＠

１＠

以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

上下の柱断面寸法が異なる場合、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

パネルゾーン

Ｄ１３ ＠１５０≦５００

≦６００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０≦７００

≦８００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５≦９００

≦１０００ Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００≦１１００

≦１２００ Ｄ１３ ＠１００

（２）帯筋の割付けは、３．１０．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

柱幅(mm)

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（２）Ｓ2,Ｓ3,Ｓ4の適用区分を以下に記す。

　　　Ｓ4：小梁、スラブ(地震力を受けない部材)。

　　　Ｓ2：(最上層)大梁上端、基礎梁上端、床版(壁構造)、床版上端(ラーメン構造)、底版。

　　　Ｓ3：柱、壁、(中間層)大梁上端、大梁下端、床版下端(ラーメン構造)、基礎梁下端。

全長（最上階上端筋）：Ｓ2＋※１

全長（最上階下端筋及び一般階）：Ｓ3 かつ ※１＋折曲げ半径+余長

※1：柱せいの３/４倍以上かつ２０ｄ以上

全長：Ｓ4かつ ※２＋折曲げ半径＋余長

※２：梁幅の１／２倍以上かつ１５ｄ以上

Ｌ ≧ ２５ｄ(ｄ：太い方の鉄筋径)

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を交互にすること、

並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に重ね継手位置を交互とすることを

それぞれ示す。

Ｌ ≧ ２５ｄ

(ｄ：太い方の鉄筋径)

ｂ） 機械式継手（Ａ級以上）ａ） 機械式継手(ＳＡ級）

ａ:上下の柱幅の差(a≦１５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

６Ｄ

ａ
＞

１

Ｄ

ａ １

６
≦

６

１ａ

Ｄ
≦

柱脚の鉄筋

が多い場合

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

一般の場合（地反力を受けない場合）

基礎底版の場合（地反力を受ける場合）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

・Ｈ形

：柱芯
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令和　  　年　  　月

３．１１．１　一般事項

３．１１　大梁筋の継手及び定着

３　土木工事

ａ） 腹筋及び幅止め筋

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

（１）一般の梁

３．１２．４　腹筋及び幅止め筋

Ｄ

≒３０

Ｌ0

３．１２．４図　あばら筋の割付け（その３）

６００≦Ｄ＜９００

２－Ｄ１３

３．１２．５図　腹筋及び幅止め筋

９００≦Ｄ＜１,２００

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１，２００≦Ｄ≦１,５００

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

３．１２．１　一般事項

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１３－１０００mmピッチ程度とする。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

３．１２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、３．１２．１図（イ）を標準とする。

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

（２）フックの位置

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げる。

ｄ．（ホ）は梁の上下にスラブが付く場合で、かつ梁せいが１．５m以上

の場合に適用することが出来る。(基礎梁)

３．１２．３　あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

３．１２．３図　あばら筋の割付け（その２）

３．１２．２図　あばら筋の割付け（その１）

Ｄ

≦Ｐ＠

Ｄ

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

≒３０≒３０

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側、床版が両側に付く場合は交互

３．１２　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

一般階 最上階

梁

Ｄ

梁

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

３．１１．１０図　鉛直段差梁（その２）

（２）壁梁の場合、腹筋の継手長さはＳ1 、定着長さをＳ3 とする。

３．１２．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

≦ Ｓ1

コンクリート打継ぎ

３．１１．４　水平段差のある場合

（１）水平段差のある場合

二段筋

ｂ

Ｓ3 Ｓ3

Ｓ3

３．１１．３　ハンチのある場合

（１）最上階の場合

（２）一般階の場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

３．１１．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

３．１１．８図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

３．１１．７図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

下端筋

上端筋

３．１１．５図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その２）

二段筋
Ｓ3

３．１１．６図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

(※１)

柱

梁

梁

柱 柱

梁

ｅ

３．１１．９図　鉛直段差梁（その１）

ｂ部曲げ内法直径

２０ｄ

ａ部曲げ内法直径

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

Ｌ0

Ｄ Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｄ

Ｌ0／２ Ｌ0／４Ｌ0／４

Ｓ3 Ｓ3

Ｓ3

１２ｄ

(余長)

全長Ｓ3

１２ｄ
(余長)全長

Ｓ3

Ｌ0／４ Ｌ0／２

Ｌ0

Ｌ0／４

(※１)

５ｄ

Ｓ3

Ｄ

ｅｅ

Ｄ

≧１２ｄ ≧１２ｄ

≧６ｄかつ６０mm

≧１２ｄ

≧６ｄかつ６０mm

≒３０

Ｐ＠

≒３０

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

≒３０

Ｌ0/４

Ｐ'＠ Ｐ＠ Ｐ'＠

≦Ｐ'＠

Ｌ0/４

Ｄ

腹筋

幅止め筋

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１２ｄ(余長) ｂ

ａ

Ｓ3

(※１)

(余長)

１２ｄ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

(※１)

(※１)

(※１)

(※１)

(※１)

柱

(※１)

Ｓ3

(※１)

Ｓ3

ｅ

ｅ

Ｄ

Ｓ2

(※１)

ｅＳ2

ｅ

Ｓ3

柱

(※１)

(※１)

Ｂ：柱幅

ａ

土木工事

全長Ｓ2

全長Ｓ2

(※１)(※１)

ＣＬ ＣＬ

全長Ｓ3 全長Ｓ3

(※１) (※１)

ＬＣ ＣＬ
１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｓ3

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

定着の長さは、３．１１．２図に準ずる

３．１１．４図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その１）

５ｄ

ｂ部曲げ内法直径

（２）一般階の場合

（継手）
ｂＳ1

Ｓ3

（余長） （余長）

全長Ｓ3Ｓ1

(継手）

Ｄ二段筋

（余長）

１２ｄ
(余長)

全長
Ｓ3

ＣＬ ＣＬ

ｂ(※１)

(※１)

２０ｄ

１２ｄ(余長)

１５ｄ １５ｄ

(※１)

(※１)

全長Ｓ3

１２ｄ(余長)

１２ｄ
(余長)

全長Ｓ3

　　　鉄筋の本数が異なる場合には、３．５．２図のように柱内に定着する。ただし、やむを得ず

　　　梁内に定着する場合は、３．１１．１図による。

　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　　上端筋：曲げ下ろす

　　　梁主筋ののみ込み長さは、柱せいの３／４倍以上かつ２０ｄ以上を確保する。（※１）

　　　梁主筋の柱内定着は、３．５．２図による。

（１）継ぎ手長さ、定着長さ及び余長は、３．１１．１図から３．１１．１０図による。

（２）梁主筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が同数のときは柱をまたいで引き通すものとし、

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（４）梁にハンチをつける場合、その傾斜は図面による。図面になければ１：４とする。

（５）　　　　　印は、継ぎ手及び余長を示す。

（６）破線は柱内定着の場合を示す。

（７）３．２異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋にはフックをつける。

（８）段違い梁は３．１１．２図による。

梁

柱

梁

３．１１．２図　段違い梁

Ｄ≦１００

または同径のものを２本重ねたものとする。

つり上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋、

梁

柱

Ｓ2

３．１１．１図　梁主筋を梁内定着

Ｌ0 全長Ｓ3

１２ｄ

二段筋

１２ｄ

(余長)

全長Ｓ3

２０ｄ

ａ部曲げ内法直径

３．１１．２　ハンチのない場合

（１）最上階の場合

ａ ａ

１５ｄ(余長)

(余長)

ＬＣ

(※１)

(※１)

Ｌ0／４

ＣＬ

(※１)

(※１)

土木工事

全長Ｓ2 全長Ｓ2

Ｂ：柱幅

：柱芯ＬＣ

３．１１．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長（最上階）

平面

断面

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ）
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１５ｄ以上

（６）図内（※１）は、３．１１．１による。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

（３）柱幅＜梁幅の場合の定着は、３．１３．３図による。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、３．１１．１（３）による。

３．１３．１　一般事項

に準ずる。

本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、３．１１．１図

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

３．１３　基礎梁及び底版の継手及び定着

３　土木工事

（４） 印は、継ぎ手及び余長を示す。

（２）壁と床版の交差部は３．１５．４図による。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

を参照のこと。

構造細目共通図（土木構造物）（２）の「６．１．４　壁と床版・底板の交差部」

※３．１５．４図は、柱梁構造の場合である。地下階が壁式構造の場合は、

壁

４－Ｄ※

床版

４－Ｄ※

壁

４－Ｄ※

４－Ｄ※

床版

底盤壁

壁

３．１５．４図　壁と床の交差部及び端部の配筋

３．１５．１　一般事項

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＳ1、

定着長さをＳ2とする。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１３－＠１０００mmを標準とする。

　　　重ね継手を設ける場合は、３．６項に従うものとする。

３．１５．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、構造上安全であることを構造計算によって確認すること。

３．１５．３　壁開口部の補強

を標準とする。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る

を場合は、補強筋を省略することができる。

３．１５．４　壁の交差部及び端部

（１）壁と壁の交差部は３．１５．３図による。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

３．１５．３図　壁と壁の交差部及び端部の配筋

３．１５．２図　壁開口部の補強要領

３．１５　壁の配筋要領

壁

壁

壁

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、３．１５．２図

３．１５．１図　壁の配筋

(継手長)

Ｓ1

Ｓ1

Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

主筋位置

梁

主筋位置

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

柱

柱梁

(継手長)

Ｌ

主筋位置

床版

梁

柱

断面

壁

３．１４．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２） 印は、余長位置を示す。

３．１４．２　小　梁

梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長が取れない場合、

斜めにしてもよい。

一般階

外端

端部

端部

（１）連続小梁の場合

（２）単独小梁の場合

３．１４．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合

は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

３．１４．４図　片持梁主筋の定着

３．１４．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁がない場合）

３．１４．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１４．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

３．１４　小梁及び片持梁の配筋要領

Ｓ4

Ｌ0／２ Ｌ0／４

２Ｌ0／３ Ｌ0／６

Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌ0／４

Ｌ0／６

Ｌ0／２Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌｏ／４ Ｌｏ／２ Ｌｏ／４

連続端
Ｓ4

Ｓ4

１０ｄ以上

Ｌ0／６

２０ｄ(余長)

７Ｌ0／１２

Ｌ0

Ｌ0／２

Ｌ0

連続端

Ｌ0／４

Ｓ4

Ｌ0

Ｌ

ｂ
１０ｄ以上

Ｓ4

Ｓ4

（４）一般部壁筋は、３．１５．１図によることとし、隣接する壁の鉄筋と

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

４－Ｄ※

４－Ｄ※

３．１３．２　基礎梁の場合

（２）柱幅＜梁幅の場合

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

３．１３．３　連続基礎及びべた基礎の場合

（１）柱幅≧梁幅の場合

（１）基礎梁の継手及び定着

３．１３．２図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１３．１図　主筋の継手、定着及び余長(その１)

(※１)

(継手）

Ｓ1(継手)

２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

ＣＬ
ＣＬ

(※１)

(※１) １５ｄ
（余長）

(継手）

Ｓ1

Ｌ0

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４(※１) (※１)

ＣＬ ＣＬ

Ｓ2

２０ｄ(余長) Ｓ1(継手）
Ｓ2

Ｓ3

(※１)

（１）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

３．１３．４　梁形を設けない場合の基礎底版

３．１３．４図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

鉄筋と鉄骨のあきは３．４による。

配筋を曲げ通し筋とする。

Ｓ2 Ｓ2

図面(又はＬ0／４)

３．１３．３図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

(※１)
Ｓ3地中梁

地中梁

Ｓ2

地中梁

柱

地中梁

ＣＬ

Ｌ0／４ Ｌ0／４Ｌ0／２

Ｌ0

１５ｄ(余長) Ｓ1 １５ｄ(余長)

(※１)

(※１)

かつ１５ｄ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｓ4(定着)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ以上

１０ｄ以上 ２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

１５ｄ ２/３Ｌ
２０ｄ以上

Ｓ2

Ｓ2

１０ｄ以上

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ3

壁

床版

床版

壁 壁

Ｓ2

４－Ｄ※

４－Ｄ※

壁筋による

壁壁

２－Ｄ※

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2 Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2Ｓ2

壁

４－Ｄ※

壁筋による

２－Ｄ※

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

床板

Ｓ2

Ｓ2 Ｓ2Ｓ2

Ｓ2

４－Ｄ※

Ｓ2

Ｓ3

Ｓ2

Ｓ2

２０ｄ ２０ｄ

：柱芯ＬＣ

≒４５゜ ≒４５゜

Ｓ4Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

片持梁

先端小梁

片持梁筋片持梁筋
折下げ 折下げ 片持梁

Ｓ4

Ｓ4

（３） 中間部の交差部（２） 中間部の交差部（１） 中間部の交差部

(頭つなぎ梁)

先端小梁

　確保する。

　ずれの場合も曲げ加工後の直線部にて

　着長Ｓ2 を確保する。定着長Ｓ2 は、い

　に指示がある場合は、曲げ加工後に定

　チ筋は直筋とすることができる。図面

　に指示がない場合はＳ2 を省略し、ハン

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面

　も曲げ加工後の直線部にて確保する。

　定着長Ｓ2を確保する。定着長Ｓ2は、いずれの場合

　できる。図面に指示がある場合は、曲げ加工後に

　場合はＳ2を省略し、ハンチ筋は直筋とすることが

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面に指示がない

ハンチを設け定着した場合のＬ形交差部一般の場合のＬ形交差部

一般の場合のＴ形交差部

小梁連続端部小梁外端部

小梁が連続する場合 小梁の終端部

最下階の交差部 最下階中間部の交差部

一般で最上階の交差部 ハンチを設け定着した場合の最上階の交差部

（ｄ：太いほうの鉄筋径）

Ｌ≧部材厚さ(Ｂ)かつ２５ｄ

（１）壁配筋の継手長さをＳ1、定着の長さは、Ｓ3とする。

Ｓ3

※鉄筋径及び本数は、図面による

ＡＷＳＣＪ（第３版）－０９８－００３

釜石市公共下水道事業
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構造細目共通図（複合構造物）(5)S-07

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

製
図

設
計

審
査

－

図　番

縮　尺

釜石市公共下水道事業

ＡＷＳＣＪ（第３版）－０９８－００３

Ａ部

３．１８．３　出隅部の配筋方法

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、３.１８.６図による。特記にない場合は、

Ｄ１３＠１００ダブル程度とする。

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

３．１９．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

３．２０．１　柱

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．１図による。

ただし、ａ＜７０の場合は補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｓ2以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

３．２０．２　梁

行わない。

（１）基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｓ2以上とする。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ1 /２とする）による。

３．２０．１図　柱の増し打ち補強配筋

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

３．２０．２図　梁の増し打ち補強配筋

３．２１　土木部分と建築部分の取り合い３．２０　柱及び梁の増し打ち要領

３．１８　床の配筋要領

３　土木工事

３．１９　階段の配筋要領

３．２１．１　壁縦筋の取り合い

（１）差し筋の仕様は建築工事仕様とする。（径は図面による）

（２）Ｌ1 及びＬ2 は４．５．１表による。

３．２１．１図　壁縦筋の取り合い差し筋

（１）土木工事の外壁に面する柱主筋のかぶりは、３．３．１表によらず、

　　　３．２１．３図による。

３．２１．２図　柱主筋の取り合い差し筋

（１）最上部の柱主筋は、１階建築部分の柱断面に応じ、３．２１．２図の圧接位置まで延ばすこと。

３．２１．３図　柱主筋かぶり厚の取り合い

Ｄ１６－３００＠以内
主筋

主筋

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

※１

梁せい
ＧＬ

ｃ

柱帯筋

柱主筋

（８０）

※７０

（５０）

４０増打３０

シーリング

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内

主筋

主筋

Ｄ１６－３００＠以内

※１

１ＳＬ

差し筋

１
０

０
０

５
０

０

（土木工事）

最下階柱主筋

差し筋

（土木工事）

１ＳＬ

この範囲で曲げを行う（３．８．２図参照）ｂ ｂ

１ＳＬ

ａ

打継ぎ

（１）鉄筋の継手長さは、Ｓ1とする。

３．１８．１　一般事項

３．２１．２　柱主筋の取り合い

３．２１．３　柱主筋かぶり厚の取り合い

３．２０．３　土間スラブの打継ぎ補強

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合。

３．２０．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同ピッチ

３．２０．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

Ｓ2

ＣＬ
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2
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Ｓ

2
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Ｓ
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2

Ｌ
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Ｌ
1

Ｓ2 ａ1

Ｓ
2

ａ
2

Ｓ
2

ａ

ＬＣ

※１

※１

※１
※１

主筋

Ｄ１６－３００＠以内

ａ

あばら筋と同径・同ピッチ

梁のあばら筋

Ｓ2

※かぶり厚さ７０（８０）mmは、柱部材の

　外壁に面する部分のみに適用する。

（　）内は、塩害対策地域に適用する。

ｂ＝地下かぶり

ａ＝地上かぶり

ｃ＝地上かぶり＋増し打ち（３０）

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．２図による。ただし、ａ＜７０の場合、補強は

Ｓ2
受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３ Ｓ2

図面になければ３．２０．５図による。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

及び受け筋（その２）及び受け筋（その１）

受け筋受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ3 Ｓ3

１５ｄ以上

１５ｄ以上

Ｓ3

１５ｄ以上

Ｓ3

（２）ラーメン構造の床版の定着長さ及び受け筋は、３．１８．１図による。ただし、引き通す

ことができない場合は、３．１８．２図、３．１８．３図により梁内に定着する。

なお、スラブ筋の場合は、３．１８．１図～３．１８．３図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と

読み替える。

３．１８．１図　床版筋の定着長さ ３．１８．２図　床版筋の定着長さ

３．１８．３図　床版筋の定着長さ及び受け筋（その３）

注ｂ1≧ｂ2とする

出隅部分の補強筋

出隅部分の補強筋

出隅部

ｂ1/2

ｂ
1
/
2

Ｓ
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Ｓ
3

ｂ1 ｂ1

ｂ
1
/
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ｂ1/2

ｂ
2

Ｓ3

Ｓ2ｂ1/2

Ｓ3

ｂ
2

Ｓ2

柱又は梁にＳ2を定着する

出隅受け部分

注ｂ1≧ｂ2とする

床版配力筋

３．１８．６図　片持床版出隅部の補強配筋

小梁を設ける事を原則とする。

（３）片持スラブの場合は、３．１８．６図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と読み替える。

Ｓ
4

Ｓ
4

Ｓ
4

Ｓ
4

（端　部）

３．２０．５図　土間スラブの打継ぎ補強配筋（ダブル）

スラブと同径、同間隔

ａ

Ｄ１３

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ
4

Ｓ
4

６－Ｄ※

３５０

４－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ

Ｓ2

Ｈ

Ｓ2

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する(３．１８．８図)。

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

３．１８．５　床版及びスラブ開口部の補強

Ｓ2

ｎ1 本

Ｓ2

（ｎ1 ／２）本

（ｎ2 ／２）本

※

ｎ2 本

Ｓ2

Ｓ2

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋

を出来る場合は、補強筋を省略することができる。

３．１８．８図　床版及びスラブ開口部の補強配筋

３．１８．７図　段差のある床版の補強配筋

３．１８．４　段差床版の補強

（１）同一床版に段差がある場合、３．１８．７図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

先
端

壁
厚

以
上

先端部補強筋
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０

０
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下
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上

先端部補強筋

２－Ｄ１３

先端壁の縦筋の径及び

ピッチに合わせる

Ｓ
2

Ｓ2 Ｓ2

２－Ｄ１３
先端部補強筋

ｂ

主筋

配力筋

受け筋
Ｄ１３(Ｌ≦１０００)

Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｌ

Ｓ2Ｓ3

（２）段差スラブの場合は、３．１８．７図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と読み替える。

一般部

一般床版

※先端の折り曲げ長さｂは、片持部材の厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

※片持スラブの場合は、３．１８．４図及び図３．１８．５図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と読み替える。

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

（出隅受け部配筋）（出隅部分補強配筋）

７０＜Ｈ≦１５０Ｈ≦７０

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

※鉄筋径及び本数は、図面による

：壁芯

７０≦ａ1 、ａ2≦２００７０≦ａ≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

７０≦ａ1 、ａ2≦２００７０≦ａ≦２００

ａ≦３００mmの場合

Ａ部　柱取り合い

建築工事

土木工事

土木工事

建築工事

土木工事

建築工事

土木工事

建築工事

３．１８．２　片持床版

（１）片持床版の配筋

３．１８．４図　片持床版の配筋

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

３．１８．５図　先端に壁が付く場合の配筋

※床版に段差のない場合は、主筋を引き通して床版またはスラブに定着してもよい。
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鉄筋

コンクリート

コンクリート

鉄筋

３．２４．１　一般事項

３．２４．１図　ＰＨＣ杭の杭頭補強

　　　定着する基礎底版コンクリートの設計基準強度を３０Ｎ/mm2以上とする。

　　　ＳＤ４９０では４１ｄ以上とする。

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

３．２５．３　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

（１）杭基礎の場合のフーチング配筋方法は、３．２５．３図とする。

（２）杭頭処理の方法は、３．２４項に基づくものとする。

　　　１．０Ｄ（Ｄは杭径）以上とする。

３．２５．１　フーチングの補強

（１）補強方法は図面による。

（２）基礎底版筋の配筋は、図面による。

３．２３．１　底版、床版

（１）底版、床版のせん断補強要領は３．２３．１図及び３．２３．３図による。

３．２３．２　壁

（１）壁のせん断補強要領は３．２３．２図及び３．２３．３図による。

断 面 図

（１）補強鉄筋にＳＤ３９０またはＳＤ４９０を用いる場合、中詰めコンクリート及び補強鉄筋が

（２）鉄筋種別、径・本数は、図面による。

（４）杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合は、３.２４.６図による。

（５）杭体内補強鉄筋は必要に応じ配置する。

３．２５　独立基礎の補強

３．２４　杭基礎の補強

３．２３　せん断補強鉄筋

３　土木工事

３．２５．３図　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

３．２５．２図　基礎接合部の補強配筋

３．２４．５図　鋼管ソイルセメント杭の杭頭補強

鉄筋種別
内法直径　Ｄ

ＳＤ４９０

ＳＤ３９０

ＳＤ３４５ ５．０ｄ

６．０ｄ

７．０ｄ

３．２５．１図　独立基礎の補強配筋

ずれ止め厚さ

９

１６

１２

３．２４．２図　鋼管杭の杭頭補強

３．２４．４図　ＳＣ杭の杭頭補強

Ｔｙｐｅ　Ｂ

３．２３．３図　せん断補強筋加工要領図

３．２３．１図　底版、床版のせん断補強要領図

（３）杭芯とフーチング外端面との距離（Ｌp）は、場所打杭、打込み杭、埋め込み杭は

３．２５．２　基礎接合部の補強

６ｄかつ６０mm以上

１２ｄ以上

６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

１２ｄ以上

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

ｄ

Ｄ
６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

※材質はＳＳ４００

杭　径

補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

基礎底版鉄筋

Ｄp／４

Ｄp／４

※２

基礎下面

組立鉄筋

１５mm以上

中詰めコンクリート

１００

１００

１００

基礎底版鉄筋

基礎下面

１００

１００
２００

Ｄ１３以上、間隔１５０＠以下

帯鉄筋

主鉄筋径ｄ

帯鉄筋

Ｄ１３以上、間隔３００＠以下

３．２４．３図　場所打ち杭の杭頭補強

基礎底版主鉄筋

１００

１００

帯筋かぶり １５mm以上

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１５mm以上

かつ杭体内補強鉄筋径以上

基礎下面

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

中詰めコンクリート

ソイルセメント

中詰めコンクリート
補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋
Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

基礎底版鉄筋

基礎下面

※２

組立鉄筋

１５mm以上 補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１００

１００

１００

Ｄ

基礎上端鉄筋

補強鉄筋

中詰めコンクリート

基礎下面

基礎底版鉄筋

１００

１００

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

３．２４．６図　杭頭補強筋が底版厚より長くなる場合の杭頭補強

補強鉄筋の曲げ

１２ｄ以上

Ｓ2

Ｄ

３－Ｄ１６

≧１５０

Ｓ2

Ｓ2

Ｄ

３－Ｄ１６

Ｓ2

≧１５０

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

Ｌp

１
０

０

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

断　面　図

平　面　図

１２ｄ以上

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

３．２４．１表

Ｄ１３－１５０＠

帯鉄筋

Ｌ≧Ｌ0+１０ｄ

中詰め補強鉄筋（ｄ）

Ｓ2

Ｓ2

１００

１００

基礎底版鉄筋

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

中詰めコンクリート

中詰め補強鉄筋

基礎下面

杭体内補強鉄筋

ＰＣ鋼材 杭体内補強鉄筋

注１．φは、ＰＣ鋼材径とする。

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

杭体内外ずれ止めプレートの肉厚

３．２３．２図　壁のせん断補強要領図

※壁厚ならびに配筋は図面による。

カットオフする場合

カットオフしない場合

杭頭処理形態

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌs

Ｌc

Ｌs≧５０φ＋Ｌ0＋１０ｄ

Ｄp

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつ５０φ＋Ｌ0＋１０ｄ＋（かぶり１００）

Ｌs≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｄp

Ｌ≧２．５Ｄｐ+１００

Ｄp

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌ≧２・Ｄp

Ｌs≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌc≧Ｄp＋１００

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｄp

（３）杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌ0は、主筋の材質がＳＤ３４５およびＳＤ３９０では３５ｄ以上、

Ｌ≧Ｌ0 ＋１０ｄ

Ｌc≧Ｄsp＋１００

Ｌs≧Ｌ0+１０ｄ

Ｄsp／４

Ｄsp／４

Ｄsp

Ｄsc

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

（Ｄp）

Ｄp ＜ ８００

８００≦ Ｄp ＜１２００

１２００≦ Ｄp ＜１５００

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつＬ0＋１０ｄ＋（かぶり１００）

断 面 図

※鉄筋径及び間隔は図面による。

※鉄筋径及び間隔は図面による。

Ｄ＝５ｄ

Ｄ：曲げ内法直径

ｄ：せん断補強鉄筋直径（呼び名）

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

※鉄筋径及び間隔は図面による。

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

※ｄ：鉄筋直径

（呼び名）

（呼び名）

※ｄ：鉄筋直径

０＜Ｄ≦２００２００＜Ｄ≦１０００

梁幅 梁幅
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３．２６．１　 適用範囲

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の土木構造物の耐震補強に

　　　適用する。

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに相違

　　　がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

３．２６．２　鉄筋の仕様及び継手

鉄筋の種類及び継手は３．２６．１表による。　

Ｄ１３

下記以外

※ 以上

・Ｄ１９以上の柱、梁主鉄筋

・Ｄ１６以上の増設端の床・壁鉄筋

・図面による

　　　ＳＤ材との継手にガス圧接を使用してはならない。

※１

※

３．２６．３　鉄筋の継手長及び定着長

ＳＤ３４５以外の鉄筋との継手長・定着長については図面による。

３．２６．４　あと施工アンカー（接着系）

（１）アンカー径は、Ｄ１３以上、Ｄ２２以下とする。

（２）アンカーの打設は、増設壁が接合する四周の柱、梁に行うことを原則とする。

３．２６．１表　鉄筋の種類及び継手

(ナット付き）

(ナットなし）

Ｓ1：補強筋との継手長

Ｌn：有効定着長さ

Ｌd：アンカ-筋の全長

Ｌe：アンカ-の有効埋め込み長さ

３．２６．１図　あと施工アンカー埋め込み・定着図

ｄa：アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

Ｄa：既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

Ｌ ：コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

・Ｄ１３以上

種　別

ＳＤ ３４５

重ね継手

　)ガス圧接

　フレアー溶接

機械式継手

鉄筋の継手

鉄筋の種類

径

※１）既存の鉄筋種別がＳＲ２３５，２９５及びＳＤ２９５Ａの場合は、

３．２６．７　開口閉塞

（１）既存壁と増設壁との接合は、開口周囲のコンクリートをはつり、鉄筋同士をフレア溶接

で行う。

（２）閉塞部分が既存梁、柱と接する部位は全てあと施工アンカーで接合する。

はつり範囲例　　mm

はつり幅壁の鉄筋径

Ｄ１３ ２００

２００Ｄ１６

Ｄ１９ ３００

３００Ｄ２２

Ｄ２５ ３００

３．２６．８　フレア溶接

（１）特記なき鉄筋のフレア溶接の継手形状を３．２６．６図に示す。

(詳細は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。)

３．２６．６図　フレア溶接継手形状

３．２６．５図　開口閉塞要領図

（３）閉塞部分の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（２）継手長さは鉄筋径の１０倍とし、回し溶接は行わない。

（３）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

３．２６．６　増打ち補強壁ほか

（１）増打ち補強壁の配筋は３．２６．４図を標準とする。

（２）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

（３）増打ち部と接する既存の壁面を目荒しするほか、新旧の壁面にジベル筋を設けるものとし、

　　　配置間隔は図面による。

（４）増打ち壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（５）梁下端部や垂れ壁下端部の施工では、コンクリートのブリーディングや沈下を考慮して、

　　　打継目が一体となるように留意する。

３．２６．４図　増打ち補強壁要領図

ジベル筋（接着系）

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

(あと施工アンカーの位置と間隔)

３．２６．２図　あと施工アンカー配置図

３．２６．２表　あと施工アンカー埋め込み・定着長さ

区 分

一般部

曲げモーメント

せん断力

曲げモーメント

せん断力

-

-

カット

先端形状４５°

用 途 長 さ 備 考

１２・ｄa

７・ｄa

１２・ｄa

１０・ｄa

２０・ｄa

Ｓ1＋ ５・ｄa ナットなし

ナットあり

位 置

一般部

開口補強部

一般部

開口補強部

有効定着長
（Ｌn）

（Ｌe）
有効埋め込み長

既存躯体 増設補強壁

ｄa Ｌe

接合面
接着剤

Ｄ
a

Ｌ Ｌn

Ｌd

アンカ－筋

ｄ
a

増設補強壁既存躯体

ｄa Ｌe

接着剤
接合面

Ｄ
a

Ｌ Ｌn＝Ｓ1 +５ｄa

アンカ－筋

ｄ
a

はしあき

（５ｄa以上）

ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

（５ｄa以上）

はしあき ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

（２．５ｄa以上かつ主筋の内側）

へりあき

ゲージ

（５．５ｄa以上）

はしあき

（５ｄa以上）

ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

ゲージ

（４ｄa以上）

へりあき

（２．５ｄa以上かつ主筋の内側

かぶりコンクリート せん断補強筋

あと施工アンカー

主筋 可(○)

不可(×)

２
０

０
m
m
以

上

無収縮モルタル圧入

＠

＠

（Ｄ１３以上）

壁周辺目荒し

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き） ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

φ ａ

ｗ
溶接部

回し溶接をしない

２０mm

鉄筋

２０mm

鉄筋

回し溶接をしない

１０ｄ

（３）アンカーの埋め込み・定着長さを３．２６．２表に示す。

３．２６．５　新設補強壁

（１）新設補強壁の配筋は３．２６．３図を標準とする。

（２）新設部と接する既存の壁面には目荒しを施す。

（４）新設壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

２
０

０
m
m
以

上

無収縮モルタル圧入

アンカ－筋（ナット付き）

壁周辺目荒し

幅止め筋（Ｄ１３以上）

３．２６．３図　新設補強壁要領図

あと施工アンカー（接着系）

フレア溶接

（片面１０ｄ）

はつり範囲

フレア溶接

（片面１０ｄ）

（鉄筋径による）

後打ちコンクリート

はつり範囲

（鉄筋径による）

フレア溶接

（片面１０ｄ）

無収縮モルタル圧入

２
０

０
m
m
以

上

２
０

０
m
m
以

上

３　土木工事

３．２６　耐震補強

（ａ）シングル配置

（ｂ）ダブル配置

（ｃ）千鳥状配置

（ｄ）断面配置

ｗ：溶接ビードの幅

ａ：のど厚

φ：鉄筋径（呼び径）
フレア溶接継手の形状

１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・構造性能照査編

５）官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説

６）鉄筋定着・継手指針

　　耐震改修設計指針・同解説

８）あと施工アンカー連続繊維補強設計・施工指針 国土交通省

日本建築防災協会

土木学会

建築保全センター

土木学会

土木学会

全国上下水道コンサルタント協会 （別紙による。)

（平成    年版）

（平成   8年版)

（　2007年版　）

（　2006年版　）
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かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

までの距離（４．３．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

最小かぶり厚さは、４．３．１表による。

　　　定着の方法は４．５．２図による。

　　　て定着する鉄筋の定着長さＬが、４．５．２表のフックあり定着の長さを確保できな

　　　い場合は、全長を４．５．２表に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、

　　　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを４．５．３表に示す長さをのみ込ませる。

４．５．１　鉄筋の重ね継手

（１）鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、４．５．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

４．３．１　かぶり厚さ

４．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

４．３．２　最小かぶり厚さ

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンク

リートの厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍

以上確保して最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（３）異形鉄筋の直径（呼び径）の１．５倍以上

（注）１．Ｌａ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

塩害区分

構造部分の種別

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：仕上なしの場合を標準とする。

床､耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

４．１　鉄筋の折曲げ加工

４．３　鉄筋のかぶり及び間隔

４．４　鉄筋相互のあき

４　建築工事

帯筋

ａ

かぶり厚さ

打継ぎ

かぶり厚さ

増打

躯体面

ａ

かぶり厚さ

あばら筋

定着起点

定着起点

ｂ

Ｌ 余長

全長

Ｌb（ただし、梁幅の

Ｌ1h、Ｌ2h又はＬ3h

Ｌ1、Ｌ2又はＬ3

Ｌa（ただし、柱せいの

（２）最小のあき２５mm

種　別

鉄筋の

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５
３０

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

Ｌa Ｌb

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

３０

設計基準強度

２４　２７

２４　２７

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ1hは、４．５．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

２４　　２７

３０

２４　　２７

３０

３５ｄ

３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

―

鉄筋の

種　別

１０ｄ

かつ

以上

フックなし フックあり

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ ２０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１０ｄ

Ｌ3h

スラブ小梁
Ｌ2hＬ1h

Ｌ3

スラブ小梁

２０ｄ

Ｌ2

３０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

３０ｄ３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

また中間部での折曲げは行わない。

　　５．フックありの定着の場合は、４．５．２図(イ)に示すようにフック部分bを含まない。

　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直筋の直線定着長さ(基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊の恐れのない個所への直接定着の長さ及びフックありの定着の長さ

(注)１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

４．５．４　定着の方法

　　　なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げ

　　　（注）１、Ｌa、Ｌbは、４．５．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記の条件を満たすものとする。

最大径

の場合

粗骨材

（３）

３１mm

２５mm

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

Ｄ１６

Ｄ１３

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３ ４４mm

３８mm

３３mm

２９mm

２４mm

２０mm

４２mm

４５mm

４９mm

５２mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

（１）

鉄筋相互のあき：ａ鉄筋径(mm)

鉄筋径 最外径

Ｄ１０

（２）
最小鉄筋芯間隔

１５mm

３０

４０

４０

４０

６０

６０

４０

５０

５０

５０

７０

７０

一　　般

土、水に
接する部分

煙突等高熱を受ける部分

２４，２７

３０

２４，２７

３０

Ｌ1

　　　　　　　１/２倍以上）

　　　２．Ｌｂ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

４．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

４．５．３　鉄筋の定着

（１） 鉄筋の定着の長さは、４．５．２表による。

Ｌ

　　　　　　　３/４倍以上）

異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

あき

ａ

Ｄ Ｄ

間隔

４．４．１図　鉄筋のあき

４．５．２図　定着の方法

４．５．３表　鉄筋の投影定着長さ

４．５．２表　鉄筋の定着の長さ

４．５．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

４．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

４．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

Ｌ1h

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

シーリング

かぶり厚さ

かぶり厚さ

躯体面

全長

Ｌ

余長

平 面

壁

壁柱

４．２．１図　異形鉄筋の末端部

４．２　異形鉄筋の末端部

１）最上階の柱頭部

１）下階の柱主筋を

引き通すことが

できない柱頭部
4.7.2

4.2.1

4.7.1

4.2.1

図参照

図参照

２）継手部

１）末端部
１）末端部 4.8.1 図参照

4.11.1１）末端部
１）末端部

２）継手部

１）末端部

２）継手部
１）末端部

壁の一部となる

表参照4.1.1

場合を含む 図参照

部　　位

四隅の主筋

柱

梁

煙突の鉄筋

幅止め筋

圧接継手

継手方式

備　考

帯筋(HOOP)

断面が異な

重ね継手

４．２．１表　フックを設ける位置

上下階の柱

る場合

あばら筋

(STP)

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

以下
Ｄ１９

柱、梁の主筋

Ｄ１６以上の鉄筋

Ｔ形及びＬ形の梁の

あばら筋

幅止め筋

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

～Ｄ３８

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

Ｄ１６

１３５°９０°

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図示による。

　　　　　を用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

４．１．２表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法(中間部)

－
あばら筋、帯筋

スパイラル筋

８ｄ以上６ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上

使　用　箇　所
ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

折曲げ内法直径（Ｄ）

折　曲　げ　図

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

Ｄ１９
～Ｄ２５

Ｄ１６
以下

Ｄ２９
～Ｄ３８

使　用　箇　所

その他の鉄筋

曲げ
角度

４．１．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フック

ｄ Ｄ

４ｄ以上

ｄ Ｄ

６
ｄ
以
上

８
ｄ

以
上

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ

以
上

９０°

以下

Ｄ

ｄ

曲げ

角度

鉄筋の折曲げ加工は、４．１．１表及び４．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、４．２．１表によりフックを設ける。

１５０mm

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

のあきは、図面による。

４．５　鉄筋の継手及び定着

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

ｄ

１８０°

１３５°

９０°

９０°

１３５°

Ｄ１３以下の鉄筋

あばら筋、帯筋、スパイラル筋

４．５．１図

　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上

　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１／２倍以上

　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１／２倍以上

Ｄ

図の　印

図の　印

鉄筋の Ｌ1 Ｌ1ｈ

（フックなし） （フックあり）種　別

ｄ Ｄ 粗骨材径×１．２５ 最小あき 鉄筋径×１．５
ａ＋Ｄ

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

※ 通常の施工の場合
必要とする場合

・ 塩害対策を

柱 梁

ａ  部

フックなし 梁主筋の柱内曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

（イ）直線定着 （ロ）折曲げ定着
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直交梁位置

Ｌ1h

ａ

Ｌ1h

ａ=０．５Ｌ1h

ａ=０．５Ｌ1

４．５．４表　隣り合う継手の位置

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

（重ね継手）

中　間　部

隣り合う継手の位置は、４．５．４表により、ａ寸法を守ること。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

４．７．１　隣り合う継手の位置及び定着

（２）柱頭定着長さＬ2が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、４．７．２図による。

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

（２）帯筋の割付けは、４．９．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を

４．６．１　継手及び圧接中心位置

４．５．５　隣り合う継手の位置及び定着

４．９　帯筋の割付け４．７　柱筋の継手及び定着４　建築工事

４．６　柱筋の継手位置

（１）継手長さはＬ1とし、定着及び余長は、４．７．１図による。

４．８　帯筋

４．８．１　帯筋の形状

（１）帯筋の形状は、４．８．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）（イ）

（ロ）

（ロ）（イ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（ロ）

・丸形

（ニ）

・Ｈ形

・Ｗ－Ｉ形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ｉ形とする。

（ａ）Ｈ形を標準とする。

以上の

添巻

≧６ｄ

ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

確保し、補強筋間隔≦１．５Ｐとする。

１．５巻

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン柱幅(mm)

≦５００

≦６００

≦７００

≦８００

≦９００

≦１０００

≦１１００

≦１２００

４．１０　大梁筋の継手及び定着

４．１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

（１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

５０ｄ

５０ｄ

４．５．３図　溶接金網の継手及び定着要領

４．５．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

（１）溶接金網の継手及び定着

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

（２）スパイラル筋の継手及び定着

４．９．１図　帯筋の割付け

４．８．１図　帯筋組立の形

４．７．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

≧６ｄ

ｄ

≧８ｄ

Ｌ ＬＬ

≧６ｄ

≧４０ｄ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

≧６ｄ

≧６ｄ Ｌ

４．１０．２　ハンチのない場合

ａ

ａ

ａ≧０．５Ｌ1h

ａ≧０．５Ｌ1h

Ｌ1hＬ1h

Ｌ1Ｌ1

ａ

Ｌ1

Ｌ1

ａ

定着の長さ

床版の場合

鉄筋

壁の場合

鉄筋

一節半以上かつ
継手の重ね長さ

一節半以上かつ

１５０mm以上

継手の重ね長さ
Ｌ3 Ｌ2

Ｌ2Ｌ2

１５０mm以上

かぶり厚さ

か
つ

１
５

ｄ
か

つ
１

５
ｄ

ｈ
0

ｈ
0

ｈ
0
/
２

＋
１

５
ｄ

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2
以

上

ｈ
0

５
０

０
以

上
か

つ
１

，
５

０
０

以
下

５
０

０
以

上
か

つ
１

，
５

０
０

以
下

≦
３

/
４

・
ｈ

0
≦

３
/
４

・
ｈ

0

ｈ
0
/
２

＋
１

５
ｄ

継手 定着

≧１５０mm≧１５０mm

１

６Ｄ

ａ

Ｄ

ａ

≦

差し筋

ｂ
Ｄ

１

６

ａ

≦
ａ

Ｄ
か

つ
１

５
ｄ

Ｌ
2
以

上

６

差し筋

ｂ

ａ

１

Ｄ

ａ

Ｄ
＞

か
つ

１
５

ｄ

Ｌ
2
以

上

４．７．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

２＠

以下

帯筋

２＠Ｐ

重ねる。

１＠

以下

梁面より割付ける。

１Ｐ ＠

１＠

以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

二段筋

Ｄ

継手長さ

継手長さ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

Ｄ

Ｌ0

Ｌa
※

１５ｄ(余長)

Ｌa
※

Ｌ2余
長

Ｌ2

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４
Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌa
※

余
長

Ｌa
※

ＣＬ ＣＬ

Ｌ0／４

余長

Ｌ2

Ｌa
※

余
長

：柱芯ＬＣ

Ｌ2

Ｌa
※

ＣＬ ＣＬ

余長

（１）最上階の場合

４．１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

４．１０．３　ハンチのある場合

４．１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

二段筋
Ｌ2

Ｌ1

Ｌ1Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌa
※

余
長

Ｌa
※

Ｌ2

ＣＬ ＬＣ

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌ0／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0／４を加えた範囲以内

　　　２．４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

重

ね

継

手

圧

接

継

手

条   件 重ねる場合 離す場合

フックなしの場合

フック有りの場合

ａ≧４００mm

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

ａ：上下の柱幅の差(ａ≦１５０)

ｂ：かぶり厚さ

Ｄ：梁のせい

４．１０．２図　段違い梁

４．１０．１図　梁主筋の梁内定着

梁

柱

梁

Ｌ2

梁梁

柱
Ｄ≦１００

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ

太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

　　ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、４．５．４による。

　　ｃ．段違い梁は４．１０．２図による。

上端筋：曲げ下ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

　　　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、４.１０.１図による。

最上階

一般階

上端筋

下端筋
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　３. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。

　４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　２．　　　　    印は、継手及び余長を示す。

４．１２．２　小　梁

４．１１

小梁及び片持梁の配筋要領４．１２

４．１２．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋の項に準ずる。

（２）

４　建築工事

４．１０．４　水平段差のある場合

４．１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ2とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（２）間隔が一様でハンチのある場合

４．１１．１　一般事項

４．１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、４.１１．１図（イ）を標準とする。

（２）フックの位置

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

床版が両側に付く場合は交互

４．１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　１．５m以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

４．１１．４　腹筋及び幅止め筋

ａ） 腹筋及び幅止め筋

４．１０．８図　鉛直段差梁（その２）

４．１０．７図　鉛直段差梁（その１）

定着の長さは、４．１０．２図に準ずる

４．１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

４．１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

４．１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

（１）間隔が一様でハンチのない場合

４．１１．３　あばら筋の割付け

４．１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

４．１２．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（２）単独小梁の場合

４．１２．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

４．１２．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に

取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、

２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

４．１２．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

印は、継手及び余長を示す。

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

４．１１．５図　腹筋及び幅止め筋

（１）水平段差のある場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

（１）一般の梁

（１）連続小梁の場合

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

※　Ｌbは、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。
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４．１２．４図　片持梁主筋の定着

(注)１.　４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

Ｃ ：柱芯Ｌ

※ Ｌ3hをフックなしで定着

　 させる場合は２５ｄとする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

４．１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

（２）一般階の場合

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

平面

断面

一般階 最上階

６００≦Ｄ＜９００ ９００≦Ｄ＜１,２００ １，２００≦Ｄ≦１,５００

重ね継手とする場合

（ヘ）

一般の場合

（ホ）（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

小梁外端部 小梁連続端部

小梁の終端部小梁が連続する場合

一般階
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ＡＷＳＣＪ（第３版）－０９８－００３

４　建築工事
４．１３．４　壁の交差部及び端部

４．１５．１　一般事項

４．１５　床の配筋要領

４．１４　壁の打増し要領

４．１５．２　片持スラブ

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

４．１５．３　出隅部の配筋方法

４．１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

４．１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

４．１５．４　地上部最上階の屋根床版

４．１５．５　段差床版の補強

４．１５．６　床版開口部の補強

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

より開口部を避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

４．１３．４図　壁の交差部及び端部の配筋

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ1 とする。

４．１４．１図　壁の打増し補強配筋

打増し部

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

（２）定着長さ及び受け筋は、４．１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

４．１５．２図、４．１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

（１）片持スラブの配筋

４．１５．４図　片持スラブの配筋

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、４．１５．６図による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ1 /２とする）による。

特記にない場合は、Ｄ１０＠１００ダブルとする。

４．１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

（１）出隅及び入隅部分には、４．１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋

の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

４．１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

（１）同一床版に段差がある場合、４．１５．８図の補強を行う。ただし、

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

４．１５．８図　段差のある床版の補強配筋

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。(４.１５．９図)

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

４．１５．９図　床版開口部の補強配筋

４．１５．１図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その１）

４．１５．２図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その２）

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

　　　壁と壁の交差部は、４．１３．４図による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

打増し補強筋は、４．１４．１図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。
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※　原則としてＬbは、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

※ 先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

※：鉄筋径は、図面による

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

壁の配筋要領４．１３

４．１３．１　一般事項

（１）壁配筋の継手の長さはＬ1、及び定着の長さは、Ｌ2とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＬ1、

定着長さをＬ2とする。ただし、耐力壁の重ね継手の長さは４０ｄとし、ＳＤ３９０、

（４）一般部壁筋は、４．１３．１図による。

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

４．１３．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

満足することを構造計算によって確認すること。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を

４．１３．１図　壁の配筋

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（建築学会）に基づき図面による。

４．１３．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、４．１３．３図

を標準とする。

４．１３．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより

開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。
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４．１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

勾配屋根の取り合い

４．１７  階段の配筋要領

４　建築工事 ４．１９

４．１８．２　梁 ４．１９．２　梁と床版の取り合い

４．１９．３　円柱の取り合い

４．１８ 柱及び梁の増し打ち要領

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

４．１８．１　柱

４．１８．１図　柱の増し打ち補強配筋

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．１図による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．２図による。ただし、

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

４．１８．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

４．１８．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

以下とする。

補強筋中心間隔ｐ以下とする。

４．１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

増し打ち補強要領は、４.１９．２図による。

４．１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

４．１９．３図　円柱の取り合い配筋
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４．１８．２図　梁の増し打ち補強配筋

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合
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D10@250ダブル

D10@250ダブル

片面フレア溶接
L=100mm

既設鉄筋ハツリ出し

ナット付アンカー筋D16@200（シングル）
有効埋込長=7d　定着長＝20d

スパイラル筋
6φ@50 直径75mm
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建築躯体補強詳細図（5） S=1/30
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は、RB1・RB2を示す。

特記無き鉄骨梁は、SB2とする。

は、既存床版撤去を示す。
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符号

フランジ

ウェブ

継

手

仕 口 GPL-9 2-M16

位置

主 材

SB1

断面

SB2

特記なき限り下記とする

主 材 ＳＮ４００Ｂ

ＨＴＢ種別 Ｆ８Ｔ

溶接接合

（第１種保有耐力接合）に準拠継ぎ手は、ＳＣＳＳ－Ｈ９７

－

－

コンクリート梁リスト S=1/20

位置

断面

上端筋

下端筋

腹筋

巾止め筋

Ｂ×Ｄ

肋筋

符号 RB1・RB2

全断面

4-D19

4-D19

450×310

-

-

□－D13@200

備考

SB3

－

－

SB4

－

－

－ －

PL-22×290×520 SS400

8-M16 定着長=320（定着具付き）ダブルナット SS400

無収縮モルタル

SB1

SB1仕口プレート

既存鉄筋ハツリ出し

アンカー筋 D13@250

RB1 RB1

後施工アンカー 2-D13 有効埋込長＝91

SB1の接続部に設置する

後施工アンカー 2-D13 有効埋込長＝91

SB1の接続部に設置する

後施工アンカー D13@250 有効埋込長＝91

SB3 SB2 SB2 SB2
スチフナー PL-9

GPL-9 2-M16

SB5

－

－

※鋼材は全て溶融亜鉛メッキとする。
鉄骨梁リスト S=1/10

全断面 全断面

H-250×250×9×14

2PL-9×140×290 HTB（4-M22）×2

H-200×100×5.5×8

全断面

［-200×80×7.5×11

全断面

［-250×90×9×13

GPL-9 4-M22

A部詳細図 S=1/20

B部詳細図 S=1/20

KEYPLAN

全断面

H-194×150×6×9

D

B

700 450 90

7000

2
9
0

530

40 450 40

5
0

1
7
0

7
0

1185 2210 3605

375 375 810 2210 2275

X2

X1

225

225 700

既存躯体 増設梁

接合面
接着剤

アンカ－筋

13 91

1
3

260104

後施工アンカー詳細図

ｳﾗｱﾃｳﾗｱﾃ

ｳﾗｱﾃ

ｳﾗｱﾃ

ｳﾗｱﾃ

6
0

2
5
0

片面フレア溶接 L=10d

1
10

2
00

X1

後施工アンカー 1-D13@250

ｳﾗｱﾃ

CT-87.5×175×7.5×11
L=250

PL-9 PL-9

150

CT-87.5×175×7.5×11

手摺り受

全断面

－

WELD

STKR400 100×40×2.3
L=1,390

812 87

B部

A部

釜石市公共下水道事業

縮 尺

図 番
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X2

Y1 Y2

X1
X1 X2

X2

37575

450

7000

375 6230 395

3
1
0

2591 1144 1788 707

4225

375 525 5715 10 375

7000

2
9
0

380

40 300 40

5
0

1
7
0

7
0

450 90

2
9
0

530

40 450 40

5
0

1
7
0

7
0RB2

後施工アンカー D13@200

RB1

主筋 4-D19（上下共）

STP D13@200

後施工アンカー 1-D13@250

RB1

主筋 4-D19（上下共）

STP D13@200

後施工アンカー 1-D13@250

SB1
SB4

SB1

無収縮モルタル

RB1
SB2

PL-22×290×380 SS400

6-M16 定着長=320（定着具付き）ダブルナット SS400

SB2・SB5仕口プレート

PL-22×290×520 SS400

8-M16 定着長=320（定着具付き）ダブルナット SS400

F部詳細図 S=1/20

E部詳細図 S=1/20

C部詳細図 S=1/20 D部詳細図 S=1/20

G部詳細図 S=1/20
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0

後施工アンカー D13@250 有効埋込長＝91 6
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後施工アンカー 2-D13 有効埋込長＝91

後施工アンカー 2-D13 有効埋込長＝91後施工アンカー 2-D13 有効埋込長＝91

後施工アンカー 2-D13 有効埋込長＝91

KEYPLAN

C部

D部

E部

F部

G部
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2

1

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

従来型スカラップ

2

1Sr

SrSr

Sr

Sr

Sr

手溶接

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

ep

（ｂ）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（ａ）縁端距離及びボルト間隔

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（ｃ）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

B

g

A

B
B

はＢ

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40

35°

2

D1 = 2（ｔ－2）/3

D2 =（ｔ－2）/3

60°

45° 30°

ｔ≦６

6＜ｔ≦19

G

35°

G ＝ｔ

ｔ

45° 30°

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）

60°

D1 =（ｔ－6）/2

D2 =（ｔ－6）/2

60°

22＜ｔ≦40

12＜ｔ≦22

60°

ｔ≦12

0

1/4 t≦ S ≦10

35°

7

45°

/ （ｔ-2）/ （ｔ-2）

ｔ

1 3

2 2 3

60°

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

6＜ｔ≦19

19＜ｔ≦40

ｔ

６＜ｔ≦40

≧
60°

1/4 t≦ S ≦10

35°

1/4 t≦ S ≦10

35°

２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

2

６＜ｔ≦19

≧
60
°

0

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

60°

19＜ｔ≦40

75°≧
45
°

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

45°

45°

1/4 t≦ S ≦10

22＜ｔ≦40

60°

12＜ｔ≦22

60°

35°

1/4 t≦ S ≦10

Ｔ型継手(T)の開先標準

1/4 t≦ S ≦10

35°

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

35°

S ＝ｔ

かど継手(L)の開先標準

35°45°
50°

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）

ｄ ｄ

１（丸鋼等片面溶接）

ｄ／２ ｄ／２

ｄ ｄ

２（丸鋼等両面溶接）

ｄ

ｄ

ｄ ／
２

／２

22

13

重ねアーク溶接（フレア溶接）(FL)の開先標準

Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

４５°

3628

1413

25

15 15

32

16

40

ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

４（軽量形鋼レ形溶接）

S ｔ S

４５° ４５°

15

部分溶込み溶接(P)の開先標準

７

5

t

s

５

4

４

3

６

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

隅肉溶接(F)の開先標準

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

S

60°

2
S

60°

2

（ｂ）エンドタブ

（ａ）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

10㎜以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

（ｃ）裏当て金

（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

（単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ（単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

C部断面

( 　　　　　　　  　 )

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

1

g 1

g 1 g 1 g 2 g 3g 2

1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準

1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工

溶接方法

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦ S ≦10

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

ｔ≦16

２（両面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1= (ｔ－2）/2

D2=（ｔ－2）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

手溶接
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大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

（ｄ）スカラップ

改良型スカラップ

（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。1 2

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

除いた部分の長さとする。

1-5 重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ

鉄筋又は軽量形鋼に重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ（L）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を

2
引張強さ570N/mm 以上のものを除く

2

JIS Z 3313

JIS Z 3313

JIS Z 3312

JIS Z 3312

JIS Z 3315

JIS Z 3313

JIS Z 3312

JIS Z 3214

JIS Z 3211 引張強さ570Mpa以上のものを除く

JIS Z 3315

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3313

JIS Z 3312

引張強さ570N/mm 以上のものを除く

規格

JIS Z 3211

T490Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

30以下 250以下

YGW-18,19

40以下 350以下

30以下 250以下

40以下 350以下

30以下 250以下

40以下 350以下

30以下 250以下

YGW-18,19

YGW-11,15

30以下 450以下

40以下 350以下

30以下 450以下

40以下 350以下

40以下 350以下

40以下 350以下

30以下 250以下

及びBCP

490N級STKR、

BCR及びBCP

400N級STKR、

YGW-11,15

YGW-18,19

（KJ/cm）

入熱

40以下 350以下

（℃）

パス間温度

40以下

40以下 350以下

350以下

30以下 250以下

YGW-18,19

YGW-11,15

引張強さ570Mpa以上のものを除く

溶接材料

YGA-50W,50P

JIS Z 3214

490N級鋼

400N級鋼

鋼材の種類

YGW-18,19

YGA-50W,50P

520N級鋼

（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

t
2t

1

1/2.5以下

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合、又は低応力高サイクル疲労を受ける場合

（ｆ）溶接部分の段差

S
c
t

16以上1296

15141210Sc

（２）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

Sc

r

スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

（ｅ）スニップカット

t

LbLLa
Ｓ：溶接のサイズ

La及びLbは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

　　両面フレア溶接の場合　  ５ｄ

L：片面フレア溶接の場合　１０ｄ

構造関係共通図(鉄骨標準図1)　S-31
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　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

補強トラス法

60°

φ

50

H

50

φ

補強プレート法

50

(自然開先)

補強トラス

60° 0～5 0～5

ｔf fｔ

補強プレート

0～5 0～5

2Ｆ

LC

（ｂ）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

（ａ）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

36

250

400

350

300

200

175

幅

100

150

125

6 129 16 2519

厚さ

22 28 32

450

500

40

（ａ）鉄筋貫通孔の径

鉄筋の貫通孔径の最大値は、下表による。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：㎜）

（ｂ）鉄筋貫通孔の位置

梁主筋

梁あばら筋

柱主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

片面溶接の溶接長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

　　（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

　　（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で 2倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で 3倍以上確保する。

（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

φ

H ：鉄骨せい

D ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

以
上

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

(b
s)

(b
s)

(b
s)

70以上

40程度

1-6 梁貫通孔補強

1-7 壁筋の周辺部材への定着

1-8 柱組立筋

1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立

1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置

1-11 広幅平鋼の取り扱いについて

1-12 普通ボルト接合

LC

1Ｆ

e

1Ｆ

1Ｆ

t

2Ｆ

20

50

100以下 B
2Ｆ

2Ｆ

T

H D

１

２

１ ２

ｆ
tw tp

10
0

以
上

1
00

ＦＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋
6φ－1000@

1Ｆ

(
bs

)

(bs)

鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

　(bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

ｅ：材端と補強プレートの間隔

（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。

　（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

定着用差し筋

２
Ｌ

２
Ｌ

１
Ｌ

１
Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

１Ｌ １Ｌ

定着用差し筋

コーナー筋

緩やかに折り曲げる

緩やかに折り曲げる
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7
00
0

1
90
0
0

7000 7000

5
00
0

70
0
0

1号汚泥脱水機2号汚泥脱水機

3号汚泥脱水機インバータ盤

3号汚泥脱水機制御盤

4号汚泥脱水機制御盤

4号汚泥脱水機インバータ盤

3号汚泥脱水機

4号汚泥脱水機

3号薬液供給ポンプ

4号薬液供給ポンプ

脱水機室

控 室

廊 下

2790

2F　平面図(撤去・再設置) ※ 　　　は、今回工事を示す。赤色部

1号薬液供給ポンプ 2号薬液供給ポンプ

(別途更新工事)

(別途更新工事)

(撤去･2F配管室に再設置)

(撤去･2F配管室に再設置)

(撤去･再設置)

(撤去･再設置)

(撤去･再設置)

(撤去･再設置)

脱水機用チェーンブロック
(撤去･ローヘッド形に更新)



3号、4号薬液供給ポンプ

GL

2FL

3FL

▽+15.500

No.1 脱水ケーキ移送コンベヤ

4
8
6
0

2
0
30

50
0

▽+15.000

▽+20.360

▽+22.390

1FL

Y1 Y2 Y3 Y4
7000 5000 7000

36
2
0

No.2 脱水ケーキ移送コンベヤ

2
80

▽+22.670

搬入扉

No.4 脱水機 No.3 脱水機
No.1,2 脱水機

No.3、No.4 脱水ケーキシュート部

(別途更新工事)

No.1、No.2汚泥脱水機

※ 　　　は、今回工事を示す。赤色部2F　断面図(撤去・再設置)

脱水機用チェーンブロック
(撤去･ローヘッド形に更新)

(撤去･2F配管室に再設置)
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汚泥処理棟２階電気配線図（移設後）

審査 設計 製図

名　　　　　称盤 記 号番 号

汚泥処理棟２階機器名称一覧表

備　考

16

14

15

17

18

19

20

２号汚泥脱水機制御盤

３号汚泥脱水機制御盤

４号汚泥脱水機制御盤

DM01

DM02

DM03

DL01

DM04

DL02

PC01～05

1

2

3

4

5

6

7

MD01

DP01

DE01

9

8

PS0512

10

11

13

受　電　盤

No.1動力変圧器一次･照明変圧器一次盤

照明変圧器盤

照明主幹盤

No.1動力変圧器盤

No.1動力主幹盤

濃縮設備高集積制御盤

汚泥処理棟監視操作卓

汚泥処理用コントローラ

汚泥処理計装盤

薬品溶解装置制御盤

スクリューコンベヤ盤

１号汚泥脱水機制御盤

21

カメラ用集中電源

映像モニタ

22

23

１号汚泥脱水機インバータ盤

２号汚泥脱水機インバータ盤

３号汚泥脱水機インバータ盤

４号汚泥脱水機インバータ盤

ホッパ室シャター電源盤

PS082 汚泥供給ポンプ現場操作盤 今回移設

X3

従業員控室

GL+6000

電気室

70
00

50
00

70
00

19
00
0

7000 7000 7000

21000 7000

１号汚泥脱水機２号汚泥脱水機

汚泥
３･４号

脱水機

脱水機室

X2X1 X4

Y3

Y4

Y2

Y1

２階平面図

S = 1/60

6

5

3

2

1

7

4

GL+6000

管理室

10 9

8

22

23

20

19

17

18

13

14

16

15
12

11

便所脱衣室

薬注室

GL+6000

GL+7390

地下１階へ

令和　　　年　　　月

2

19
00

10
00

10001000

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

E-01

盤搬入用仮設足場(今回)



PS04

名　　　　　称盤 記 号番 号

汚泥処理棟地下１階機器名称一覧表

備　考

PS02

PS07

1

濃縮汚泥引抜ポンプ現場操作盤

市水給水ポンプ現場操作盤

3

4 貯留汚泥ポンプ現場操作盤

PS065 作業用電源盤

釜石市公共下水道事業

縮　尺

図　番

1:60

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

令和　　　年　　　月

E-02 汚泥処理棟地下１階電気配線図（移設後）

審査 設計 製図

No.1汚泥濃縮槽

X3

7000 7000 7000

21000 7000

X2X1 X4

地下１階平面図

S = 1/60

70
00

50
00

70
00

19
00
0

Y3

Y4

Y2

Y1

受水槽 倉庫受水槽

No.2汚泥濃縮槽

No.1汚泥濃縮槽 No.2汚泥濃縮槽

GL-3500

ポンプ室

GL-6000

配管室

1

5

3

4

２階へ

No.2分離液送水ポンプ

No.1分離液送水ポンプ

No.3汚泥供給ポンプ吐出弁

No.4汚泥供給ポンプ吐出弁

No.3汚泥供給ポンプ

No.4汚泥供給ポンプ

No.2汚泥供給ポンプ吐出弁

No.2汚泥供給ポンプ

No.1汚泥供給ポンプ吐出弁

No.1汚泥供給ポンプ

No.1濃縮汚泥引抜ポンプ

No.1貯留汚泥ポンプ

No.2貯留汚泥ポンプ

No.2貯留汚泥ポンプ吐出弁

生汚泥流量計変換器No.1貯留汚泥槽レベル計

No.1貯留汚泥ポンプ吐出弁

No.1濃縮汚泥排泥弁

No.1濃縮汚泥引抜ポンプ吐出弁 No.2濃縮汚泥引抜ポンプ

No.2濃縮汚泥排泥弁

No.2濃縮汚泥引抜ポンプ吐出弁
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汚泥処理棟２階電気配線図（撤去）

審査 設計 製図

名　　　　　称盤 記 号番 号

汚泥処理棟２階機器名称一覧表

備　考

16

14

15

17

18

19

20

２号汚泥脱水機制御盤

３号汚泥脱水機制御盤

４号汚泥脱水機制御盤

DM01

DM02

DM03

DL01

DM04

DL02

PC01～05

1

2

3

4

5

6

7

MD01

DP01

DE01

9

8

PS0512

10

11

13

受　電　盤

No.1動力変圧器一次･照明変圧器一次盤

照明変圧器盤

照明主幹盤

No.1動力変圧器盤

No.1動力主幹盤

濃縮設備高集積制御盤

汚泥処理棟監視操作卓

汚泥処理用コントローラ

汚泥処理計装盤

薬品溶解装置制御盤

スクリューコンベヤ盤

１号汚泥脱水機制御盤

21

カメラ用集中電源

映像モニタ

22

23

１号汚泥脱水機インバータ盤

２号汚泥脱水機インバータ盤

３号汚泥脱水機インバータ盤

４号汚泥脱水機インバータ盤

ホッパ室シャター電源盤

X3

従業員控室

GL+6000

電気室

70
00

50
00

70
00

19
00
0

7000 7000 7000

21000 7000

１号汚泥脱水機２号汚泥脱水機

汚泥
３･４号

脱水機

脱水機室

X2X1 X4

Y3

Y4

Y2

Y1

２階平面図

S = 1/60

6

5

3

2

1

7

4

GL+6000

管理室

10 9

8

22

23

20

19

17

18

13

14

16

15
12

11

便所脱衣室

薬注室

GL+6000

GL+7390

令和　　　年　　　月

１階へ
地下１階へ

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

E-03



PS04

PS08

名　　　　　称盤 記 号番 号

汚泥処理棟地下１階機器名称一覧表

備　考

PS02

PS07

1

濃縮汚泥引抜ポンプ現場操作盤

市水給水ポンプ現場操作盤

3

2

4

汚泥供給ポンプ現場操作盤

貯留汚泥ポンプ現場操作盤

PS065 作業用電源盤

今回撤去・移設

釜石市公共下水道事業

縮　尺

図　番

1:60

汚泥処理棟地下１階電気配線図（撤去）

審査 設計 製図

No.1汚泥濃縮槽

X3

7000 7000 7000

21000 7000

X2X1 X4

地下１階平面図

S = 1/60

70
00

50
00

70
00

19
00
0

Y3

Y4

Y2

Y1

受水槽 倉庫受水槽

No.2汚泥濃縮槽

No.1汚泥濃縮槽 No.2汚泥濃縮槽

GL-3500

ポンプ室

GL-6000

配管室

1
2

5

3

4

２階へ

No.2分離液送水ポンプ

No.1分離液送水ポンプ

VU
15
0A
（
撤
去

）

No.2汚泥供給ポンプ

No.2汚泥供給ポンプ吐出弁

No.3汚泥供給ポンプ吐出弁

No.4汚泥供給ポンプ吐出弁

No.3汚泥供給ポンプ

No.4汚泥供給ポンプ

令和　　　年　　　月

No.1濃縮汚泥引抜ポンプ

No.1貯留汚泥ポンプ

No.2貯留汚泥ポンプ

No.2貯留汚泥ポンプ吐出弁

生汚泥流量計変換器No.1貯留汚泥槽レベル計

No.1貯留汚泥ポンプ吐出弁

No.1濃縮汚泥排泥弁

No.1濃縮汚泥引抜ポンプ吐出弁 No.2濃縮汚泥引抜ポンプ

No.2濃縮汚泥排泥弁

No.2濃縮汚泥引抜ポンプ吐出弁

大平下水処理場汚泥処理棟耐震補強工事その１

E-04



釜石市公共下水道事業

縮　尺

図　番

FREE 令和　　　年　　　月

ケーブル配線表

審査 設計 製図

ケーブル
番 号

ケーブル配線表

備　考
名　　　　　称 番 号

自 至

名　　　　　称
電線管

2 汚泥供給ポンプ現場操作盤 No.1汚泥供給ポンプ

No.1汚泥供給ポンプ吐出弁

No.1汚泥供給ポンプ吐出圧力

　　 〃

No.2汚泥供給ポンプ

No.2汚泥供給ポンプ吐出弁

No.2汚泥供給ポンプ吐出圧力

　　 〃

No.3汚泥供給ポンプ

No.3汚泥供給ポンプ吐出弁

No.3汚泥供給ポンプ吐出圧力

　　 〃

No.4汚泥供給ポンプ

No.4汚泥供給ポンプ吐出弁

No.4汚泥供給ポンプ吐出圧力

　　 〃

600V CE 3.5sq-3c

600V CE 3.5sq-3c

CEE 2sq-7c

CEE 1.25sq-2c

600V CE 3.5sq-3c

600V CE 3.5sq-3c

CEE 2sq-7c

CEE 1.25sq-2c

600V CE 3.5sq-3c

600V CE 3.5sq-3c

CEE 2sq-7c

CEE 1.25sq-2c

600V CE 3.5sq-3c

600V CE 3.5sq-3c

CEE 2sq-7c

CEE 1.25sq-2c

No.1分離液送水ポンプ 600V CE 8sq-3c ×2

No.2分離液送水ポンプ 600V CE 8sq-3c ×2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

9

10

汚泥処理用コントローラー

汚泥処理計装盤

CEE 1.25sq-20c ×2

CEE 1.25sq-15c ×2

CEE 1.25sq-12c

CEE 1.25sq-5c

CEE 1.25sq-3c

１号汚泥脱水機制御盤

２号汚泥脱水機制御盤

３号汚泥脱水機制御盤

４号汚泥脱水機制御盤

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

CEE 1.25sq-20c

KPEE-S 1.25sq-4c

CEE 1.25sq-20c

KPEE-S 1.25sq-4c

CEE 1.25sq-20c

KPEE-S 1.25sq-4c

CEE 1.25sq-20c

KPEE-S 1.25sq-4c

　　 〃

　　 〃

　　 〃

4 貯留汚泥ポンプ現場操作盤

7 濃縮設備高集積制御盤 2 汚泥供給ポンプ現場操作盤

　　 〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

盤記号

PC01～05

盤記号

PS08

PS07

PS08

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

19

〃

18

〃

14

〃

13

〃

600V CET 100sq ×2

600V CE 5.5sq-2c

DE01

DP01

既設流用

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

仮設分電盤 VE286 No.1動力主幹盤DL02 仮設切換用（移設後撤去）600V CE 8sq-3c, IE 8sq

移設に伴いケーブル更新

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

既設流用 〃
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